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(57)【要約】
【課題】　特定のフォーマットで印刷条件が記述された
印刷ジョブの印刷処理が可能な構成であっても、ユーザ
が望まない出力結果を抑えつつ、システムの生産性を向
上可能とする。
【解決手段】　展開処理が行われた印刷ジョブの印刷処
理を印刷装置により実行可能に構成された印刷システム
にて、第１印刷ジョブの展開処理の完了前に実行される
当該第１印刷ジョブの条件情報の解析処理の実行結果に
基いて、当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置
により開始させずに、当該第１印刷ジョブの後に印刷実
行要求がなされた第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷
装置により実行可能にする。
【選択図】　図５２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　展開処理が行われた印刷ジョブの印刷処理を印刷装置により実行可能に構成された印刷
システムであって、
　第１印刷ジョブの展開処理の完了前に実行される当該第１印刷ジョブの条件情報の解析
処理の実行結果に基いて、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、当該第１印刷ジョ
ブの後に印刷実行要求がなされた第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可
能にする、
　制御手段を有することを特徴とする印刷システム。
【請求項２】
　請求項１記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブの展開処理の開始前に実行を要する当該第１印刷ジョブの条件情報
の解析処理の実行結果に基づいて、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にする、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブである
ことを条件に当該第１印刷ジョブの展開処理の開始前に実行される、当該第１印刷ジョブ
の前記解析処理の実行結果に基づいて、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にする、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブである
場合に、印刷ジョブの条件情報の解析処理の実行結果に相当する第１の判定処理の判定結
果とは異なる印刷ジョブの展開処理の実行結果に相当する第２の判定処理の判定結果に基
づいて、前記第１印刷ジョブに対する処置を決定可能にし、
　且つ、前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブが前記第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブで
ある場合に、前記第１の判定処理の判定結果に基づいて、前記第２の判定処理を実行する
こと無しに、当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに前記第２
印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にする、ことを特徴とする印刷シス
テム。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　印刷ジョブの条件情報の解析処理に相当する第１の判定処理の判定結果に基づいて印刷
ジョブに対する処置を決定可能にし、
　且つ、前記制御手段は、
　印刷ジョブの展開処理の実行結果に相当する第２の判定処理の判定結果に基づいて印刷
ジョブに対する処置を決定可能にし、
　且つ、前記制御手段は、
　処理対象の印刷ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブであ
る場合に、前記第２の判定処理に先立って前記第１の判定処理を実行し、
　且つ、前記制御手段は、
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　処理対象の印刷ジョブが前記第１タイプの印刷ジョブではなく前記第２タイプの印刷ジ
ョブである場合に、前記第１の判定処理を実行することなしに、前記第２の判定処理を実
行する、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブが、
　第１タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語を用いて処理条件が指定されているＪＤＦジ
ョブ、及び、第２タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語以外の言語で処理条件が指定され
ている非ＪＤＦジョブ、のうちの、ＪＤＦジョブである場合に、前記第１印刷ジョブのＪ
ＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する第１の判定処理の判定結果に基づいて、前記
第１印刷ジョブの印刷データの展開処理を実行すること無しに、当該第１印刷ジョブの印
刷処理を前記印刷装置により開始させずに前記第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置
により実行可能にする、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブが、第１タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語を用いて処理条件が
指定されているＪＤＦジョブ、及び、第２タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語以外の言
語で処理条件が指定されている非ＪＤＦジョブ、のうちの、ＪＤＦジョブである場合に、
前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理に相当する第１の判定処理を実行し、
　且つ、前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する前記第１の判定処
理の判定結果をもとに、前記印刷システムにて実行不可の処理が当該第１印刷ジョブに含
まれていることを特定する判断を下した場合に、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にし、
　且つ、前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する前記第１の判定処
理の判定結果をもとに、前記印刷システムにて実行不可の処理が当該第１印刷ジョブに含
まれていることを特定する前記判断を下さなかった場合に、前記第１印刷ジョブの印刷デ
ータの展開処理の実行結果に相当する第２の判定処理の判定結果をもとに、前記第１印刷
ジョブに対する処置を決定可能にする、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　前記印刷装置による当該第１印刷ジョブの印刷処理をキャンセルさせる、ことを特徴と
する印刷システム。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　前記印刷装置による当該第１印刷ジョブの印刷処理を保留させる、ことを特徴とする印
刷システム。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
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　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理に要する印刷データを記憶手段に保持させる、ことを特
徴とする印刷システム。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理に要する印刷データを展開処理後の状態で、記憶手段に
保持させる、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　ユーザインタフェース手段を介して入力されたユーザ指示に従い、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理をキャンセルするか否かを決定可能にする、ことを特徴
とする印刷システム。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、ユーザインタフェース手段を介して
入力されたユーザ指示に従い、前記第１印刷ジョブの印刷処理に要する印刷データを記憶
手段に保持させるか否かを決定可能にする、ことを特徴とする印刷システム。
【請求項１４】
　展開処理が行われた印刷ジョブの印刷処理を印刷装置により実行可能に構成された印刷
システムのジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　第１印刷ジョブの展開処理の完了前に実行される当該第１印刷ジョブの条件情報の解析
処理の実行結果に基づいて、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、当該第１印刷ジョ
ブの後に印刷実行要求がなされた第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可
能にする、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項１５】
　請求項１４記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの展開処理の開始前に実行を要する当該第１印刷ジョブの条件情報
の解析処理の実行結果に基づいて、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にする、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブである
ことを条件に当該第１印刷ジョブの展開処理の開始前に実行される、当該第１印刷ジョブ
の前記解析処理の実行結果に基づいて、当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置に
より開始させずに、前記第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にする
、ことを特徴とするジョブ処理方法。
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【請求項１７】
　請求項１４乃至１６の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブである
場合に、印刷ジョブの条件情報の解析処理の実行結果に相当する第１の判定処理の判定結
果とは異なる印刷ジョブの展開処理の実行結果に相当する第２の判定処理の判定結果に基
づいて、前記第１印刷ジョブに対する処置を決定可能にし、
　且つ、前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブが前記第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブで
ある場合に、前記第１の判定処理の判定結果に基づいて、
　前記第２の判定処理を実行すること無しに、当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷
装置により開始させずに前記第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能に
する、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項１８】
　請求項１４乃至１７の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　印刷ジョブの条件情報の解析処理に相当する第１の判定処理の判定結果に基づいて印刷
ジョブに対する処置を決定可能にし、
　且つ、前記ジョブ処理方法は、
　印刷ジョブの展開処理の実行結果に相当する第２の判定処理の判定結果に基づいて印刷
ジョブに対する処置を決定可能にし、
　且つ、前記ジョブ処理方法は、
　処理対象の印刷ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブであ
る場合に、前記第２の判定処理に先立って前記第１の判定処理を実行し、
　且つ、前記ジョブ処理方法は、
　処理対象の印刷ジョブが前記第１タイプの印刷ジョブではなく前記第２タイプの印刷ジ
ョブである場合に、前記第１の判定処理を実行することなしに、前記第２の判定処理を実
行する、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項１９】
　請求項１４乃至１８の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブが、第１タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語を用いて処理条件が
指定されているＪＤＦジョブ、及び、第２タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語以外の言
語で処理条件が指定されている非ＪＤＦジョブ、のうちの、ＪＤＦジョブである場合に、
　前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する第１の判定処理の
判定結果に基づいて、前記第１印刷ジョブの印刷データの展開処理を実行すること無しに
、当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに前記第２印刷ジョブ
の印刷処理を前記印刷装置により実行可能にする、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項２０】
　請求項１４乃至１９の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブが、第１タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語を用いて処理条件が
指定されているＪＤＦジョブ、及び、第２タイプのジョブに相当するＸＭＬ言語以外の言
語で処理条件が指定されている非ＪＤＦジョブ、のうちの、ＪＤＦジョブである場合に、
　前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理に相当する第１の判定処理を実行し、
　且つ、前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する前記第１の判定処
理の判定結果をもとに、前記印刷システムにて実行不可の処理が当該第１印刷ジョブに含
まれていることを特定する判断を下した場合に、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
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ブの印刷処理を前記印刷装置により実行可能にし、
　且つ、前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブのＪＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する前記第１の判定処
理の判定結果をもとに、前記印刷システムにて実行不可の処理が当該第１印刷ジョブに含
まれていることを特定する前記判断を下さなかった場合に、前記第１印刷ジョブの印刷デ
ータの展開処理の実行結果に相当する第２の判定処理の判定結果をもとに、前記第１印刷
ジョブに対する処置を決定可能にする、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項２１】
　請求項１４乃至２０の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　前記印刷装置による当該第１印刷ジョブの印刷処理をキャンセルさせる、ことを特徴と
するジョブ処理方法。
【請求項２２】
　請求項１４乃至２１の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　前記印刷装置による当該第１印刷ジョブの印刷処理を保留させる、ことを特徴とするジ
ョブ処理方法。
【請求項２３】
　請求項１４乃至２２の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、当該第１印刷ジョブの印刷処理に要
する印刷データを記憶手段に保持させる、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項２４】
　請求項１４乃至２３の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理に要する印刷データを展開処理後の状態で、記憶手段に
保持させる、ことを特徴とするジョブ処理方法。
【請求項２５】
　請求項１４乃至２４の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　ユーザインタフェース手段を介して入力されたユーザ指示に従い、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理をキャンセルするか否かを決定可能にする、ことを特徴
とするジョブ処理方法。
【請求項２６】
　請求項１４乃至２５の何れか１項に記載のジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　前記第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、前記第２印刷ジョ
ブの印刷処理を前記印刷装置により実行する場合に、
　ユーザインタフェース手段を介して入力されたユーザ指示に従い、前記第１印刷ジョブ
の印刷処理に要する印刷データを記憶手段に保持させるか否かを決定可能にする、ことを
特徴とするジョブ処理方法。
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【請求項２７】
　請求項１４乃至２６の何れか１項に記載のジョブ処理方法を実行するためのコンピュー
タ読取可能な記憶媒体。
【請求項２８】
　請求項１４乃至２６の何れか１項に記載のジョブ処理方法を実行するためのプログラム
。
【請求項２９】
　請求項１４乃至２６の何れか１項に記載のジョブ処理方法を実行するための印刷装置。
　　
【請求項３０】
　印刷ジョブに基づいた印刷処理を印刷装置により実行可能に構成された印刷システムで
あって、
　印刷条件を示す条件情報と、印刷する画像を記述する記述情報と、を含む印刷ジョブを
第１記憶手段から読み出す読出手段と、
　読み出した前記印刷ジョブに含まれる条件情報を解析し、当該条件情報により示される
印刷条件を満たす印刷処理を前記印刷装置が実行可能か否かを判定する第１判定手段と、
　前記第１判定手段において実行可能ではないと判定された場合、前記読出手段により前
記第１記憶手段から他の印刷ジョブを読み出し、当該他の印刷ジョブに基づく処理を開始
するように制御する、制御手段と、
を備えることを特徴とする印刷システム。
【請求項３１】
　前記第１判定手段において実行可能であると判定された場合、読み出した前記印刷ジョ
ブに含まれる記述情報を画像データに展開する展開手段と、
　前記画像データが、前記条件情報により示される印刷条件に適合するか否かを判定する
第２判定手段と、
を更に備え、
　前記制御手段は、
　前記第２判定手段において適合しないと判定された場合、前記画像データに基づく印刷
処理を行わずに、前記読出手段により前記第１記憶手段から他の印刷ジョブを読み出し、
当該他の印刷ジョブに基づく処理を開始するように制御する
ことを特徴とする請求項３０に記載の印刷システム。
【請求項３２】
　前記制御手段は、
　読み出した前記印刷ジョブについて、前記第１判定手段において実行可能ではないと判
定された場合、当該印刷ジョブに基づく印刷処理のキャンセルと、当該印刷ジョブの第２
記憶手段への記憶制御と、当該印刷ジョブの画像データへの展開、及び当該画像データの
前記第２記憶手段への記憶制御と、のいずれかを実行する
ことを特徴とする請求項３０又は３１に記載の印刷システム。
【請求項３３】
　前記制御手段は、
　読み出した前記印刷ジョブについて、前記第２判定手段において実行可能ではないと判
定された場合、当該印刷ジョブに基づく印刷処理のキャンセルと、当該印刷ジョブの第２
記憶手段への記憶制御と、当該印刷ジョブに基づき展開された前記画像データの前記第２
記憶手段への記憶制御と、のいずれかを実行する
ことを特徴とする請求項３１に記載の印刷システム。
【請求項３４】
　前記記憶手段から読み出した印刷ジョブについて実行可能ではない場合に行う処理の設
定をユーザから受け付ける受付手段
を更に備え、
　前記制御手段は、読み出した前記印刷ジョブについて実行可能ではないと判定された場
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合、前記受付手段において設定された処理を実行する
ことを特徴とする請求項３２又は３３に記載の印刷システム。
【請求項３５】
　印刷する画像を記述する記述情報を含む第２印刷ジョブを前記第１記憶手段から読み出
す読出手段と、
　読み出した前記第２印刷ジョブに含まれる記述情報を画像データに展開する展開手段と
、
　前記画像データに基づく印刷処理を前記印刷装置が実行可能か否かを判定する第３判定
手段と、
を更に備え、
　前記制御手段は、前記第２印刷ジョブについて、前記第３判定手段において実行可能で
はないと判定された場合、当該印刷ジョブに基づく印刷処理のキャンセルと、前記画像デ
ータの第２記憶手段への記憶制御と、のいずれかを実行する
ことを特徴とする請求項３０又は３１に記載の印刷システム。
【請求項３６】
　前記条件情報はＪＤＦに基づいて記述される
ことを特徴とする請求項３０乃至３５のいずれか１項に記載の印刷システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷システム、印刷装置、ジョブ処理方法、プログラム、及び、記憶媒体に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　商業的印刷業界では、原稿の入稿、該原稿へのデザインの付与、レイアウト編集、カン
プ、校正、校正刷り、版下作成、印刷、後処理加工、発送等、種々の作業工程を踏んで出
版物の発行が行われている。ただし、カンプは印刷によるプレゼンテーションを意味し、
校正はレイアウト修正や色修正を意味し、校正刷りはプルーフ印刷を意味する。
【０００３】
　商業的印刷業界の場合、印刷工程においてオフセット製版印刷機が用いられることが多
いため、版下作成工程は不可欠な工程である。しかしながら、版下作成は、一度行うとそ
の修正が容易ではなく、また、修正を行った場合、コスト的にかなり不利になる。このた
め、版下作成にあたっては、入念な校正（即ち、入念なレイアウトのチェックや色の確認
作業）が必須となってくる。このため、出版物の発行が完了するまでには、ある程度の期
間を要することが一般的であった。
【０００４】
　また、商業的印刷業界の場合、各作業工程において利用される装置は大掛かりなものが
多くコストがかかるうえ、これら各工程における作業には専門知識が必要であるため、い
わゆる職人と呼ばれる熟練者のノウハウが不可欠であった。
【０００５】
　このような状況に対し、最近、電子写真方式の印刷装置やインクジェット方式の印刷装
置の高速化、高画質化を受けて、上記商業的印刷業界に対抗する、所謂、ＰＯＤ（Ｐｒｉ
ｎｔ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）市場と呼ばれる市場が出現しつつある。
【０００６】
　ＰＯＤ市場は、比較的小ロットのジョブを、大掛かりな装置やシステムを用いずに、短
納期で取り扱うことができるよう、上記大規模な印刷機、印刷手法に代わって出現してき
たものである。
【０００７】
　ＰＯＤ市場では、例えば、デジタル複写機やデジタル複合機等の印刷装置を最大限に活
用することで、電子データを用いたデジタルプリントを実現し、プリントサービス等を行
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うことが可能となっている。
【０００８】
　また、ＰＯＤ市場の場合、従来の商業的印刷業界よりもデジタル化が進んでおり、コン
ピュータを利用した管理・制御が浸透してきていることから、実際に短納期での印刷物の
発行が可能であり、また、作業者のノウハウが不要であるというメリットもある。さらに
、最近では印刷物の画質も商業的印刷業界のレベルに近づきつつある。
【０００９】
　このような状況に鑑み、現在、事務機メーカ等が、ＰＯＤ市場という新たな分野に新規
参入する方向の検討がなされている（特許文献１、２参照）。特に最近では、例えば、オ
フィス環境のみならず、オフィス環境とは異なるユースケースやニーズが想定されうるＰ
ＯＤ環境にも充分満足のいく印刷装置や印刷システムの検討がなされつつある。このよう
なＰＯＤ市場における印刷環境を想定してみると、如何に印刷システムにて生産性を向上
させるかが今後重要視される事が予想される。さらに、高い生産性を維持しつつ、いかに
印刷システムのオペレータが印刷システムを使いやすくするかも、今後重要視される事が
予想される。
【００１０】
　なお、近年ではＰＯＤ市場向けの印刷装置として、ＪＤＦ対応が進みつつある。ＪＤＦ
とは、ＣＩＰ４が定めるＰＯＤ市場向けのシステムにて今後期待される、印刷工程全般に
関わる共通的なデジタルフォーマット（指示書或いはジョブチケットとも呼ぶ）である。
ただし、ＪＤＦは、Job Definition Formatの略称である。また、ＣＩＰ４は、Cooperati
on for the Ingegration of Processes in Prepress, Press and Postpressの略称である
。ＪＤＦはそのフォーマットに，Ｗｅｂの基本的なフォーマットでもあるＸＭＬを使用す
る。この特性を利用し、Ｗｅｂサイト上で生産管理，印刷機，製本機等各機器の稼働状況
等を確認するといった、印刷工程全般に関わる管理面でのメリットが、期待されている。
【００１１】
　また、最終成果物としての印刷物に関わる入稿工程から配送工程といった、１つの機器
に留まらず、複数デバイスが連携する、一連の作業工程に関わる指示をＪＤＦ形式の指示
書には、記述可能である。この特定を利用し、複数の機器を用いた複数の工程からなる一
連のワークフローを、一つの指示書で管理していくことも可能となる。これにより、印刷
工程全般に関わる複数の機器同士の連携や、各種機器の自動化といった、観点での、メリ
ットも、期待が持たれている。
【００１２】
　以上のような背景のもとで、現在、ＰＯＤ市場向けの印刷システムとして、このような
ＪＤＦのメリットを最大限に活用出来るような、ＪＤＦ対応の印刷装置の製品実用化を目
指した検討がなされつつある。
【特許文献１】特開２００４－３１０７４６号公報
【特許文献２】特開２００４－３１０７４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　既述の如く、例えば事務機メーカが、現在も得意とするオフィス環境から、ＰＯＤ市場
という新規市場に本格参入するには、ＰＯＤ市場の状況を想定し、オフィス環境では想定
し得ないユースケースやユーザニーズに対処する事が望ましい。換言すると、ＰＯＤ市場
へ本格参入する際には、ＰＯＤ環境にも適したデジタルプリンティングシステムの製品実
用化に向けての検討を十分にする必要がある。しかし、ＰＯＤ環境にも適した印刷システ
ムの製品実用化を目指すことを想定してみると、以下に例示するような様々なユーザニー
ズが想定される。
【００１４】
　例えば、デジタル複合機がＪＤＦをサポートする場合、ジョブチケットによる印刷設定
指示を可能にする必要があると考える。ジョブチケットはプリンタドライバとは異なり、
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デバイス仕様や構成情報を知らなくても作成することが可能であると考える。これは、１
デバイスに依存しない共通フォーマットで、極力、様々な機器にてジョブを処理出来るよ
うにする事を目的としたＪＤＦ特有のメリットを活用した構成であると考える。
【００１５】
　しかし、この状況を想定して、実際に印刷装置やシステムを構成してみる事を検討して
みると、今までには無い新たに対処すべき、課題やユーザニーズが生じうると考える。例
えば、実行環境（デバイスの能力や装着アクセサリ等）によっては、ジョブチケットで指
示された動作を印刷装置（印刷システム）にて完全に実行できないケースが発生しうる事
が懸念される。また、利用者からの観点は、例えば、ジョブチケットを用いて印刷を指示
する場合に、指示通りの印刷物が作成できない場合には、そのジョブの処理自体をキャン
セルすることをユーザが望むケースにも対処可能にする事が望ましいと考える。例えば、
ＰＯＤ市場が如くの印刷環境は、印刷システムで作成する印刷物は、顧客に納品する商品
として、取り扱われる可能性が高い。このようなＰＯＤ環境が如くの印刷環境では印刷シ
ステムでは、顧客に納品できない印刷物は無駄な出力として取り扱われる事が想定される
。してみると、ＰＯＤ環境のような印刷環境では、印刷システムにて、指示どおりの印刷
物が作成できないならば、それは失敗コストとして、極力排除すべきといった、コスト面
も重要視されうると考える。このようにＰＯＤ環境のユーザ（オペレータ）がミス出力物
のコストを削減したい場合等は、上記のような要望が要求されうる可能性があるが故に、
このような要望に対処する事が望ましいと考える。
【００１６】
　また、その一方で、設定が部分的に反映されなくても印刷装置（印刷システム）にて印
刷物を出力されることをユーザが望むケースにも対処すべきと考える。というのも、例え
ば、ＰＯＤ環境が如くの印刷環境（印刷現場）では、印刷装置に直接接続されているフィ
ニッシャ以外のフィニッシャも、印刷装置とは独立して設置されている可能性が想定され
うる。このような印刷現場では、例えば、印刷装置が具備するフィニッシャでは処理でき
ないが、その他のフィニッシャでは処理できるような印刷ジョブは、印刷システムにて出
力可能にする事が要望されうると考える。
【００１７】
　このように、ＪＤＦ形式のデータは、汎用性や機器の自動化や機器の連携や機器の管理
等の観点で期待がもてる反面、１つの機器或いは特定タイプの装置の為にだけに用意され
ているデータではない。これに起因して、ＰＯＤ環境が如くの印刷環境から、単に、ＪＤ
Ｆ対応の印刷装置や印刷システムを提供した程度では対処が困難な、ユースケースやユー
ザニーズが今後、生じうると考える。しかしながら、現状、このような製品やシステムの
製品実用化の検討を行っている段階であるが故に、まだまだ、このようなユースケースや
ユーザニーズに対処可能にする事までの検討には、至っていないのが現状であり、検討の
余地がまだ残されていると考える。
【００１８】
　なお、上記のようにユーザが望まない出力結果の作成を極力おさえることが大変重要だ
が、この課題に対処するために、システムの生産性や機器の利用効率・利便性等が犠牲に
されてはならない。例えば、ＰＯＤシステムにおいては、デジタル複合機に複数のジョブ
が投入された結果、機器内に複数の印刷実行待ちジョブが蓄積されるケースが発生しうる
。このような構成では、印刷待ち時間を短縮することが機器の利用効率を向上させ、ひい
てはユーザにとっての利便性を向上させるために重要である。しかし、従来技術において
は、システムの生産性等を維持しながら、ユーザが望まない出力結果の作成を極力おさえ
ることができなかった。
【００１９】
　なお、これまでは、デジタル複合機がＰＯＤシステムの一翼として用いられる場合の課
題に関して説明を行ってきた。しかし、デジタル複合機は、ＰＯＤシステムの構成部分と
してのみ用いられるわけではない。デジタル複合機は、ユーザの利用環境によってはＰＯ
Ｄ以外の用途においても用いられ、また、ＰＯＤとしての用途およびＰＯＤ以外の用途が



(11) JP 2008-181239 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

混在する運用形態において用いられることも十分考えられる。これは、デジタル複合機は
、ＰＯＤシステム専用に製造されたものではなく、各種ＰＯＤ機能以外の機能を兼ね備え
た汎用的なデバイスであると言えるからである。
【００２０】
　具体的には、デジタル複合機は、ＰＯＤシステムに接続されてＰＯＤ環境の出力装置と
して利用される一方で、例えば、ネットワーク等を通じて複数のユーザからの通常プリン
トジョブを受信し印刷処理するプリンタとしても利用されうる。ここでは説明の便宜上、
ＰＯＤ環境における出力ジョブをＪＤＦジョブと呼び、ＰＯＤ以外のプリントジョブを通
常プリントジョブと呼ぶ。
【００２１】
　上述のように、ＪＤＦジョブに基づいて印刷処理を行う場合、実行環境（デバイスの能
力や装着アクセサリ等）によっては、ジョブチケットで指示された動作を印刷装置（印刷
システム）にて完全に実行できないケースが発生しうる。一方で、通常プリントジョブに
基づいて印刷処理を行う場合は、クライアントＰＣ上で動作するプリントドライバが印刷
データを生成する。ここで、プリントドライバは、印刷データ送信先となるプリンタの構
成や能力情報に関する仕様およびステータスを認識した上で、印刷データを生成すること
が一般的である。このため、通常プリントジョブに基づいて印刷処理を行う場合は、ＪＤ
Ｆジョブに基づく印刷処理おいて問題となったようなジョブチケットで指示された動作を
印刷装置（印刷システム）にて完全に実行できないようなケースが発生する頻度は小さい
と考えられる。
【００２２】
　さらに、通常プリントジョブが利用されるケースにおいては、ネットワーク経由で接続
された複数のクライアントＰＣによって印刷装置が共有された構成が一般的に採用されて
いる。従って、複数のクライアントＰＣから複数の印刷ジョブが機器に投入された結果、
機器内に複数の印刷実行待ちジョブが蓄積されるケースが頻繁に発生しうる。このような
共有プリンタとして運用されるケースにおいては、印刷待ち時間を短縮することが機器の
利用効率を向上させ、ひいてはユーザにとっての利便性を向上させるための重要な要因と
なっている。
【００２３】
　このように、通常プリントジョブに基づく印刷処理は、ＪＤＦジョブに基づく印刷処理
とその性質が異なるため、ジョブの種類に応じて適切な印刷制御を行うことが望まれる。
しかし、従来の構成においては、ユーザが望まない出力結果の作成を極力おさえつつ、ジ
ョブの種類に応じて適切な印刷制御を行うことができなかった。
【００２４】
　本発明は上記問題に鑑みなされたものであり、ＪＤＦジョブ等の特定のフォーマットで
印刷条件が記述された印刷ジョブの印刷処理を行う構成にて、ユーザが望まない出力結果
を抑えつつ、システムの生産性を向上可能な技術を提供することを目的とする。また、本
発明は、ＪＤＦジョブ等の特定のフォーマットで印刷条件が記述された印刷ジョブに基づ
いて動作する構成において、ユーザに手間を要することなく適切な印刷処理を行うことを
可能にする技術を提供することを目的とする。また、ＪＤＦジョブや非ＪＤＦジョブ等の
様々な種類のジョブに基づき印刷処理を行う構成にて、システム全体におけるジョブ処理
の生産性や、機器の利用効率、機器の利便性、オペレータの操作性の向上を可能とする技
術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　上記目的を達成するため、本発明による印刷システムは以下の構成を有する。即ち、
　展開処理が行われた印刷ジョブの印刷処理を印刷装置により実行可能に構成された印刷
システムであって、
　第１印刷ジョブの展開処理の完了前に実行される当該第１印刷ジョブの条件情報の解析
処理の実行結果に基いて、
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　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、当該第１印刷ジョ
ブの後に印刷実行要求がなされた第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可
能にする、
　制御手段を有する。
【００２６】
　また、本発明によるジョブ処理方法は以下の構成を有する。即ち、
　展開処理が行われた印刷ジョブの印刷処理を印刷装置により実行可能に構成された印刷
システムのジョブ処理方法であって、
　前記ジョブ処理方法は、
　第１印刷ジョブの展開処理の完了前に実行される当該第１印刷ジョブの条件情報の解析
処理の実行結果に基づいて、
　当該第１印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により開始させずに、当該第１印刷ジョ
ブの後に印刷実行要求がなされた第２印刷ジョブの印刷処理を前記印刷装置により実行可
能にする。
【００２７】
　また、本発明による別の印刷システムは以下の構成を備える。即ち、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置を有する印刷システムであって、
　印刷条件を示す条件情報と、印刷する画像を記述する記述情報と、を含む印刷ジョブを
第１記憶手段から読み出す読出手段と、
　読み出した前記印刷ジョブに含まれる条件情報を解析し、当該条件情報により示される
印刷条件を満たす印刷処理を前記印刷装置が実行可能か否かを判定する第１判定手段と、
　前記第１判定手段において実行可能ではないと判定された場合、前記読出手段により前
記第１記憶手段から他の印刷ジョブを読み出し、当該他の印刷ジョブに基づく処理を開始
するように制御する、制御手段と、
を備える。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、ＪＤＦジョブ等の特定のフォーマットで印刷条件が記述された印刷ジ
ョブの印刷処理を行う構成にて、ユーザが望まない出力結果を抑えつつ、システムの生産
性を向上可能な技術を提供することができる。また、本発明によれば、ＪＤＦジョブ等の
特定のフォーマットで印刷条件が記述された印刷ジョブに基づいて動作する構成において
、ユーザに手間を要することなく適切な印刷処理を行うことを可能にする技術を提供する
ことができる。また、ＪＤＦジョブや非ＪＤＦジョブ等の様々な種類のジョブに基づき印
刷処理を行う構成にて、システム全体におけるジョブ処理の生産性や、機器の利用効率、
機器の利便性、オペレータの操作性の向上を可能とする技術を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、添付図面を参照して本発明に係る実施の形態を詳細に説明する。ただし、この実
施の形態に記載されている構成要素はあくまでも例示であり、本発明の範囲をそれらのみ
に限定する趣旨のものではない。
【００３０】
　＜＜第１実施形態＞＞
　［本印刷システム１０００を含む印刷環境１００００全体のシステム構成の説明］
　本実施形態では、背景技術で想定したような課題に対処すべく、ＰＯＤ環境等の、オフ
ィス環境とは異なる印刷環境を想定している。故に、ここでは、本印刷システム１０００
を含むＰＯＤ環境の現場（図１の印刷環境１００００、ＰＯＤシステム、ＰＯＤ環境）全
体のシステム環境について説明する。このような印刷環境自体も本形態の特徴の１つであ
る。
【００３１】
　尚、本形態では、この本印刷システム１０００が適用可能な印刷環境１００００のこと
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を、ＰＯＤ環境にも適しているが故に、ＰＯＤシステム１００００と呼ぶ。
【００３２】
　図１のＰＯＤシステム１００００は、構成要素として、本形態の印刷システム１０００
、サーバコンピュータ１０３、クライアントコンピュータ１０４（これを、以下ＰＣと呼
ぶ）を具備する。又、紙折り機１０７、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０、くるみ製本
機１０８、スキャナ１０２等も具備する。このように複数の装置がＰＯＤシステム１００
００に用意されている。
【００３３】
　本印刷システム１０００は、構成要素として、印刷装置（印刷機）本体１００及びシー
ト処理装置２００を具備する。尚、印刷装置１００の１例として、本形態では、コピー機
能及びＰＣプリント機能等複数の機能を具備する複合機で説明するが、ＰＣ機能のみ或い
はコピー機能のみの単一機能型の印刷装置であってもよい。尚、該複合機のことを、以下
では、ＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）とも呼ぶ。
【００３４】
　ここでは、図１の紙折り機１０７、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０、くるみ製本機
１０８を、本印刷システム１０００が具備するシート処理装置２００と同様に、シート処
理装置と定義する。何故なら、本印刷システム１０００が具備する印刷装置１００で印刷
されたジョブのシート（記録用紙）に対するシート処理を実行可能なデバイスであるから
である。例えば、紙折り機１０７は、印刷装置１００で印刷されたジョブのシートの折処
理を実行可能に構成されている。断裁機１０９は、複数枚のシートで構成されるシート束
単位で、印刷装置１００で印刷されたシートの断裁処理を、実行可能に構成されている。
中綴じ製本機１１０は、印刷装置１００で印刷されたジョブのシートの中綴じ製本処理を
実行可能に構成されている。くるみ製本機１０８は、印刷装置１００で印刷されたジョブ
のシートのくるみ製本処理を実行可能に構成されている。但し、これらのシート処理装置
で各種シート処理を実行させるには、印刷装置１００で印刷されたジョブの印刷物を該印
刷装置１００の排紙部からオペレータが取出し、更に、処理対象となるシート処理装置に
、その印刷物をセットする作業が必要である。
【００３５】
　このように、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００以外のシー
ト処理装置を利用する場合には、印刷装置１００による印刷処理後にオペレータによる介
入作業を要する。
【００３６】
　換言すると、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００を利用して
印刷装置１００により印刷されたジョブにて要するシート処理を実行させる場合には、該
装置１００による印刷処理の実行後にオペレータによる介入作業は不要である。何故なら
、印刷装置１００からシート処理装置２００に対しては、印刷装置１００で印刷されたシ
ートを、直接、供給出来るように構成されているからである。具体的には、印刷装置１０
０内部のシート搬送路が、シート処理装置２００内部のシート搬送路に、連結可能に構成
している。このように、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００と
印刷装置１００は、互いに、物理的接続関係にあるからである。また、本印刷装置１００
とシート処理装置２００は、互いに、ＣＰＵを具備し、データ通信可能に構成されている
。このように印刷装置１００とシート処理装置２００は、互いに、電気的接続関係にある
からである。
【００３７】
　尚、本形態では、本印刷システムが具備する制御部が、これら印刷装置１００とシート
処理装置２００を統括的に制御している。この１例として、本例では、図２の印刷装置１
００内部のコントローラ部（制御部）２０５が統括制御を行う。尚、本形態では、これら
シート処理装置の事を、後処理装置やポストプレスとも呼ぶ。
【００３８】
　図１のＰＯＤシステム１００００における、これら複数の装置のうちの、中綴じ製本機



(14) JP 2008-181239 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

１１０以外の装置は、全て、ネットワーク１０１に接続されており、互いに他装置とデー
タ通信可能に構成されている。
【００３９】
　例えば、ＰＣ１０３、１０４等の外部装置の一例に該当する情報処理装置からネットワ
ーク１０１を介して送信された印刷実行要求がなされた処理対象となるジョブの印刷デー
タを、印刷装置１００により印刷させる。
【００４０】
　また、例えば、ネットワーク通信により他の装置とのデータの送受を実行することで、
サーバＰＣ１０３は、本ＰＯＤ環境１００００にて処理すべき全てのジョブの全体を管理
する。換言すると、複数の処理工程からなる一連のワークフローの工程全体を統括管理す
るコンピュータとして機能する。該ＰＣ１０３は、オペレータから受け付けたジョブの指
示に基づいて、本環境１００００にて仕上げ可能な後処理条件を決定する。また、エンド
ユーザ（この例では印刷の作成依頼をした顧客）の要求通りの後処理（仕上げ処理）工程
の指示を行う。この際に、サーバ１０３が、ＪＤＦなどの情報交換ツールを用いて、ポス
トプレス内部でのコマンドやステータスでそれぞれの後処理機器と情報交換している。
【００４１】
　以上のような構成要素を具備するＰＯＤ環境１００００における本形態の着目点の１つ
として、上記各シート処理装置を、本形態では、３種類に分類して、以下のように、定義
している。
【００４２】
　［定義１］　以下に列挙の（条件１）と（条件２）の両方を満たす装置に該当するシー
ト処理装置を、「インラインフィニッシャ」と定義する。尚、この定義に該当する装置を
、本形態では、インラインタイプのシート処理装置とも呼ぶ。
（条件１）　印刷装置１００から搬送されるシートをオペレータの介入無しに直接的に受
容出来るように、紙パス（シート搬送路）が、印刷装置１００と物理的に接続されている
。
（条件２）　操作指示や状況確認等に要するデータ通信を他装置と出来るように、他装置
と電気的に接続されている。具体的には、印刷装置１００とデータ通信可能に電気的接続
されている事、或いは、ネットワーク１０１を介して印刷装置１００以外の装置（例えば
、ＰＣ１０３、１０４等）とデータ通信可能に電気的接続されている事。これら少なくと
も何れかの条件を満たすものを、（条件２）に合致するものとする。
【００４３】
　即ち、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００は、「インライン
フィニッシャ」に該当する。何故なら、上記の如く、シート処理装置２００は、印刷装置
１００と物理的接続関係にあり、また、印刷装置１００と電気的接続関係にあるシート処
理装置であるからである。
【００４４】
　［定義２］　前項に掲げる（条件１）と（条件２）のうちの（条件１）は満たさないが
、（条件２）を満たす装置に該当するシート処理装置を、「ニアラインフィニッシャ」と
定義する。尚、この定義に該当する装置を、本形態では、ニアラインタイプのシート処理
装置とも呼ぶ。
【００４５】
　例えば、紙パスも印刷装置１００と接続されておらず、作業者（オペレータ）が印刷物
の運搬等の介入作業を要する。しかし、操作指示や状況確認はネットワーク１０１等の通
信手段を介して電気的に情報送受可能である。このような条件に合致するシート処理装置
を、「ニアラインフィニッシャ」と定義する。
【００４６】
　即ち、図１の紙折り機１０７、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０、くるみ製本機１０
８は、「ニアラインフィニッシャ」に該当する。何故なら、これらのシート処理装置は、
印刷装置１００と物理的接続関係には無い。しかし、少なくとも、ネットワーク１０１を
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介して、ＰＣ１０３やＰＣ１０４等の他装置とデータ通信可能な電気的接続関係にあるシ
ート処理装置であるからである。
【００４７】
　［定義３］　前項に掲げる（条件１）と（条件２）の何れの条件も満たさない装置に該
当するシート処理装置を、「オフラインフィニッシャ」と定義する。尚、この定義に該当
する装置を、本形態では、オフラインタイプのシート処理装置とも呼ぶ。
【００４８】
　例えば、紙パスも印刷装置１００と接続されておらず、作業者（オペレータ）が印刷物
の運搬等の介入作業を要する。しかも、操作指示や状況確認に要する通信ユニットも具備
しておらず、他装置とのデータ通信も不可能である。故に、作業者が出力物の運搬、出力
物の設定、手作業での操作入力、機器自体が発する状況報告を手作業で行う。このような
条件に合致するシート処理装置を「オフラインフィニッシャ」と定義する。
【００４９】
　即ち、図１の中綴じ製本機１１０は「オフラインフィニッシャ」に該当する。何故なら
、このシート処理装置は、印刷装置１００と物理的接続関係には無い。しかも、ネットワ
ーク１０１にも接続不可で、他装置とデータ通信不可な、電気的接続関係ではない、シー
ト処理装置であるからである。
【００５０】
　以上の如く、３つの種類に分類する各種シート処理装置を具備する本ＰＯＤ環境１００
００にて、様々なシート処理を実行可能に構成している。
【００５１】
　例えば、断裁処理、中綴じ製本処理、くるみ製本処理、シートの折処理、穴あけ処理、
封入処理、帳合処理、等の様々なシート加工処理を、印刷装置１００により印刷処理され
たジョブの印刷媒体に対して実行可能に構成している。このように、エンドユーザ（顧客
）が望む所望の製本印刷体裁でもってシート加工を実行可能に構成されている。
【００５２】
　サーバＰＣ１０３が管理するニアラインフィニッシャやオフラインフィニッシャには、
他にも、ステープラ専用装置、穴あけ専用装置、封入機あるいは、帳合機（コレータ）を
初めとして様々なものがある。サーバ１０３は、これらのニアラインフィニッシャと予め
決められたプロトコルで、逐次ポーリングなどでデバイスの状況やジョブの状況を、ネッ
トワーク１０１経由で把握する。また、本環境１００００にて処理すべき多数のジョブの
各ジョブの実行状況（進捗状況）を管理する。
【００５３】
　尚、本形態は、上述の複数の記録紙処理をそれぞれ別々のシート処理装置により実行可
能にする構成でも、複数種類の記録紙処理を１台のシート処理装置が実行可能にする構成
でも良い。又、複数のシート処理装置のうちのいずれかのシート処理装置を本システムに
具備する構成でも良い。
【００５４】
　ここで、本形態の更なる着目点について説明しておく。
【００５５】
　図１の印刷システム１０００は、印刷装置１００と、該印刷装置１００に着脱可能なシ
ート処理装置２００を具備している。このシート処理装置２００は、印刷装置１００で印
刷がなされたジョブのシートを、直接的に、シート搬送路を介して、受容可能な装置であ
る。また、ユーザインタフェース部を介して印刷実行要求と共にユーザが要求したシート
処理を、印刷装置１００のプリンタ部２０３により印刷されたジョブのシートに対して実
行するシート処理装置である。この点は、上記インラインタイプのシート処理装置である
点からも明白である。
【００５６】
　ここで特筆すべきは、本形態のシート処理装置２００は、一連のシート処理装置群２０
０として、定義することも可能である点である。というのも、本形態では、シート処理装
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置２００として、互いに独立筐体で、独立使用可能な、複数台のシート処理装置を、印刷
装置１００に連結して利用可能に構成されているからである。この１例として、図１に示
す、印刷システム１０００は印刷装置１００と３台のシート処理装置とを具備している構
成である事を意味している。換言すると、図１の印刷システム１０００は、３台のシート
処理装置が印刷装置１００に直列的に接続されている。本例では、このように複数台のシ
ート処理装置を印刷装置１００に接続された構成をカスケード接続と呼ぶ。これら印刷装
置１００にカスケード接続される、一連のシート処理装置群２００に包含される、複数台
のシート処理装置は、全て、インラインフィニッシャとして、本形態で取り扱っている。
また、本システム１０００の制御部の１例に該当する図２のコントローラ２０５が、印刷
装置本体１００及びこれら複数台のインラインタイプのシート処理装置を統括的に制御し
、以下の実施形態で述べる各種制御を実行する。尚、この構成については、図３等を用い
て後述する。
【００５７】
　［本システム１０００の内部構成（主にソフト構成）］
　次に、本印刷システム１０００の内部構成（主に、ソフト構成）について、図２のシフ
テムブロック図を参照して説明する。尚、本例では、本印刷システム１０００が備える図
２に示す各ユニットのうちのシート処理装置２００（厳密にいえば、複数台のインライン
タイプのシート処理装置で構成可能な一連のシート処理装置群）以外のユニットは、全て
印刷装置１００内部に存在する。換言すると、シート処理装置２００は、本印刷装置１０
０に対して、着脱可能なシート処理装置であり、印刷装置１００のオプションとして提供
可能に構成されている。これにより、ＰＯＤ環境にて、必要なインラインフィニッシャを
、必要な台数分、提供可能にする等の効果を図っている。故に、以下のような構成となっ
ている。
【００５８】
　印刷装置１００は、自装置内部に複数の処理対象となるジョブのデータを記憶可能なハ
ードディスク２０９（ＨＤ、ＨＤＤ）等の不揮発性メモリを具備する。また、印刷装置１
００自身が具備するスキャナ部２０１から受付けたジョブデータを該ＨＤを介してプリン
タ部２０３で印刷するコピー機能を具備する。また、ＰＣ１０３、１０４等の外部装置か
ら通信部の１例に該当する外部Ｉ／Ｆ部２０２ユニットを介して受付けたジョブデータを
該ＨＤを介してプリンタ部２０３で印刷する印刷機能等を具備する。このような複数の機
能を具備したＭＰＦタイプの印刷装置（画像形成装置とも呼ぶ）である。
【００５９】
　尚、換言すると、本形態の印刷装置は、カラープリント可能な印刷装置でも、モノクロ
プリント可能な印刷装置でも、本形態で述べる各種制御を実行可能であるならば如何なる
構成でも良い。
【００６０】
　本形態の印刷装置１００は、原稿画像を読み取り、読み取られた画像データを画像処理
するスキャナ部２０１を具備する。又、ファクシミリ、ネットワーク接続機器、外部専用
装置と画像データなどを送受する外部Ｉ／Ｆ部２０２を具備する。又、スキャナ部２０１
及び外部Ｉ／Ｆ部２０２の何れかから受付けた複数の印刷対象となるジョブの画像データ
を記憶可能なハードディスク２０９を具備する。又、ハードィスク２０９に記憶された印
刷対象のジョブのデータの印刷処理を印刷媒体に対して実行するプリンタ部２０３を具備
する。又、本印刷装置１００は、本印刷システム１０００が具備するユーザインタフェー
ス部の一例に該当する、表示部を有する操作部２０４も、具備する。本印刷システム１０
００にて提供しているユーザインタフェース部の別の例としては、例えば、ＰＣ１０３や
１０４の外部装置の表示部及びキーボードやマウス等がこれに該当する。
【００６１】
　本印刷システム１０００が具備する制御部の一例に該当するコントローラ部（制御部、
或いは、ＣＰＵとも呼ぶ）２０５は、本印刷システム１０００が具備する各種ユニットの
処理や動作等を統括的に制御する。ＲＯＭ２０７には、後述するフローチャートの各種処
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理等を実行する為のプログラムを含む本形態にて要する各種の制御プログラムが記憶され
ている。又、ＲＯＭ２０７には、図示しているユーザインタフェース画面（以下、ＵＩ画
面と呼ぶ）を含む、操作部２０４の表示部に各種のＵＩ画面を表示させる為の表示制御プ
ログラムも記憶されている。制御部２０５は、ＲＯＭ２０７のプログラムを読出実行する
ことで、本形態にて説明する各種の動作を本印刷装置により実行させる。外部Ｉ／Ｆ２０
２を介して外部装置（１０３や１０４等）から受信したＰＤＬ（ページ記述言語）コード
データを解釈し、ラスターイメージデータ（ビットマップ画像データ）に展開する動作を
実行する為のプログラム等もＲＯＭ２０７に記憶されている。これらは、ソフトウェアに
よって処理される。
【００６２】
　ＲＯＭ２０７は読み出し専用のメモリで、ブートシーケンスやフォント情報等のプログ
ラムや上記のプログラム等各種プログラムが予め記憶されている。ＲＡＭ２０８は読み出
し及び書き込み可能なメモリで、スキャナ部２０１や外部Ｉ／Ｆ２０２よりメモリコント
ローラ２０６を介して送られてきた画像データや、各種プログラムや設定情報を記憶する
。
【００６３】
　ＨＤＤ（ハードディスク）２０９は、圧縮伸張部２１０によって圧縮された画像データ
を記憶する大容量の記憶装置である。当該ＨＤＤ２０９に、処理対象となるジョブのプリ
ントデータ等複数のデータを保持可能に構成されている。制御部２０５は、スキャナ部２
０１や外部Ｉ／Ｆ部２０２等の各種入力ユニットを介して入力された処理対象となるジョ
ブのデータを、該ＨＤＤ２０９を介して、プリンタ部２０３でプリント可能に制御する。
又、外部Ｉ／Ｆ２０２を介して外部装置へ送信できるようにも制御する。このようにＨＤ
Ｄ２０９に格納した処理対象のジョブのデータの各種の出力処理を実行可能に制御部２０
５により制御する。圧縮伸張部２１０は、ＪＢＩＧやＪＰＥＧ等といった各種圧縮方式に
よってＲＡＭ２０８、ＨＤＤ２０９に記憶されている画像データ等を圧縮・伸張動作を行
う。
【００６４】
　以上のような構成のもと、本印刷システムが具備する制御部の１例としての制御部２０
５が、図１の説明の如く、インラインタイプのシート処理装置２００の動作も制御する。
この説明も含む、本印刷システム１０００のメカ構成について、図３等でもって説明する
。
【００６５】
　［本システム１０００の装置構成（主にメカ構成）］
　次に、本印刷システム１０００の構成（主に、メカ構成）について、図３の装置構成説
明図を参照して説明する。
【００６６】
　尚、上述したように、本印刷システム１０００は、複数台のインラインタイプのシート
処理装置を、印刷装置１００にカスケード接続可能に構成している。又、印刷装置１００
に接続可能なインラインタイプのシート処理装置は、特定の制限下のもと、本形態の効果
を向上させるべく、利用環境に合わせ、任意の台数設置可能に構成されている。
【００６７】
　故に、説明をより明瞭化すべく、図２や図３では、シート処理装置２００は、一連のシ
ート処理装置群として、Ｎ台接続可能であるものとしている。また、１台目のシート処理
装置から順に、シート処理装置２００ａ、２００ｂ、、、、、と示し、Ｎ台目のシート処
理装置として、シート処理装置２００ｎと示している。尚、図１～図３では、説明上、シ
ート処理装置２００の形状が、図のような形状となっているが、しかし、本来の概観は、
後述するような構成となっている。
【００６８】
　まず、これらインラインタイプのシート処理装置２００によるシート処理を実行する前
の工程に該当する印刷装置１００における印刷処理を実行する際の、メカ構成を説明する
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。主に、図２のコントローラ部（以下制御部又はＣＰＵと呼ぶ）２０５が印刷装置１００
に実行させる、プリンタ部２０３の内部からシート処理装置２００の内部へ印刷処理がな
されたジョブのシートを供給する時点迄のペーパハンドリング動作等を説明する。
【００６９】
　図３に示す符号３０１～３２２のうち、３０１は、図２のスキャナ部２０１のメカ構成
に該当する。３０２～３２２が、図３のプリンタ部２０３のメカ構成に該当する。尚、本
形態では、１ＤタイプのカラーＭＦＰの構成について説明する。尚、４Ｄタイプのカラー
ＭＦＰ、白黒ＭＦＰも、本形態の印刷装置の一例であるが、ここでは説明を割愛する。
【００７０】
　図３の自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）３０１は、原稿トレイの積載面にセットされた原稿
束を１頁目の原稿から、ページ順に、順番に分離して、スキャナ３０２によって原稿走査
するために原稿台ガラス上へ搬送する。スキャナ３０２は、原稿台ガラス上に搬送された
原稿の画像を読み取り、ＣＣＤによって画像データに変換する。回転多面鏡（ポリゴンミ
ラー等）３０３は、前記画像データに応じて変調された、例えばレーザ光などの光線を入
射させ、反射ミラーを介して反射走査光として感光ドラム３０４に照射する。感光ドラム
３０４上に前記レーザ光によって形成された潜像はトナーによって現像され、転写ドラム
３０５上に貼り付けられたシート材に対してトナー像を転写する。この一連の画像形成プ
ロセスをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）のトナーに対
して順次実行することによりフルカラー画像が形成される。４回の画像形成プロセスの後
に、フルカラー画像形成された転写ドラム３０５上のシート材は、分離爪３０６によって
分離され、定着前搬送器３０７によって定着器（定着部）３０８へ搬送される。
【００７１】
　定着器３０８は、ローラやベルトの組み合わせによって構成され、ハロゲンヒータなど
の熱源を内蔵し、トナー像が転写されたシート材上のトナーを、熱と圧力によって溶解、
定着させる。排紙フラッパ３０９は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され、シート材の搬
送方向を規定する。排紙フラッパ３０９が図中時計回りの方向に揺動しているときには、
シート材は真直ぐに搬送され、排紙ローラ３１０によって機外へ排出される。一方、シー
ト材の両面に画像を形成する際には、排紙フラッパ３０９が図中反時計回りの方向に揺動
し、シート材は下方向に進路を変更され両面搬送部へと送り込まれる。両面搬送部は、反
転フラッパ３１１、反転ローラ３１２、反転ガイド３１３および両面トレイ３１４を具備
する。
【００７２】
　反転フラッパ３１１は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され、シート材の搬送方向を規
定する。制御部２０５は、両面印刷ジョブを処理する場合、プリンタ部２０３でシートの
第１面にプリント済みのシートを、反転フラッパ３１１を図中反時計回りの方向に揺動さ
せ、反転ローラ３１２を介して、反転ガイド３１３へと送り込むよう制御する。そして、
シート材後端が反転ローラ３１２に狭持された状態で反転ローラ３１２を一旦停止させ、
引き続き反転フラッパ３１１が図中時計回りの方向に揺動させる。また、反転ローラ３１
２を逆方向に回転させる。これにより、該シートスイッチバックして搬送させ、シートの
後端と先端が入れ替わった状態で、該シートを両面トレイ３１４へと導くよう制御する。
【００７３】
　両面トレイ３１４ではシート材を一旦積載し、その後、再給紙ローラ３１５によってシ
ート材は再びレジストローラ３１６へと送り込まれる。このときシート材は、１面目の転
写工程とは反対の面が感光ドラムと対向する側になって送られてきている。そして、先述
したプロセスと同様にして該シートの第２面に対して２面目の画像を形成させる。そして
、シート材の両面に画像が形成され、定着工程を経て排紙ローラ３１０を介して印刷装置
本体内部から機外へと該シートを排出させる。制御部２０５は、以上のような一連の両面
印刷シーケンスを実行することで、両面印刷対象のジョブのデータのシートの第１面と第
２面の各面に対する両面印刷を本印刷装置により実行可能にする。
【００７４】



(19) JP 2008-181239 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

　給紙搬送部は、印刷処理に要するシートを収納する給紙ユニットとしての給紙カセット
３１７、３１８（例えば、夫々５００枚のシートを収容可能）、ペーパーデッキ３１９（
例えば、５０００枚のシートを収納可能）、手差しトレイ３２０等がある。又、これら給
紙ユニットに収納されたシートを給送するユニットとして、給紙ローラ３２１、レジスト
ローラ３１６等がある。給紙カセット３１７、３１８、ペーパーデッキ３１９には、各種
のシートサイズで且つ各種のマテリアルのシートを、これらの各給紙ユニット毎に、区別
して、セット可能に構成されている。
【００７５】
　手差しトレイ３２０も、ＯＨＰシート等の特殊なシートを含む各種の印刷媒体をセット
可能に構成されている。給紙カセット３１７、３１８、ペーパーデッキ３１９、手差しト
レイ３２０には、それぞれに給紙ローラ３２１が設けられ１枚単位でシートを連続的に給
送可能に構成される。例えば、ピックアップローラによって積載されたシート材が順次繰
り出され、給紙ローラ３２１に対向して設けられる分離ローラによって重送が防止されて
シート材は１枚ずつ搬送ガイドへと送り出される。ここで、分離ローラには搬送方向とは
逆方向に回転させる駆動力が図示しないトルクリミッタを介して入力されている。給紙ロ
ーラとの間に形成されるニップ部にシート材が１枚だけ進入しているときには、シート材
に従動して搬送方向に回転する。
【００７６】
　一方、重送が発生している場合には搬送方向とは逆方向に回転することにより重送した
シート材が戻され、最上部の１枚だけが送り出されるようになっている。送り出されたシ
ート材は搬送ガイドの間を案内され、複数の搬送ローラによってレジストローラ３１６ま
で搬送される。このときレジストローラ３１６は停止しており、シート材の先端がレジス
トローラ３１６対で形成されるニップ部に突き当たり、シート材がループを形成し斜行が
補正される。その後、画像形成部において感光ドラム３０４上に形成されるトナー像のタ
イミングに合わせて、レジストローラ３１６は回転を開始してシート材を搬送する。レジ
ストローラ３１６により送られたシート材は、吸着ローラ３２２によって転写ドラム３０
５表面に静電気的に吸着される。定着器３０８から排出されたシート材は、排出ローラ３
１０を介して、シート処理装置２００内部のシート搬送路へ導入される。
【００７７】
　制御部２０５は、以上のような印刷プロセスを経て、印刷対象となるジョブを処理する
。
【００７８】
　制御部２０５は、ＵＩ部を介してユーザから受付た印刷実行要求に基き、データ発生源
からＨＤ２０９に記憶させた該ジョブの印刷データの印刷処理を、上記方法でもって、プ
リンタ部２０３により、実行させる。
【００７９】
　尚、例えば、印刷実行要求を操作部２０４から受付けたジョブのデータ発生源は、スキ
ャナ部２０１を意味する。又、印刷実行要求をホストコンピュータから受付けたジョブの
データ発生源は、当然ホストコンピュータである。
【００８０】
　又、制御部２０５は、処理対象のジョブの印刷データを、先頭ページから順番にＨＤ２
０９に記憶させ、先頭ページから順番にＨＤ２０９から該ジョブの印刷データを読み出し
て、シート上に該印刷データの画像を形成させる。このような先頭ページ処理を遂行する
。更に、制御部２０５は、先頭ページから順番に印刷されるシートを、画像面が下向きで
、シート処理装置２００内部のシート搬送路へ供給させる。その為に、排紙ローラ３１０
によりシート処理装置２００内部へシートを導入する直前で、定着部３０８からのシート
の表裏を反転させる為のスイッチバック動作をユニット３０９、３１２等を用いて実行さ
せる。このような、先頭ページ処理に対処する為のペーパハンドリング制御も制御部２０
５は実行する。
【００８１】
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　次に、本印刷システム１０００が印刷装置１００と共に具備するインラインタイプのシ
ート処理装置２００の構成について説明する。
【００８２】
　本形態のシステム１０００は、図３に示すが如く、印刷装置１００にカスケード接続可
能なインラインタイプのシート処理装置を合計ｎ台としている。この台数は、例えば、可
能な限り何台でも設置可能に構成しても良い。しかし、少なくとも、プリンタ部２０３に
より印刷がなされたシートをオペレータによる介入作業無しに機内のシート処理部へ供給
可能な構成のシート処理装置の利用を要する。換言すると、例えば、印刷装置１００が具
備する排紙ローラ３１０を経てプリンタ部２０３内部から排出される印刷媒体を機内で搬
送可能なシート搬送路（紙パス）を具備するシート処理装置の利用を要する。このような
制約事項は遵守するように構成されている。
【００８３】
　とはいうものの、本形態の効果を向上させる為の１つの仕組みとして、このような制約
事項を遵守した範囲内では、柔軟に本印刷システム１０００を構築可能に構成している。
【００８４】
　例えば、インラインタイプのシート処理装置を３台接続したり、５台接続したり、接続
数も任意とする。勿論、オフラインタイプのシート処理装置の利用効率を向上させるが故
に、インラインタイプのシート処理装置は不要と管理者が判断するようなＰＯＤ環境も想
定している。例えば、インラインタイプのシート処理装置を全く利用しない（即ち、０台
）場合でも、本形態の印刷装置１００は当然利用可能にする。
【００８５】
　又、例えば、複数台のインラインタイプのシート処理装置を印刷装置１００にカスケー
ド接続する場合に、それら複数台のシート処理装置の接続順番も、管理者等の特定ユーザ
により、制約の範囲内で、任意に、変更、決定可能に構成している。
【００８６】
　但し、上記のような仕組みは、ユーザ利便性を向上させるための仕組みであるが故に、
必ずしも必須の構成要件としなくても良い。換言すると、例えば、本発明はこのような構
成に限定解釈されない。１例として、例えば、本印刷システム１０００にて利用可能なイ
ンラインタイプのシート処理装置の台数や、それらの装置の接続順序が、一律的に規定さ
れているようなシステム構成でも良い。少なくとも、後述する各種ジョブ制御の少なくと
も何れかを実行可能に構成されるならば、如何なるシステム構成でも装置構成でもあって
も、本発明に包含される。
【００８７】
　尚、本印刷システム１０００が、印刷装置１００に対して、如何様なシート処理を実行
可能な如何様なインラインタイプのシート処理装置を、如何様に、何台、接続できるのか
等は、後述する。
【００８８】
　［本システム１０００のＵＩ部の１例に該当する操作部２０４の構成］
　図４等を用いて、本システム１０００の印刷装置１００が具備する本システム１０００
におけるユーザインタフェース部（以下、ＵＩ部と呼ぶ）の一例に該当する操作部２０４
について説明する。
【００８９】
　操作部２０４は、ハードキーによるユーザ操作を受付け可能なキー入力部４０２、ソフ
トキー（表示キー）によるユーザ操作を受付可能な表示ユニットの一例としてのタッチパ
ネル部（表示部）４０１を、有する。
【００９０】
　図５に示すように、キー入力部４０２は、操作部電源スイッチ５０１を具備する。該ス
イッチ５０１のユーザ操作に応答し、制御部２０５は、スタンバイモードとスリープモー
ドを選択的に切換るよう制御する。ただし、スタンバイモードは、通常動作状態であり、
スリープモードは、ネットワーク印刷やファクシミリなどに備えて割り込み待ち状態でプ
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ログラムを停止して、消費電力を抑えている状態である。制御部２０５は、該スイッチ５
０１のユーザ操作を、システム全体の電源供給を行う主電源スイッチ（不図示）がＯＮ状
態にて、受付可能に制御する。
【００９１】
　スタートキー５０３は、処理対象となるジョブのコピー動作や送信動作等、ユーザによ
り指示された種類のジョブ処理を印刷装置に開始させる指示をユーザから受付可能にする
為のキーである。ストップキー５０２は、受付けたジョブの処理を印刷装置に中断させる
指示をユーザから受付可能にする為のキーである。テンキー５０６は、各種設定の置数の
設定をユーザにより実行可能にする為のキーである。クリアキー５０７は、キー５０６を
介してユーザにより設定された置数等の各種パラメータを解除するためのキーである。リ
セットキー５０４は、ユーザにより処理対象のジョブに対して設定された各種設定を全て
無効にし、また、設定値をデフォルト状態に戻す指示をユーザから受付る為のキーである
。ユーザモードキー５０５は、ユーザごとのシステム設定画面に移行するためのキーであ
る。
【００９２】
　次に、図６は、本印刷システムが提供するユーザインタフェースユニットの一例に相当
するタッチパネル部（以下、表示部とも呼ぶ）４０１を説明する図である。該タッチパネ
ル部４０１はＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：液晶表示部）と
その上に貼られた透明電極からなるタッチパネルディスプレイを有す。当該ユニット４０
１は、操作者からの各種設定を受付ける機能と操作者に情報を提示する機能を兼ね備える
。例えば、ＬＣＤ上の有効表示状態の表示キーに該当する個所がユーザにより押下された
のを検知すると、制御部２０５は、ＲＯＭ２０７に予め記憶された表示制御プログラムに
従い、該表示部４０１に該キー操作に応じた操作画面を表示可能に制御する。尚、図６は
、本印刷装置の状態がスタンバイモード時（印刷装置により処理すべきジョブが無い状態
）に表示部４０１に表示させる初期画面の一例である。
【００９３】
　図６に示す表示部４０１上のコピータブ６０１がユーザにより押下された場合、制御部
２０５は、本印刷装置が具備するコピー機能の操作画面を表示部４０１に表示させる。送
信タブ６０２がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、本印刷装置が具備するフ
ァックスやＥ－ｍａｉｌ送信などデータ送信（Ｓｅｎｄ）機能の操作画面を表示部４０１
に表示させる。ボックスタブ６０３がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、本
印刷装置が具備するボックス機能の操作画面を表示部４０１に表示させる。
【００９４】
　尚、ボックス機能とは、ＨＤＤ２０９に仮想的に予め設けているユーザ毎に区別して利
用可能な複数個のデータ記憶ボックス（以下、ボックスと呼ぶ）を用いた機能である。当
該機能にて、制御部２０５は、例えば、複数のボックスのうちのユーザが所望のボックス
を該ユーザによりユーザインタフェースユニットを介して選択可能にし、所望の操作をユ
ーザから受付可能に制御する。例えば、制御部２０５は、操作部２０４を介して入力され
たユーザからの指示に応答し、該ユーザにより選択されたボックスに対して、本印刷装置
のスキャナ２０１から受付けたジョブの文書データを記憶可能にＨＤＤ２０９を制御する
。また、外部Ｉ／Ｆ部２０２を介し受付た外部装置（例えばホストコンピュータ１０３や
１０４等）からのジョブの文章データ等も、該外部装置のＵＩ部を介して指定された該外
部装置のユーザ指示に従い、該ユーザが指定したボックスに、記憶可能にする。また、制
御部２０５は、ボックスに記憶されたジョブのデータを、操作部２０４からのユーザ指示
に従い、該ユーザが所望の出力形態で、例えば、プリンタ部２０３により印刷させたり、
該ユーザの所望の外部装置に送信可能に外部Ｉ／Ｆ部２０２を制御する。
【００９５】
　このよう各種のボックス操作をユーザにより実行可能にすべく、制御部２０５は、該ボ
ックスタブ６０３のユーザ押下に応答し、表示部４０１にボックス機能の操作画面を表示
可能に制御する。また、制御部２０５は、図６の表示部４０１の拡張タブ６０４がユーザ
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により押下された場合、スキャナ設定など拡張機能を設定するため画面を表示部４０１に
表示させる。システムモニタキー６１７がユーザ押下された場合、ＭＦＰの状態や状況を
ユーザに通知する為の表示画面を表示部４０１に表示させる。
【００９６】
　色選択設定キー６０５は、カラーコピー、白黒コピー、あるいは自動選択かを予めユー
ザにより選択可能にするための表示キーである。倍率設定キー６０８は、等倍、拡大、縮
小などの倍率設定をユーザにより実行可能にする設定画面を表示部４０１に表示させる為
のキーである。
【００９７】
　両面キー６１４がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、印刷対象となるジョ
ブのプリント処理にて片面印刷か両面印刷のどちらを実行させるかを該ユーザにより設定
可能にする画面を表示部４０１に表示させる。また、用紙選択キー６１５のユーザ押下に
応答し、制御部２０５は、印刷対象のジョブの印刷処理に要する給紙部やシートサイズや
シートタイプ（メディアタイプ）を該ユーザにより設定可能にする画面を表示部４０１に
表示させる。キー６１２のユーザ押下に応答し、制御部２０５は、文字モードや写真モー
ドなど原稿画像に適した画像処理モードを該ユーザにより選択可能にする為の画面を表示
部４０１に表示させる。又、濃度設定キー６１１をユーザ操作することで、印刷対象とな
るジョブの出力画像の濃淡を調整可能にする。
【００９８】
　また、図６を参照し、制御部２０５は、表示部４０１のステータス表示欄６０６に、ス
タンバイ状態、ウォームアップ中、プリント中、ジャム、エラー等、本印刷装置にて現在
発生中のイベントの動作状態をユーザに確認させる為の表示を実行させる。また、制御部
２０５は、処理対象となるジョブの印刷倍率をユーザに確認させる為の情報を、表示欄６
０７に表示させる。また、処理対象となるジョブのシートサイズや給紙モードをユーザに
確認させる為の情報を、表示欄６１６に表示させる。また、処理対象となるジョブの印刷
部数をユーザに確認させる為の情報や、プリント動作中にて何枚目を印刷中かをユーザに
確認させる為の情報を、表示欄６１０に表示させる。このように、制御部２０５は、ユー
ザに通知すべき各種情報を表示部４０１に表示させる。
【００９９】
　更に、制御部２０５は、割り込みキー６１３がユーザにより押下された場合、本印刷装
置により印刷中のジョブの印刷を停止させ、該ユーザのジョブの印刷を実行可能にする。
応用モードキー６１８が押下された場合、ページ連写、表紙・合紙設定、縮小レイアウト
、画像移動など様々な画像処理やレイアウトなどの設定を行う画面を表示部４０１に表示
させる。
【０１００】
　ここで、本形態の更なる着目点の１例について述べておく。
【０１０１】
　制御部２０５は、処理対象となるジョブの為の設定として、本印刷システム１０００が
具備するインラインタイプのシート処理装置２００が具備するシート処理部によるシート
処理の実行要求をユーザから受付可能にする為の表示をＵＩ部により実行させる。この表
示を該ＵＩ部に実行させる為の指示自体をユーザから受付可能にする表示も該ＵＩ部によ
り実行させる。
【０１０２】
　この１例として、例えば、制御部２０５は、表示部４０１に図６のシート処理設定キー
６０９を表示させる。このシート処理設定キー６０９がユーザ押下されたとする。この場
合、制御部２０５は、本システム１０００が具備するインラインタイプのシート処理装置
を用いて実行可能なシート処理の選択候補の中からユーザが所望のシート処理をユーザ自
身により特定可能にする表示を、表示部４０１に、実行させる。尚、この図７の表示に例
示する「シート処理設定キー６０９」のことを、図１９以降で例示では、「フィニッシン
グキー」とも呼ぶ。即ち、同じ機能ボタンを意味する。故に、後述する説明では、「シー
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ト処理」のことを「フィニッシィング」とも呼ぶ。又、「パンチ処理」に関しても、ＰＯ
Ｄ環境では、様々なパンチ処理（印刷済みのシートに対する穿孔処理）を行うニーズが想
定される。
【０１０３】
　そこで、図１９以降の例示では、複数種類のパンチ処理に該当する、「２穴パンチ（シ
ートの綴じ辺に該当するシート端部に２箇所穴をあける処理）「多穴パンチ（シートの端
部に３０穴等の多数の穴をあける処理）」を例示している。これらの処理は、上記構成に
対応すべく、図８Ａ～図１０Ｂに示す中綴じ製本機が具備するパンチユニットにより実行
可能にするものとする。換言すると、これ以外の装置やユニットを用いて、これらのパン
チ処理を実行可能に構成しても良い。但し、上記例示の如く、インラインフィニッシャの
定義に該当する装置を本システム１０００にて利用を許可し、これに該当しない装置は本
システム１０００での利用を禁ずるよう構成する。
【０１０４】
　例えば、本例では、キー６０９がユーザにより押下された事に応答し、表示部４０１に
図７の表示を実行させる。制御部２０５は、図７の表示を介して、処理対象のジョブにて
印刷されたシートに対してインラインシート処理装置２００により実行すべきシート処理
の実行要求を受付可能に制御する。
【０１０５】
　但し、制御部２０５は、図７の表示を介して選択可能なシート処理装置の候補は、本シ
ステム１０００が如何なるシート処理装置を具備するのか、その装備状況に応じて、決定
する。例えば、図７の表示では、プリンタ部２０３により印刷されたシートに対して以下
に列挙する複数種類のシート処理のうちの何れかの種類のシート処理の実行要求をユーザ
から受付けることを許可している。
（１）　ステイプル処理。
（２）　パンチ処理。
（３）　折り処理。
（４）　シフト排紙処理。
（５）　断裁処理。
（６）　中綴じ製本処理。
（７）　糊付け製本処理の１例に該当するくるみ製本処理。
（８）　糊付け製本処理の別例に該当する天糊製本処理。
（９）　大量積載処理。
【０１０６】
　図７のＵＩ制御例では、制御部２０５は、これら９種類のシート処理を選択候補となる
よう操作部２０４を制御している。この理由は、本印刷システム１０００が具備するイン
ラインタイプのシート処理装置を利用することで、これら９種類のシート処理を選択的に
実行可能であるからである。
【０１０７】
　換言すると、本システム１０００にて実行不可能な種類に該当するシート処理は、図７
の表示にて選択候補の対象外となるよう、ＵＩ部を制御する。例えば、くるみ製本処理及
び天糊製本処理を選択的に実行可能な１台のシート処理装置を本システム１０００が具備
していない場合、或いは、故障している場合等は、キー７０７及びキー７０８は選択無効
状態となるよう制御する。例えば、制御部２０５は、グレーアウト表示な網掛け表示を実
行させる。これにより、当該シート処理の実行要求をユーザから受付けないように制御す
る。更に、換言すると、上記９種類の候補以外の異なるシート処理を実行可能なシート処
理装置を本システム１０００が具備している場合は、そのシート処理の実行要求をユーザ
から受付可能にする為の表示キーを、図７の表示にて、有効表示状態にするよう制御する
。これにより、当該シート処理の実行要求をユーザから受付ける事を許可する。このよう
な表示制御も、本形態にて、後述するジョブ処理制御と共に実行可能に構成することで、
ユーザの誤操作を防止可能にしている。
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【０１０８】
　また、このような制御を実行するうえで、制御部２０５は、如何なるシート処理装置が
、シート処理装置２００として、本システム１０００が具備しているかを特定するシステ
ム構成情報を獲得する。また、該シート処理装置２００にてエラーが発生しているか否か
等を特定するステータス情報等も、上記制御の際に利用する。これらの情報を、制御部２
０５は、例えば、ＵＩ部を介してユーザがマニュアル入力する事で獲得するか、シート処
理装置２００が印刷装置１００が接続された際に、装置自身が信号線を介して出力する信
号に基いて自動獲得する。このような構成を前提とし、制御部２０５は、当該獲得した情
報に基いた表示内容でもって、図７の表示を、表示部４０１に実行させる。
【０１０９】
　尚、本システム１０００は、ＰＣ１０３、１０４等の外部装置からも処理対象となるジ
ョブの印刷実行要求、及び、該ジョブにて要するシート処理の実行要求を受付可能に構成
している。このように外部装置からジョブを投入する場合は、印刷データの送信元となる
該外部装置の表示部に図７の表示と同等機能の表示を実行させるよう制御する。この１例
として、本例では、後述するような、プリンタドライバの設定画面を、ＰＣ１０３や１０
４のコンピュータの表示部に表示させている。但し、このように外部装置のＵＩに表示を
実行させる場合には、該装置の制御部が上記制御を実行する。例えば、ＰＣ１０３やＰＣ
１０４の表示部に後述するプリンタドライバＵＩ画面を表示させる場合には、制御の主体
は、該ＰＣのＣＰＵが実行する。
【０１１０】
　［本形態にて制御対象となる本印刷システム１０００の具体的システム構成例］
　本印刷システム１０００が、印刷装置１００に対して、如何様なシート処理を実行可能
な如何様なインラインタイプのシート処理装置を、如何様に、何台、接続できるのか等の
システム構成に関し、図８Ａ、８Ｂ等を用いて説明する。
【０１１１】
　本形態は、図１～図３に示すシステム１０００として、例えば、図８Ａ、８Ｂのような
システム構成を構築可能に構成している。
【０１１２】
　図８Ａのシステム構成例は、本システム１０００が、大容量スタッカ、糊付け製本機、
中綴じ製本機、合計３台のインラインタイプのシート処理装置を、一連のシート処理装置
群２００として、具備している事を意味する。尚、図８Ａの構成例は、本システム１００
０が具備する印刷装置１００に対して、大容量スタッカ、糊付け製本機、中綴じ製本機と
いう、接続順序で、接続されている事を意味する。本システム１０００が具備する制御部
の１例に該当する制御部２０５は、図８Ａ、８Ｂのようなシステム構成からなる本印刷シ
ステム１０００を統括的に制御する。
【０１１３】
　本例にて、大容量スタッカは、プリンタ部２０３からのシートを、大量枚数（例えば、
５０００枚）、積載可能なシート処理装置である。
【０１１４】
　また、本例の糊付け製本機は、プリンタ部２０３で印刷された１束分のシートを表紙を
つけて製本するにあたりシートの糊付け処理を要するくるみ製本処理を実行可能なシート
処理装置である。また、表紙をつけずに糊付け製本するシート処理に該当する天糊製本処
理も該糊付け製本機により実行可能である。該糊付け製本機は、少なくとも、くるみ製本
処理を実行可能なシート処理装置であるが故に、くるみ製本機とも呼ぶ。
【０１１５】
　また、中綴じ製本機は、プリンタ部２０３からのシートに対して、ステイプル処理、パ
ンチ処理、断裁処理、シフト排紙、中綴じ製本処理、折り処理を、選択的に実行可能なシ
ート処理装置である。
【０１１６】
　本形態では、制御部２０５が、これらのシート処理装置に関わる各種のシステム構成情
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報を、各種制御に要する管理情報として、特定のメモリに登録させる。例えば、制御部２
０５は、本システム１０００が図８Ａのようなシステム構成である場合、以下に列挙する
情報を、ＨＤＤ２０９に登録させておく。
【０１１７】
　（情報１）　本システム１０００はインラインタイプのシート処理装置を具備している
事を制御部２０５により確認可能にする為の装置有無情報。このように、本システム１０
００がインラインタイプのシート処理装置を具備しているか否かを制御部により特定可能
にする情報がこれに該当する。
【０１１８】
　（情報２）　本システム１０００は、インラインタイプのシート処理装置２００を３台
具備している事を制御部２０５により確認可能にする為のインラインシート処理装置の台
数情報。このように、本システム１０００が具備するインラインタイプのシート処理装置
の台数を制御部により特定可能にする情報がこれに該当する。
【０１１９】
　（情報３）　大容量スタッカ、糊付け製本機、中綴じ製本機を、本システム１０００が
具備している事を制御部２０５により特定可能にするインラインシート処理装置の種類情
報。このように、本システム１０００にて具備するインラインシート処理装置の種類を制
御部により確認可能にする情報がこれに該当する。
【０１２０】
　（情報４）　上記３台のうち、１台は、プリンタ部２０３からのシートの積載処理を実
行可能な大容量スタッカである事を制御部２０５により確認可能にする情報。うち１台は
、プリンタ部２０３からのシートの糊付け製本処理（くるみ製本処理、及び／又は、天糊
製本処理）を実行可能な糊付け製本装置ある事を制御部２０５により確認可能にする装置
能力情報。うち１台は、プリンタ部２０３からのシートに対して、ステイプル、パンチ、
断裁、シフト排紙、中綴じ製本処理、折り処理が、選択的に実行可能な中綴じ製本装置で
ある事を制御部２０５により確認可能にする情報。換言すると、本システムにて実行可能
なシート処理は、ステイプル、パンチ、断裁、シフト排紙、中綴じ製本、折り、くるみ製
本、天糊製本、大量積載の、合計９種類である事を制御部２０５により特定可能にする為
の情報。このように、本システム１０００のインラインタイプのシート処理装置にて実行
可能なシート処理の能力情報を制御部により確認可能にする為の情報が、これに該当する
。
【０１２１】
　（情報５）　上記３台のシート処理装置は、印刷装置１００に対して、大容量スタッカ
、糊付け製本機、中綴じ製本機、の順序で、カスケード接続されている事を制御部２０５
により確認可能にする為の情報。このように、複数台のインラインフィニッシャが接続さ
れている場合に、これらシート処理装置の本システムにおける接続順序情報が、これに該
当する。
【０１２２】
　以上の（情報１）～（情報５）で示すが如くの、各種情報を、制御部２０５が各種制御
にて要するシステム構成情報として、ＨＤ２０９に登録する。制御部２０５は、この情報
を、後述するジョブ制御にて要する判断材料情報として、利用する。
【０１２３】
　以上の構成を前提とし、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成状況が、図８
Ａのようなシステム構成であるとする。このシステム構成にて制御部２０５が、どのよう
な制御を実行するか、以下に例示する。
【０１２４】
　例えば、本システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合、上記９種類の
シート処理を本システムにて全て実行可能である。この事実は、制御部２０５が、上記（
情報１）～（情報５）の判断材料に基いて、認識する。また、当該認識結果に基いて、制
御部２０５が、図７の表示に示す合計９種類のシート処理を全て選択候補にするようＵＩ
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部を制御する。該制御部２０５は以下のようなユーザ操作に応答した制御を実行する。
【０１２５】
　例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０１のユーザ押
下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為にステイプル処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートに対するステイプル処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当
する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１２６】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０２のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為にパンチ処理（シートの穴あけ処
理）の実行要求をユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応
答し、該ジョブにて印刷処理がなされたシートに対するパンチ処理を、図８Ａのシート処
理装置２００ｃに該当する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１２７】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０３のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に断裁処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートの断裁処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当する中綴じ製
本装置により実行させる。
【０１２８】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０４のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に断裁処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートの断裁処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当する中綴じ製
本装置により実行させる。
【０１２９】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０５のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に中綴じ製本処理の実行要求をユ
ーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて
印刷処理がなされたシートの中綴じ製本処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当
する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１３０】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０６のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に折り処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートの折り処理（例えば、Ｚ折りと呼ばれるシート処理）を、図８Ａのシ
ート処理装置２００ｃに該当する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１３１】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０７のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為にくるみ製本処理の実行要求をユ
ーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて
印刷処理がなされたシートのくるみ製本処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｂに該当
する糊付け製本機により実行させる。
【０１３２】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０８のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に天糊製本処理の実行要求をユー
ザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印
刷処理がなされたシートの天糊製本処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｂに該当する
糊付け製本機により実行させる。
【０１３３】
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　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０９のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に大量積載処理の実行要求をユー
ザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印
刷処理がなされたシートの大量積載処理を、図８Ａのシート処理装置２００ａに該当する
大容量スタッカにより実行させる。
【０１３４】
　以上の如く、制御部２０５は、本システム１０００が具備するシート処理装置にて実行
可能な種類のシート処理に対応する選択候補の中からユーザが所望の種類のシート処理の
実行要求を、ＵＩ部を介して、印刷実行要求と共に、受付可能に制御する。また、本形態
で提供するＵＩ部を介して処理対象となるジョブの印刷実行要求をユーザから受付け事に
応答し、該ジョブにて要する印刷処理をプリンタ部２０３により実行させる。更に、その
プリント処理がなされた該ジョブのシートに対して該ジョブにて要するシート処理を本シ
ステム１０００のシート処理装置により実行させる。
【０１３５】
　尚、本形態の特徴の１例として、制御部２０５は、以下のような制御も本システム１０
００にて実行する。
【０１３６】
　例えば、システム１０００が図８Ａのようなシステム構成であるとする。換言すると、
印刷システム１０００が、印刷装置１００→大容量スタッカ→糊付け製本機→中綴じ製本
機の順で接続されているとする。この場合のシステム構成内部の状況は、図８Ｂに示すよ
うな構成になる。
【０１３７】
　図８Ｂは、印刷システム１０００の構成が図８Ａのシステム構成の場合における印刷シ
ステム１０００全体の装置断面図を示している。また、図８Ｂでは、システム１０００全
体の装置断面図を示している。なお、図８Ｂの装置構成は、図８Ａの装置構成に対応して
いる。
【０１３８】
　図８Ｂの装置内部構成からも明らかなように、印刷装置１００のプリンタ部２０３で印
刷されたシートは、各シート処理装置の内部へと供給可能に構成されている。具体的には
、図８Ｂに示すが如く、各シート処理装置は、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、Ｃ点を介し
て、シートを搬送可能なシート搬送路を、夫々、具備する構成である。
【０１３９】
　また、図８Ｂのシート処理装置２００ａや２００ｂ等、各インラインタイプのシート処
理装置は、自装置にて実行可能なシート処理が処理対象となるジョブにて必要でなくても
、自装置よりも前に接続されている前段の装置からシートを受取る機能を具備する。且つ
、該前段装置から受取ったシートを、自装置よりも後ろ接続されている後段の装置へと渡
す機能を具備する。
【０１４０】
　このように、本形態の印刷システム１０００は、処理対象のジョブにて要するシート処
理とは異なるシート処理を実行するシート処理装置が前段の装置から後段の装置へと処理
対象となるジョブのシートを搬送する機能を具備する。この構成も、本形態の特徴の１例
である。
【０１４１】
　以上が如くのシステム構成を前提とし、例えば、印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂ
に示すシステム構成である場合、上記のような方法でＵＩ部を介して印刷実行要求がユー
ザからなされたジョブに対して、制御部２０５は、以下に例示する制御を実行する。
【０１４２】
　例えば、図８Ａ、８Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象
のジョブが、印刷処理を経て大容量スタッカによるシート処理（ex積載処理）を要するジ
ョブであるとする。ここでは、このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
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【０１４３】
　このスタッカジョブを、図８Ａ、８Ｂのシステム構成にて処理する場合、制御部２０５
は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図８ＢのＡ点を通過させて、
大容量スタッカによるシート処理を実行させる。且つ、この大容量スタッカによるシート
処理（ex積載処理）がなされたスタッカジョブの印刷結果を、他装置（例えば後段の装置
）へ搬送させずに、そのまま、図８Ｂに示す大容量スタッカ内部の排紙先Ｘにて、保持さ
せる。
【０１４４】
　この図８Ｂの排紙先Ｘにホールドされたスタッカジョブの印刷物は、この排紙先Ｘの個
所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図８Ｂ
のシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該スタッカジョブの
印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１４５】
　以上の、本印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図８Ｂの（ケース１）の制御例に該当する。
【０１４６】
　一方、例えば、図８Ａ、８Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処
理対象のジョブが、印刷処理を経て糊付け製本機によるシート処理（ｅxくるみ製本処理
、又は、天糊製本処理）を要するジョブであるとする。ここではこのジョブを「糊付け製
本ジョブ」と呼ぶ。
【０１４７】
　この糊付け製本ジョブを、図８Ａ、８Ｂのシステム構成に処理する場合、制御部２０５
は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図８ＢのＡ点及びＢ点を通過
させて、糊付け製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この糊付け製本機によるシ
ート処理（exくるみ製本処理、又は、天糊製本処理）がなされた糊付け製本ジョブの印刷
結果を、他装置（例えば後段の装置）へ搬送させずに、そのまま、図８Ｂに示す糊付け製
本装置内部の排紙先Ｙにて、保持させる。
【０１４８】
　この図８Ｂの排紙先Ｙにホールドされた糊付け製本ジョブの印刷物は、この排紙先Ｙの
個所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図８
Ｂのシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該糊付け製本ジョ
ブの印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１４９】
　以上の、本印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図８Ｂの（ケース２）の制御例に該当する。
【０１５０】
　更に、一方、例えば、図８Ａ、８Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付
けた処理対象のジョブが、印刷処理を経て中綴じ製本処理によるシート処理を要するジョ
ブであるとする。ここでは、このジョブを「中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。ただし、中綴じ
製本処理によるシート処理には、例えば、中綴じ製本、又は、パンチ処理、又は、断裁処
理、又は、シフト排紙処理、又は、折り処理が含まれる。
【０１５１】
　この中綴じ製本ジョブを、図８Ａ、８Ｂのシステム構成に処理する場合、制御部２０５
は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図８ＢのＡ点及びＢ点及びＣ
点を通過させて、中綴じ製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この中綴じ製本機
による上記シート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷結果を、他装置へ搬送させずに
、そのまま、図８Ｂに示す中綴じ製本装置の排紙先Ｚにて、保持させる。
【０１５２】
　尚、図８Ｂの排紙先Ｚは複数の排紙先候補がある。これは、後述の図１３の説明のよう
に、本形態の中綴じ製本機は、複数種類のシート処理を実行可能であり、各シート処理毎
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に排紙先を異ならせる構成である事に起因する。
【０１５３】
　以上の、本印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図８Ｂの（ケース３）の制御例に該当する。
【０１５４】
　以上の如く、本形態の制御部の一例に該当する制御部２０５は、ＨＤ２０９に記憶され
た本システム１０００のシステム構成情報に基いたペーパハンドリング制御も、実行する
。
【０１５５】
　尚、このシステム構成情報に該当する情報は、インラインフィニッシャを具備している
か否かの情報、インラインフィニッシャを具備している場合の、その装置の台数の情報、
その装置の能力情報である。又、複数台のインラインフィニッシャを具備する場合には、
それらの接続順序情報も、これに該当する。
【０１５６】
　図１～図３、図８Ａ、８Ｂ等で説明したように、本形態の印刷システム１０００は、印
刷装置１００に対して、複数台のインラインタイプのシート処理装置を接続可能に構成し
ている。且つ、図８Ａ、８Ｂ及び後述する図９Ａ、９Ｂや図１０Ａ、１０Ｂを対比参照し
ても明白なように、これら複数台のインラインタイプのシート処理装置は、それぞれ独立
に接続したり、外したり、自由な組合せで、印刷装置１００に対して、取付可能に構成さ
れる。また、これら複数台のインラインタイプのシート処理装置の接続順序も、物理的に
接続できれば、自由に組み合わせることができる。但し、本形態では、これらのシステム
に構成に関し、制約事項も設けている。
【０１５７】
　例えば、本システム１０００にてインラインタイプのシート処理装置として利用を許可
する装置は、以下の構成要件を具備する装置としている。
【０１５８】
　自装置にて実行可能なシート処理を要するジョブのシートに対するシート処理を自装置
自身で実行可能であり、且つ、自装置自身によるシート処理を要さないジョブのシートを
前段の装置から受け取り後段装置へ渡すシート搬送機能を具備するシート処理装置。例え
ば、本例では、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成で示す、大容量スタ
ッカ及び糊付け製本機が、これに該当する。
【０１５９】
　尚且つ、本形態では、上記構成に該当しないシート処理装置も、インラインタイプのシ
ート処理装置として本システム１０００にて利用を許可している。例えば、以下の要件を
満たす装置がこれに該当する。
【０１６０】
　自装置で実行可能なシート処理を要するジョブのシートに対するシート処理を自装置自
身で実行可能だが、自装置自身によるシート処理を要さないジョブのシートを前段の装置
から受け取り後段の装置へ渡すシート搬送機能を具備しないシート処理装置。例えば、本
例では、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂや図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成で示す
、中綴じ製本機が、これに該当する。但し、このような装置に対しては制約事項を設けて
いる。
【０１６１】
　例えば、上記の如く、後段装置へのシート搬送機能が無い構成のインラインフィニッシ
ャ（例えば図８Ａ、８Ｂの中綴じ製本機）を本印刷システム１０００にて利用する場合に
は、この装置の利用台数を１台のみとする。但し、これ以外のタイプのインラインフィニ
ッシャを同時に利用することは許可する。
【０１６２】
　例えば、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成で示すが如く、大容量ス
タッカや糊付け製本機を、中綴じ製本機と併用して利用することは許可する。但し、この
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ように、複数台のシート処理装置をカスケード接続して利用する場合、上記後段装置への
シート搬送機能を具備しないインラインタイプのシート処理装置は、シート搬送方向最下
流に位置するように設置させる。
【０１６３】
　例えば、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成で示すが如く、中綴じ製
本機は、システム１０００にて１番最後に接続するように構成する。換言すると、図８Ａ
、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成とは異なるシステム構成として、大容量ス
タッカと糊付け製本機との間に上記中綴じ製本機を接続するように本システムにて構成す
る事は禁止する。
【０１６４】
　以上のような制約事項を遵守した範囲内での運用を行うよう本システムが具備する制御
部は本システム１０００を統括的に制御する。
【０１６５】
　この１例として、例えば、制御部２０５は、上記制約に違反するような接続順序でイン
ラインタイプのシート処理装置が接続された場合には、ＵＩ部に警告表示を実行させる。
又、例えば、上述した構成が如く、複数台のシート処理装置の接続順番をＵＩ部を介して
ユーザ自身により入力させる構成の場合に、制御部２０５は、上記制約に違反するような
ユーザ設定は無効にするよう制御する。例えば、不適正な接続の設定を阻止するべくグレ
ーアウト表示や網掛け表示を実行させる。
【０１６６】
　以上のような構成を採用することで、本形態のような構成を採用する場合にて、ユーザ
誤操作や装置誤動作等の発生を未然防止できる。即ち、本形態で述べている効果が更に向
上する。
【０１６７】
　このような構成を前提とし、本形態では、上記制約事項を遵守する範囲内において、本
システム１０００のシステム構成を柔軟に構築可能に構成する。
【０１６８】
　例えば、インラインタイプのシート処理装置の接続順序や接続台数を、上記制約事項を
遵守した範囲内で、ＰＯＤシステム１００００のオペレータにより任意に決定変更可能に
構成する。且つ、本システム１０００は、当該システム構成状況に応じた制御を実行する
。この一例を以下に示す。
【０１６９】
　例えば、図８Ａのシステム構成における複数台のインラインタイプのシート処理装置の
接続順序を変更したシステム構成の１例として、図９Ａのようなシステム構成も構築可能
に本印刷システム１０００を構成している。
【０１７０】
　図９Ａのシステム構成は、図８Ａのシステム構成と比較して、本システム１０００が具
備する複数台のインラインシート処理装置の接続順序が異なる。具体的には、印刷システ
ム１０００が、印刷装置１００→糊付け製本機→大容量スタッカ→中綴じ製本機の順で接
続されている。この場合のシステム構成内部の状況は、図９Ｂに示すような構成になる。
【０１７１】
　図９Ｂは、印刷システム１０００の構成が図９Ａのシステム構成の場合における印刷シ
ステム１０００全体の装置断面図を示す。且つ、図９Ｂのシステム構成は、図９Ａのシス
テム構成の内部構成に対応している。
【０１７２】
　図９Ｂのシステム内部構成も、先のシステム構成例と同様に、印刷装置１００のプリン
タ部２０３で印刷されたシートを、各シート処理装置内部へ供給可能に構成されている。
具体的には、図９Ｂに示すが如く、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、Ｃ点を介して、プリン
タ部２０３からのシートを搬送可能なシート搬送路を具備する。
【０１７３】



(31) JP 2008-181239 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

　しかも、図９Ａ、９Ｂのシステム構成も、上記制限事項を遵守したシステム構成となっ
ている。例えば、上述したように、中綴じ製本機は、シート搬送方向最下流になるよう、
各シート処理装置を本印刷装置１００にカスケード接続している。
【０１７４】
　以上の構成を前提とし、例えば、印刷システム１０００のシステム構成状況が、図９Ａ
、９Ｂに示すシステム構成である場合、ＵＩ部を介して印刷実行要求がユーザからなされ
たジョブに対して、制御部２０５は、以下に例示する制御を実行する。
【０１７５】
　例えば、図９Ａ、９Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象
のジョブが、印刷処理を経て大容量スタッカによるシート処理（ex積載処理）を要するジ
ョブであるとする。ここでは、このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
【０１７６】
　このスタッカジョブを、図９Ａ、９Ｂのシステム構成にて処理する場合、制御部２０５
は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図９ＢのＡ点及びＢ点を通過
させて、大容量スタッカによるシート処理を実行させる。且つ、この大容量スタッカによ
るシート処理（ex積載処理）がなされたスタッカジョブの印刷結果を、他装置（例えば後
段の装置）へ搬送させずに、そのまま、図９Ｂに示す大容量スタッカ内部の排紙先Ｙにて
、保持させる。
【０１７７】
　この図９Ｂの排紙先Ｙにホールドされたスタッカジョブの印刷物は、この排紙先Ｙの個
所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図９Ｂ
のシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該スタッカジョブの
印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１７８】
　以上の、本印刷システム１０００が図９のシステム構成である場合にて制御部２０５に
より実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース１）の制御例に該当する。
【０１７９】
　一方、例えば、図９Ａ、９Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処
理対象のジョブが、印刷処理を経て糊付け製本機によるシート処理（例えば、くるみ製本
処理、又は、天糊製本処理）を要するジョブであるとする。ここではこのジョブを「糊付
け製本ジョブ」と呼ぶ。
【０１８０】
　この糊付け製本ジョブを、図９Ａ、９Ｂのシステム構成に処理する場合、制御部２０５
は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図９ＢのＡ点を通過させて、
糊付け製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この糊付け製本機によるシート処理
（exくるみ製本処理、又は、天糊製本処理）がなされた糊付け製本ジョブの印刷結果を、
他装置（例えば後段の装置）へ搬送させずに、そのまま、図９Ｂに示す糊付け製本装置内
部の排紙先Ｘにて、保持させる。
【０１８１】
　この図９Ｂの排紙先Ｘにホールドされた糊付け製本ジョブの印刷物は、この排紙先Ｘの
個所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図９
Ｂのシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該糊付け製本ジョ
ブの印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１８２】
　以上の、本印刷システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース２）の制御例に該当する。
【０１８３】
　更に、一方、例えば、図９Ａ、９Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付
けた処理対象のジョブが、印刷処理を経て中綴じ製本処理によるシート処理を要するジョ
ブであるとする。ここでは、このジョブを「中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。ただし、中綴じ
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製本処理によるシート処理には、例えば、中綴じ製本、又は、パンチ処理、又は、断裁処
理、又は、シフト排紙処理、又は、折り処理が含まれる。
【０１８４】
　この中綴じ製本ジョブを、図９Ａ、９Ｂのシステム構成に処理する場合、制御部２０５
は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図９ＢのＡ点及びＢ点及びＣ
点を通過させて、中綴じ製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この中綴じ製本機
による上記シート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷結果を、他装置へ搬送させずに
、そのまま、図９Ｂに示す中綴じ製本装置の排紙先Ｚにて、保持させる。
【０１８５】
　尚、図９Ｂの排紙先Ｚは複数の排紙先候補がある。これは、後述の図１３の説明のよう
に、本形態の中綴じ製本機は、複数種類のシート処理を実行可能であり、各シート処理毎
に排紙先を異ならせる構成である事に起因する。
【０１８６】
　以上の、本印刷システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース３）の制御例に該当する。
【０１８７】
　以上の図８Ａ、８Ｂ、図９Ａ、９Ｂに例示した如く、本印刷システム１０００は、イン
ラインシート処理装置として利用を許可する複数台のシート処理装置の接続順序を、上記
制約事項の範囲内で、柔軟に、組換え変更可能に構成している。このように、本形態で上
述する効果を最大限に発揮する為の仕組みを多数盛り込んでいる。
【０１８８】
　この観点で、本形態では、図８Ａ、８Ｂや図９Ａ、９Ｂのようなシステム構成以外の構
成も、本システム１０００にて、適宜、構築可能に構成している。この一例を以下に説明
する。
【０１８９】
　例えば、図８Ａ、８Ｂや図９Ａ、９Ｂのシステム構成では、インラインタイプのシート
処理装置を３台具備するシステム構成を説明した。本形態では、インラインタイプのシー
ト処理装置の台数を上記のような制約事項を遵守した範囲内で任意にユーザが決定可能に
構成している。
【０１９０】
　この１例として、図１０Ａのようなシステム構成も構築可能に本印刷システム１０００
を構成している。
【０１９１】
　図１０Ａのシステム構成は、図８Ａや図９Ａのシステム構成とはシート処理装置の接続
台数が異なる。具体的には、印刷システム１０００が、印刷装置１００→大容量スタッカ
→中綴じ製本機の順序で、２台接続されている。この場合のシステム構成内部の状況は、
図１０Ｂに示すような構成になる。
【０１９２】
　図１０Ｂは、印刷システム１０００の構成が図１０Ａのシステム構成の場合における印
刷システム１０００全体のシステム構成断面図を示す。且つ、図１０Ｂの装置構成は、図
１０Ａの装置構成に対応している。
【０１９３】
　図１０Ｂの装置内部構成も、先のシステム構成例と同様に、印刷装置１００のプリンタ
部２０３で印刷されたシートを、各シート処理装置内部へ供給可能に構成されている。具
体的には、図１０Ｂに示すが如く、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、を介して、シートを搬
送可能な、シート搬送路を、具備する。しかも、上記制限事項を遵守したシステム構成と
なっている。例えば、上述したように、中綴じ製本機は、シート搬送方向最下流になるよ
う、各シート処理装置を接続している。
【０１９４】
　このような構成を前提とし、例えば、印刷システム１０００のシステム構成状況が、図
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１０Ａ、１０Ｂに示すシステム構成である場合、ＵＩ部を介して印刷実行要求がユーザか
らなされたジョブに対して、制御部２０５は、以下に例示する制御を実行する。
【０１９５】
　例えば、図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処理
対象のジョブが、印刷処理を経て大容量スタッカによるシート処理（ex積載処理）を要す
るジョブであるとする。ここでは、このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
【０１９６】
　このスタッカジョブを、図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成にて処理する場合、制御部２
０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図１０ＢのＡ点を通過さ
せて、大容量スタッカによるシート処理を実行させる。且つ、この大容量スタッカによる
シート処理（ex積載処理）がなされたスタッカジョブの印刷結果を、他装置（例えば後段
の装置）へ搬送させずに、そのまま、図１０Ｂに示す大容量スタッカ内部の排紙先Ｘにて
、保持させる。
【０１９７】
　この図１０Ｂの排紙先Ｘにホールドされたスタッカジョブの印刷物は、この排紙先Ｘの
個所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図１
０Ｂのシート搬送方向最下流の排紙先Ｙにシートを搬送して、該個所から該スタッカジョ
ブの印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１９８】
　以上の、本印刷システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成である場合にて制
御部２０５により実行する一連の制御が、図１０Ｂの（ケース１）の制御例に該当する。
【０１９９】
　一方、例えば、図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付け
た処理対象のジョブが、印刷処理を経て中綴じ製本処理によるシート処理を要するジョブ
であるとする。ここでは、このジョブを「中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。ただし、中綴じ製
本処理によるシート処理には、例えば、中綴じ製本、又は、パンチ処理、又は、断裁処理
、又は、シフト排紙処理、又は、折り処理が含まれる。
【０２００】
　この中綴じ製本ジョブを、図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成に処理する場合、制御部２
０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図１０ＢのＡ点及びＢ点
を通過させて、中綴じ製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この中綴じ製本機に
よる上記シート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷結果を、他装置へ搬送させずに、
そのまま、図１０Ｂに示す中綴じ製本装置の排紙先Ｙにて、保持させる。
【０２０１】
　尚、図１０Ｂの排紙先Ｙは複数の排紙先候補がある。これは、後述の図１３の説明のよ
うに、本形態の中綴じ製本機は、複数種類のシート処理を実行可能であり、各シート処理
毎に排紙先を異ならせる構成である事に起因する。
【０２０２】
　以上の、本印刷システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成である場合にて制
御部２０５により実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース２）の制御例に該当する。
【０２０３】
　但し、制御部２０５は、図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成の場合は、糊付け製本機が実
行可能なシート処理（ｅxくるみ製本処理or天糊製本処理）の実行要求をユーザから受付
ける事を禁止する。
【０２０４】
　例えば、本印刷システムが図１０Ａ、１０Ｂのようなシステム構成状況である場合にお
いて、図７の表示をＵＩ部に実行させる際には、表示キー７０７及び表示キー７０８の網
掛け表示やグレーアウト表示になるよう制御する。換言すると、該キー７０７、７０８の
ユーザ操作を無効状態にする。
【０２０５】
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　以上の如く、本システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのようなシステム構成である場合
には、制御部２０５は、糊付け製本処理を本システム１０００にて実行する事を禁止する
。
【０２０６】
　この、本印刷システム１０００が図１０のシステム構成である場合にて制御部２０５に
より実行する制御が、図１０Ｂの（禁則制御）に該当する。
【０２０７】
　以上の説明の如く、制御部２０５は、本印刷システム１０００が具備するインラインタ
イプのシート処理装置の接続台数に応じた各種制御を実行する。換言すると、システム１
０００にて実行可能なシート処理の種類に応じた各種制御を実行する。
【０２０８】
　以上、図８Ａ～図１０Ｂ等の説明からも明らかなように、本印刷システム１０００が具
備する制御部は、本システム１０００のシステム構成状況（インラインシート処理装置の
接続台数や接続順序）毎に対応した各種制御を本システム１０００にて実行する。
【０２０９】
　尚、何故、本形態にて本印刷システム１０００にてインラインシート処理装置の接続順
序や台数をユーザニーズに対応するよう柔軟に構築変更可能に構成しているか、この理由
の１例を述べる。これは、全てユーザメリットを考慮しているからである。
【０２１０】
　例えば、まず、なぜ、本システム１０００にて利用を許可するインラインタイプのシー
ト処理装置は、各々、独立筐体で且つ印刷装置に対して着脱可能に構成しているかの理由
を述べる。
【０２１１】
　この理由の１例としては、例えば、本システム１０００の納品先となるＰＯＤ業者とし
て、くるみ製本処理は必要ないが大容量積載処理は行いたい等の要望をもった業者等の存
在に配慮した仕組みである。
【０２１２】
　換言すると、例えば、本システムの利用環境を想定してみると、上記９種類のシート処
理の全てをインラインシート処理装置で実現したい等のニーズが予想される。一方、特定
のシート処理のみインラインシート処理装置で実現した等のニーズも可能性としてはある
。このように、納品先となる各ＰＯＤ業者毎にニーズも千差万別である事に対処する仕組
みを提供する為である。
【０２１３】
　また、なぜ、本システム１０００にて利用を許可するインラインタイプのシート処理装
置の接続順序を上記制約事項の範囲内で任意に変更、組替えを、可能に構成しているかの
理由を述べる。この理由は、なぜ、図８Ａ、８Ｂや図９Ａ、９Ｂに示すが如く、各インラ
インシート処理装置毎に印刷物をオペレータにより取出可能な排紙先を設けているのかの
理由でもある。
【０２１４】
　この理由の一例としては、本印刷システム１０００にて要求される複数のシート処理の
利用頻度に応じて柔軟にシステムを構築可能にする方が、本システム１０００の利用者の
利便性が向上すると考えるからである。
【０２１５】
　例えば、図１のＰＯＤシステム１００００を保有するＰＯＤ業者では、顧客より依頼さ
れる印刷形態のニーズが、ユーザマニュアルやガイドブック等、くるみ製本処理を要する
印刷ジョブが比較的多い傾向にあるとする。このような利用環境の場合、図８Ａ、８Ｂの
ような接続順序でシステム１０００を構築するよりも、図９Ａ、９Ｂのような接続順序で
システム１０００を構築する方が利便性がある。
【０２１６】
　換言すると、印刷装置１００に対して、より近い個所に、糊付け製本機を接続した方が
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使い勝手が良い。これは、くるみ製本ジョブにて要するくるみ製本処理を実行する為に必
要な装置内部におけるシートの搬送距離を短い方が効果的である事に起因する。
【０２１７】
　例えば、シート搬送距離がながければ長いほど、そのジョブの最終成果物である印刷物
の完成に要する時間が長くなる。又、シート搬送距離が長ければ長いほど、シート搬送動
作中における装置内部でのジャム発生率が、高くなる可能性が予想される。このような理
由によるものである。
【０２１８】
　即ち、くるみ製本ジョブがユーザニーズとして多いようなＰＯＤ業者の場合には、図８
Ａ、８Ｂのシステム構成よりも図９Ａ、９Ｂのシステム構成を採用する方が、くるみ製本
ジョブの印刷物を作成するうえで必要なシート搬送距離が短くなる。且つ、迅速に印刷物
を取出すことが出来る。
【０２１９】
　換言すると、例えば、上記業者とは別のＰＯＤ業者では、シートの大量積載を要するジ
ョブの方が多い傾向にあるとする。この場合には、図９Ａ、９Ｂのシステム構成よりも図
８Ａ、８Ｂのシステム構成の方が、スタッカジョブの印刷物を作成するうえで必要なシー
ト搬送距離が短くなる。且つ、迅速に印刷物を取出すことが出来る。
【０２２０】
　このように、本形態は、如何に、効率よく、利用環境に適した柔軟なシステム形態で、
本印刷システム１０００にて複数のジョブの生産性を向上させるかに着目している。その
上で、このような本システム１０００を利用するユーザからの立場にたった利便性を追求
した多数の仕組みを提供可能に構成している。
【０２２１】
　次に、図８Ａ～図１０Ｂで例示した本システム１０００にて具備可能な各種インライン
タイプのシート処理装置の内部構成の具体例を、各シート処理装置毎に、個別に例示する
。
【０２２２】
　［大容量スタッカの内部構成］
　図１１は、図８Ａ～図１０Ｂに例示した、本形態にて、制御部２０５により制御対象と
なる、大容量スタッカの内部構成断面図の１例を示す。
【０２２３】
　当該大容量スタッカ内部には、印刷装置１００からのシートの搬送経路として、大きく
分けて、３つに分かれている。この１例として、図１１に示すが如く、１つは、ストレー
トパスである。１つは、エスケープパスである。１つは、スタックパスである。このよう
に３つのシート搬送路が内部に設けられている。
【０２２４】
　尚、図１１の大容量スタッカ及び後述する図１２の糊付け製本機の各装置が具備するス
トレートパスは、前段装置から受取ったシートを後段装置へ渡す為の機能を果たすが為に
、本例ではインラインシート処理装置におけるスルーパスとも呼ぶ。
【０２２５】
　大容量スタッカ内部に具備するストレートパスは、該装置が具備する積載ユニットによ
るシートの積載処理を要さないジョブのシートを後段の装置へ渡す為のシート搬送路であ
る。換言すると、当該シート処理装置自身によるシート処理が要求されていないジョブの
シートを、上流の装置から下流の装置へと搬送する為のユニットである。
【０２２６】
　また、大容量スタッカ内部に具備するエスケープパスは、スタックせずに、出力したい
場合に用いられる。例えば、後続のシート処理装置が接続されていない場合に、出力の確
認作業（プルーフプリント）等を行う場合に、スタックトレイからの取出しを簡略化する
べく、当該エスケープパスに印刷物を搬送して、該トレイから印刷物を取出可能にする。
【０２２７】
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　尚、この大容量スタッカ内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知する
のに要する複数のシート検知センサが設けられている。
【０２２８】
　大容量スタッカの不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、制御部
２０５とのデータ通信を行う為の信号線（図２に示す、シート処理装置２００と制御部２
０５とを電気的接続関係にする信号線）を、介して、制御部２０５に通知する。制御部２
０５は、この大容量スタッカからの情報に基き、大容量スタッカ内部のシートの搬送状況
やジャムを把握する。尚、本印刷システムのシステム構成においては、このシート処理装
置装置と印刷装置１００の間に他のシート処理装置がカスケード接続されている場合、そ
のシート処理装置のＣＰＵを介して、この大容量スタッカのセンサの情報を、制御部２０
５に通知する。このように、インラインフィニッシャ固有の構成を具備する。
【０２２９】
　また更に、大容量スタッカ内部に具備するスタックパスは、該装置が具備する積載ユニ
ットによるシートの積載処理を要するジョブのシートに対する積載処理を、該装置により
実行させる為のシート搬送路である。
【０２３０】
　例えば、本システム１０００が図８Ａ～図１０Ｂに示した大容量スタッカを具備してい
るとする。このシステム構成状況において、制御部２０５が、例えば図７の表示のキー７
０９のキー操作により、処理対象のジョブの為に、当該スタッカにて実行可能なシートの
積載処理の実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受付けたとする。この場合、制御部２
０５は、この大容量スタッカが具備するスタックパスへシートを搬送するよう制御する。
スタックパスへ搬送されたシートはスタックトレイへ排紙する。
【０２３１】
　図１１のスタックトレイは、伸縮可能なステイなどの上に載置される積載ユニットであ
る。このスタックトレイとの結合部には、ショックアブソーバ等が付けられている。制御
部２０５は、このスタックトレイを用いて、処理対象となるジョブの印刷済みシートの積
載処理を該大容量スタッカによる実行させるよう制御する。伸縮可能なステイの下は台車
となっており、不図示の取っ手を付けると台車として、上に載せたスタック出力を別のオ
フラインフィニッシャなどに運べるようになっている。
【０２３２】
　スタッカ部の前ドアが閉まっているときは、伸縮可能なステイはスタック出力が積載さ
れやすい上の位置に上昇し、前ドアがオペレータにより開けられる（あるいは、開ける指
示がなされる）とスタックトレイは、下降する仕組みになっている。
【０２３３】
　また、スタック出力の積み方には、平積みとシフト積みがあって、平積みは、文字通り
常に同じ位置に積む。シフト積みは、ある決められた部数単位、ジョブ単位などで奥手前
方向にシフトして、出力に区切りを作って、出力を扱いやすいように積む方法である。
【０２３４】
　このように、本システム１０００にてインラインタイプのシート処理装置として利用を
許可する対象の当該大容量スタッカは、プリンタ部２０３からのシートの積載処理を実行
するにあたり、複数種類の積載方法を実行可能に構成されている。制御部２０５は、この
ような各種動作の制御を装置に対して実行する。
【０２３５】
　［糊付け製本装置の内部構成］
　図１２は、図８Ａ～図１０Ｂに例示した、本形態にて、制御部２０５により制御対象と
なる、糊付け製本装置の内部構成断面図の１例を示す。
【０２３６】
　当該糊付け製本装置内部には、印刷装置１００からのシートの搬送経路として、大きく
分けて、３つに分かれている。この１例として、図１２に示すが如く、１つは、ストレー
トパスである。１つは、本身パスである。１つは、表紙パスである。このように３つのシ
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ート搬送路が内部に設けられている。
【０２３７】
　図１２の糊付け製本装置内部に具備するストレートパス（スルーパス）は、該装置が具
備する糊付け製本ユニットによるシートの糊付け製本処理を要さないジョブのシートを後
段の装置へ渡す為の機能を果たすシート搬送路である。換言すると、当該シート処理装置
自身によるシート処理が要求されていないジョブのシートを、上流の装置から下流の装置
へと搬送する為のユニットである。
【０２３８】
　尚、この糊付け製本機内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知するの
に要する複数のシート検知センサが設けられている。
【０２３９】
　糊付け製本機の不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、制御部２
０５とのデータ通信を行う為の信号線（図２に示す、シート処理装置２００と制御部２０
５とを電気的接続関係にする信号線）を、介して、制御部２０５に通知する。制御部２０
５は、この糊付け製本機からの情報に基き、糊付け製本機内部のシートの搬送状況やジャ
ムを把握する。尚、本印刷システムのシステム構成では、このシート処理装置装置と印刷
装置１００の間に他のシート処理装置がカスケード接続されている場合、そのシート処理
装置のＣＰＵを介して、この糊付け製本装置のセンサの情報を、制御部２０５に通知する
。このように、インラインフィニッシャ固有の構成を具備する。
【０２４０】
　また、図１２の糊付け製本装置内部に具備する本身パスと表紙パスは、くるみ製本印刷
物を作成する為のシート搬送路である。
【０２４１】
　例えば、本形態では、くるみ製本印刷処理として、本文となる印刷データの印刷処理を
プリンタ部２０３で実行させる。且つ、この印刷されたシートをくるみ製本印刷物の１束
分の出力物における本文部分として利用可能にする。このように、くるみ製本にて本文(
中身）部分に該当する印刷データが印刷された本文部分のシート束を、本例では「本身」
と呼ぶ。且つ、この本身を表紙用の１枚のシートでくるむ処理を、くるみ製本処理にて実
行する。この表紙としてのシートを、表紙パスを介して搬送する。他方、本身となる、プ
リンタ部２０３でプリントした印刷用紙は、本身パスへ搬送するよう制御部２０５が各種
シートの搬送制御を実行する。
【０２４２】
　このような構成のもと、例えば、制御部２０５が、例えば図７の表示のキー７０７のキ
ー操作により、処理対象のジョブの為に、当該糊付け製本機にて実行可能なくるみ製本処
理の実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は
、以下のように当該装置を制御する。
【０２４３】
　例えば、プリンタ部２０３で印刷されたシートを、図１２の本身パスを介して、順次ス
タック部に蓄える。また、処理対象となるジョブの１冊分のシートにて要する本文データ
が印刷されたシートを、全ページ、該スタック部に蓄えたうえで、表紙パスを介して、該
ジョブにて要する表紙用のシートを、搬送させる。
【０２４４】
　尚、くるみ製本に関し、本形態の特徴の１つに関連する事項が存在する。例えば、本例
にて糊付け製本処理の１例に該当するくるみ製本処理では、１束分のシート束として処理
可能なシート処理枚数が、当該糊付け製本処理とは異なる種類のシート処理にて１束分の
シート束として処理可能なシート処理枚数よりも、圧倒的に多い。例えば、くるみ製本処
理にて１束分の本文用のシート束として最大２００枚まで処理を許容する。一方、ステイ
プル処理等は、最大２０枚、中綴じ製本では最大１５枚まで、１束分のシート処理として
印刷用紙を処理する事を許可する。このように、１束分のシート束としてシート処理を許
可する印刷用紙の許容枚数は、糊付け製本処理と、その他のシート処理では、圧倒的に異



(38) JP 2008-181239 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

なる。
【０２４５】
　このように、本形態では、制御部２０５により制御対象となるインラインタイプのシー
ト処理装置により、くるみ製本処理という糊付け製本処理を実行可能に構成している。且
つ、オフィス環境では要求すらされなかったインラインタイプのシート処理装置により実
行可能なフィニッシィングとして全く新規のフィニッシィングを提供可能に構成している
。換言すると、ＰＯＤ環境を想定した仕組みの１つであり、且、後述する制御に関連する
構成である。
【０２４６】
　尚、くるみ製本にて、表紙用のシートとして、図１２に示すが如く、糊付け製本装置自
身が具備するインサータのインサータトレイから搬送対象となる、表紙用のデータが予め
印刷済みのプレプリントシートを利用可能に構成している。又、印刷装置１００自身によ
り表紙用の画像を印刷させたシートも利用可能に構成している。これら何れかのシートを
表紙用のシートとして、表紙パスへ搬送させる。そして、スタック部の下方部分にて、当
該表紙用のシートの搬送を一時停止させる。
【０２４７】
　この動作に並行して、スタック部に積載済みの本文全ページが印刷済みの複数枚のシー
トで構成される本身に対して、糊付け処理を実行する。例えば、糊付け部は、所定量の糊
を本身の下部に塗布して、十分に糊が行き渡ったところで、本身の糊付けされた部分を表
紙の中央部にあてがい、包み込むように結合させる。結合に当たっては、本身を下方に押
し込むように送り出すため、表紙にくるまれた本身は、ガイドに添って、回転台の上に滑
り落ちる。その後、ガイドは、表紙にくるまれた本身を回転台の上に倒すように移動する
。
【０２４８】
　回転台の上に寝た表紙にくるまれた本身を、幅寄せ部で位置合わせを行って、まず、小
口となる部分をカッターで断裁する。次に、回転台を９０度回転して、幅寄せ部で位置合
わせを行い、天となる部分を断裁する。更に、１８０度回転して、幅寄せ部で位置合わせ
を行い、地となる部分を断裁する。
【０２４９】
　断裁後は、再度幅寄せ部で奥まで押しやって、出来上がった表紙にくるまれた本身をバ
スケット部に入れる。
【０２５０】
　バスケット部で十分に糊を乾かした後、出来上がったくるみ製本の束を取り出すことが
できる。
【０２５１】
　このように、糊付け製本機は、ＵＩ部を介して印刷実行要求と共に糊付け製本処理の実
行要求がユーザからなされた処理対象のジョブのシートに対する糊付け製本処理を実行す
る糊付けユニットを具備している。
【０２５２】
　また、上述したように、本形態にて、インラインタイプのシート処理装置により実行可
能に構成した糊付け製本処理は、上記構成に示すが如く、他の種類のシート処理と比較し
て、処理工程が多く準備すべき前構成も多い。換言すると、ステイプルや中綴じ製本のよ
うなオフィス環境にて頻繁に利用されうるシート処理とは全く構成も異なり、要求された
シート処理を完結されるのに要する処理時間も、他のフィニッシィングに比べ、長くなる
事が予想される。本形態では、このような点についても着目している。
【０２５３】
　上記の糊付け製本機能の例のように、本形態では、例えば、オフィス環境のみ留まらず
、ＰＯＤ環境等の全く新しい印刷環境でも充分に通用する、利便性や生産性を追求した、
印刷システム、製品の、実用化を目指す為の仕組みを採用している。換言すると、例えば
、くるみ製本機能や大量積載機能等、オフィス環境では全く未対処であった新機能をＰＯ
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Ｄ環境でも活用可能に構成要件として具備している。また、図８Ａ～図１０Ｂに例示する
が如く、印刷装置に対して、インラインタイプのシート処理装置を複数台接続可能にした
システム構成自体についても、上記目的を果たすが為の仕組みである。
【０２５４】
　ここで、特筆すべきは、例えば、本形態は、単に、上記のような新規の機能やシステム
構成を具備する事のみに留まらず、当該機能構成を採用する事で想定されうるユースケー
スやユーザニーズ等、対処すべき課題を事前に発見検討している点である。また、その課
題に対する解決手法となる構成要件をも具備する点が特徴の１つに該当する。このように
、本形態では、事務機メーカが新規市場の開拓参入するうえで、新規に搭載する機能やシ
ステム構成に対する市場要望等を、課題として、事前に、発見検討し、その課題に対する
解決手法をも念頭に入れた仕組みを構成として採用している。このような点も本形態の特
徴的要件の１つに該当する。この具体的に構成要件の１例として、制御部２０５により本
形態にて各種制御を実行している。
【０２５５】
　［中綴じ製本装置の内部構成］
　図１３は、図８Ａ～図１０Ｂに例示した、本形態にて、制御部２０５により制御対象と
なる、中綴じ製本機の内部構成断面図の１例を示す。
【０２５６】
　当該中綴じ製本装置内部には、印刷装置１００からのシートに対してステイプル処理や
断裁処理やパンチ処理や折り処理がシフト排紙処理等を選択的に実行可能にするための各
種ユニットを具備している。但し、当該中綴じ製本機は、上記制約事項で述べたように、
後段装置へのシート搬送機能の役目を果たすスルーパスを具備しない。
【０２５７】
　尚、この中綴じ製本機内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知するの
に要する複数のシート検知センサが設けられている。
【０２５８】
　中綴じ製本機の不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、制御部２
０５とのデータ通信を行う為の信号線（図２に示す、シート処理装置２００と制御部２０
５とを電気的接続関係にする信号線）を介して、制御部２０５に通知する。制御部２０５
は、この中綴じ製本機からの情報に基き、中綴じ製本機内部のシートの搬送状況やジャム
を把握する。尚、本印刷システムのシステム構成では、このシート処理装置装置と印刷装
置１００の間に他のシート処理装置がカスケード接続されている場合、そのシート処理装
置のＣＰＵを介して、この中綴じ製本装置のセンサの情報を、制御部２０５に通知する。
このように、インラインフィニッシャ固有の構成を具備する。
【０２５９】
　また、例えば、図１３に示すが如く、サンプルトレイ、スタックトレイ及び、ブックレ
ットトレイが設けられており、制御部２０５は、ジョブの種類や排出される記録紙の枚数
に応じて利用するユニットを切り替えるよう制御する。
【０２６０】
　例えば、制御部２０５が、図７の表示のキー７０１のキー操作により、処理対象のジョ
ブの為に、当該中綴じ製本機にて実行可能なステイプル処理の実行要求を、ＵＩ部を介し
てユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、プリンタ部２０３からのシー
トを、スタックトレイ側へ搬送するよう制御する。尚、この際、記録紙がスタックトレイ
に排出される前に、記録紙をジョブ毎に中綴じ製本部の内部の処理トレイに順次蓄えてお
き、該処理トレイ上にてステープラにてバインドして、その上で、スタックトレイへ、該
記録紙束を束排出する。このような方法でプリンタ部２０３にて印刷されたシートに対す
るステイプル処理を当該装置により実行させる。
【０２６１】
　その他、紙をＺ字状に折るためのＺ折り機、ファイル用の２つ（または３つ）の穴開け
を行うパンチャがあり、ジョブの種類に応じてそれぞれの処理を行う。例えば、出力すべ
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きジョブに対する記録紙処理に関する設定としてユーザにより操作部を介してＺ折り処理
設定がなされた場合には、そのジョブの記録紙に対してＺ折り機により折り処理を実行さ
せる。更に、その上で、機内を通過させて、スタックトレイ及びサンプルトレイ等の排出
トレイに排紙するよう制御する。或いは、例えば、出力すべきジョブに対する記録紙処理
に関する設定としてユーザにより操作部を介してパンチ処理設定がなされた場合には、そ
のジョブの記録紙に対してパンチャによるパンチ処理を実行させる。更に、その上で、機
内を通過させて、スタックトレイ及びサンプルトレイ等の排出トレイに排紙するよう制御
する。
【０２６２】
　また、サドルステッチャ部は、記録紙の中央部分を２ヶ所バインドした後に、記録紙の
中央部分をローラに噛ませることにより記録紙を半折りし、パンフレットのようなブック
レットを作成する中綴じ製本処理を行う。
【０２６３】
　サドルステッチャ部で製本された記録紙は、ブックレットトレイに排出される。当該サ
ドルステッチによる製本処理等の記録紙処理動作の実行可否も、上述の如く、出力すべき
ジョブに対してユーザにより設定された記録紙処理設定に基づく。
【０２６４】
　また、インサータはインサートトレイにセットされた記録紙をプリンタへ通さずにスタ
ックトレイ及びサンプルトレイ等の排出トレイのいずれかに送るためのものである。これ
によって中綴じ製本部に送り込まれる記録紙（プリンタ部で印刷された記録紙）と記録紙
の間にインサータにセットされた記録紙をインサート（中差し）することができる。イン
サータのインサートトレイにはユーザによりフェイスアップの状態でセットされるものと
し、ピックアップローラにより最上部の記録紙から順に給送する。故に、インサータから
の記録紙はそのままスタックトレイまたはサンプルトレイへ搬送することによりフェイス
ダウン状態で排出される。サドルステッチャへ送るときには、一度パンチャ側へ送り込ん
だ後スイッチバックさせて送り込むことによりフェースの向きを合わせる。
【０２６５】
　尚、当該インサータによる記録紙挿入処理等の記録紙処理動作の実行可否も、上述の如
く、出力すべきジョブに対してユーザにより設定された記録紙処理設定に基づく。
【０２６６】
　又、本形態では、１例として、中綴じ製本装置内部に断裁部（トリマ部）も具備する。
この説明を以下の行う。
【０２６７】
　中綴じ製本部においてブックレット（中綴じの小冊子）となった出力は、このトリマに
入ってくる。その際に、まず、ブックレットの出力は、ローラで予め決められた長さ分だ
け紙送りされ、カッタ部にて予め決められた長さだけ切断され、ブックレット内の複数ペ
ージ間でばらばらになっていた端部がきれいに揃えられることとなる。そして、ブックレ
ットホールド部に格納される。尚、当該トリマによる断裁処理等の記録紙処理動作の実行
可否も、上述の如く、出力すべきジョブに対してユーザにより設定された記録紙処理設定
に基づく。
【０２６８】
　このように、中綴じ製本機は、ＵＩ部を介して印刷実行要求と共に中綴じ製本処理の実
行要求がユーザからなされた処理対象のジョブのシートに対する中綴じ製本処理を実行す
る中綴じ製本ユニットを具備している。
【０２６９】
　尚、例えば、図７の表示のキー７０５によりユーザから中綴じ製本が選択された場合、
制御部２０５は、ＵＩ部に図１４の表示を実行させる。当該図１４の表示を介して、制御
部２０５は、中綴じ製本の詳細設定をユーザから受付可能に制御する。例えば、ステイプ
ル針を用いて実際にシート中央付近に対する中綴じ処理を実行するか否かを決定可能にす
る。又、分割製本、中綴じ位置の変更、断裁の有無、あるいは、断裁幅の変更などの設定
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もユーザから受付け可能にする。
【０２７０】
　例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図１４の表示を介してユーザにより「中綴
じ製本する」と「断裁する」が設定されたとする。この場合、制御部２０５は、中綴じ製
本印刷結果として処理対象のジョブが図１５のような印刷体裁になるよう本システム１０
００の動作制御を行う。図１５の中綴じ製本印刷結果に示すが如く、サドルステッチが打
たれて、小口側の断裁がなされる。また、サドルステッチの位置や断裁面の位置を予め設
定しておけば、所望の位置に変更することができる。
【０２７１】
　また、例えば、図７の表示のキー７０７によりユーザからくるみ製本処理の実行要求が
なされた場合、制御部２０５は、くるみ製本印刷結果として、処理対象のジョブが図１６
のような印刷体裁になるよう本システム１０００を制御する。図１６の１例に示すが如く
、くるみ製本の場合の印刷物は、断裁面Ａ、Ｂ及び、Ｃに関して、それぞれ断裁幅を設定
することができる。
【０２７２】
　また、本印刷システム１０００は、外部装置の一例に該当する情報処理装置からも処理
対象となるジョブの印刷実行要求及びシート処理の実行要求を受付け可能に構成されてい
る。以下、ホストコンピュータから本印刷システム１０００を利用する場合の一例をもっ
て説明する。
【０２７３】
　例えば、本実施形態の各種の処理や制御を実行する為のプログラムデータをＷＥＢ等の
データ供給源あるいは特定の記憶媒体からダウンロードしたホストコンピュータ（図１の
ＰＣ１０３や１０４等）にて操作する場合、以下のように制御する。但し、制御の主体は
ＰＣの制御部である。
【０２７４】
　例えば、ユーザからのマウス或いはキーボード操作に応答し、本システム１０００の印
刷装置１００を操作する為のプリンタドライバの起動指示がなされたとする。これを受け
、該ホストコンピュータのＣＰＵは、当該ホストコンピュータの表示部に、図１７Ａに示
す印刷設定画面を表示させる。図１７Ａ、１７Ｂは、本実施形態にて制御対象となる、ユ
ーザインタフェース画面の一例を示す図である。
【０２７５】
　ここで、例えば、当該図１７Ａ、１７Ｂの操作画面上の仕上げキー１７０１がユーザの
マウス操作により押下されたとする。すると、該ホストコンピュータのＣＰＵは、当該印
刷設定画面を、図１７Ｂのような印刷設定画面に切り換えるよう表示部を制御する。
【０２７６】
　そして、該ＣＰＵは、図１７Ａ、１７Ｂの印刷設定画面上のシート処理設定項目１７０
１を介して、本システム１０００が備えるインラインタイプのシート処理装置２００によ
り実行させるべきシート処理の種類をユーザにより選択可能に制御する。
【０２７７】
　尚、ここでは、省略するが、該ホストコンピュータを含む外部装置においては、図１７
Ａ、１７Ｂ以外の画面として、本実施形態で詳述した各種の表示画面を介して入力可能な
指示と同等の指示を入力可能にする表示画面を表示させるように構成している。換言する
と、本形態で述べる各種の処理や制御と同等の処理や制御を外部装置側にて実行可能に構
成されている。
【０２７８】
　そして、ユーザにより、設定項目１７０１を介して所望のシート処理が選択され、図１
７Ａ、１７Ｂの画面に戻って、ＯＫキーが押下されるとする。
【０２７９】
　これを受け、ホストコンピュータのＣＰＵは、当該印刷設定画面を介してユーザにより
設定された各種印刷条件を示すコマンドと、プリント部２０３によりプリントさせるべき
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一連のプリントデータとを、一つのジョブとして関連付ける。そして、当該ジョブを、本
システム１０００に対して、ネットワーク１０１を介して送信するように制御する。
【０２８０】
　そして、該コンピュータからのジョブを、外部Ｉ／Ｆ部２０２が受信すると、これに応
じて、本システムの制御部２０５は、当該ジョブを、該ホストコンピュータにてユーザに
より設定された処理要件に基づいて、処理するよう本システム１０００を制御する。
【０２８１】
　以上のように構成することで、外部装置等からのジョブでも、本形態で述べる各種の効
果を得ることが出来、本システム１０００の利用効率を更に向上させる事ができる。
【０２８２】
　本形態の印刷システム１０００が具備する制御部は、以上で説明したような各種構成要
件を前提として、後述する各種制御を実行する。
【０２８３】
　尚、図１～図１７Ｂを用いた説明した構成は、本実施形態にて述べる全ての実施形態に
て共通する構成要件に該当する。換言すると、例えば、本形態にて述べる各種制御は、当
該構成を前提とした構成要件に該当する。
【０２８４】
　図１～図１７Ｂを用いた上述の如く、本形態の印刷システム１０００は、オフィス環境
に留まらず、ＰＯＤ環境にも適した印刷環境を構築可能に構成している。
【０２８５】
　例えば、その１例として、オフィス環境では全く想定されえないＰＯＤ環境にて想定さ
れうるユースケースやユーザニーズに対処可能な仕組みを採用している。
【０２８６】
　この１例として、例えば、ＰＯＤ環境では顧客から様々な印刷形態をＰＯＤ業者が受注
可能に構成している。
【０２８７】
　具体例を挙げるならば、例えば、上記の如く、糊付け製本処理や大量積載処理等、オフ
ィス環境ではユーザニーズとして要求されえないフィニッシィングをインラインシート処
理装置により実現可能に構成している。換言すると、本形態は、ステイプル等のオフィス
環境にて要求されうるニーズ以外のユーザニーズにもＰＯＤ環境を考慮して対処出来るよ
うに構成している。また、例えば、本印刷システム１０００の納入対象となるＰＯＤ環境
で商売をなすＰＯＤ業者におけるビジネス形態に柔軟に対応可能に構成している。
【０２８８】
　この１例として、例えば、上記の如く、複数台のインラインシート処理装置を印刷装置
に対して接続可能にし、且つ、各インラインシート処理装置毎に、独立筐体で且つ独立動
作が可能に構成している。且つ、接続するシート処理装置も任意台数とし、本印刷システ
ム１０００にて柔軟にインラインシート処理装置の増設や変更等を可能にシステムを構成
している。
【０２８９】
　尚、本形態では本印刷システム１０００の利用者の操作性にも充分配慮した設計となっ
ている。この１例として、例えば、本形態では、本印刷システム１０００のシステム構成
を、オペレータ自らが手動でＨＤ２０９に登録できる構成を説明した。故に、これを用い
て例示する。
【０２９０】
　例えば、本印刷システム１０００のシステム構成として、図８Ａ、８Ｂに示すシステム
構成をＰＯＤ業者にて構築したいと望んだとする。この場合、まず、該ＰＯＤ業者のオペ
レータにより、印刷装置１００と共に購入した図８Ａ、８Ｂの３台のシート処理装置を、
図８Ａ、８Ｂに示す接続順序で、印刷装置に接続してもらう。そのうえで、操作部２０４
のユーザモードキー５０５を押下してもらう。この場合に、制御部２０５は、当該キー操
作に応答し、表示部４０１に、図１８Ａの表示を実行させる。
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【０２９１】
　図１８Ａの表示は、本印刷システム１０００のシステム構成情報を、オペレータ自身に
よりマニュアル入力可能にする為の表示である。制御部２０５は、当該図１８Ａ～１８Ｄ
の表示を介して、印刷装置１００に接続すべきインラインタイプのシート処理装置の種類
をオペレータにより決定可能にする。且つ、制御部２０５は、当該図１８Ａ～１８Ｄの表
示を介して、印刷装置１００に接続する複数台のインラインタイプのシート処理装置の接
続順序をオペレータにより決定可能にする。
【０２９２】
　また、制御部２０５は、図１８Ａの表示の各設定項目毎に設けた「詳細設定」キーがオ
ペレータにより押下されたら、不図示の画面を表示させる。この画面で、１台ずつ、本印
刷システムにて利用するシート処理装置を特定可能にする。しかも、本形態は、上述した
ように制約事項を遵守してもらっている故、この情報もガイダンス情報としてオペレータ
に通知する。例えば、制御部２０５は、図１８Ａに示すが如く、「印刷装置に接続する、
シート処理装置の種類と接続順序を登録して下さい。最大５台まで接続できます。但し、
中綴じ製本機は接続する装置の１番最後に接続して下さい。」等のガイダンスを通知する
。尚、ここでは、インラインシート処理装置の接続台数を最大５台までとしているが、特
にこれに限定しなくても良い。
【０２９３】
　尚、制御部２０５は、図１８Ａの設定項目の上から順番に、利用するシート処理装置を
１台ずつ決定可能に表示部４０１を制御するが、この設定項目の上から順番に設定する設
定順序自体が、実際の装置の接続順序として判断する。
【０２９４】
　上記構成のもと、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成を図８Ａ、８Ｂに示
すシステム構成にする場合、図１８Ｂの表示のように、各シート処理装置の種類と、接続
順番を登録してもらう。具体的には、図１８Ｂの表示のように、設定項目の上から順番に
「大容量スタッカ⇒糊付け製本機⇒中綴じ製本機」となるよう設定してもらう。この設定
順序が、図８Ａ、８Ｂに示すが如く、実際の接続順序として、制御部２０５が判断する。
【０２９５】
　一方、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成を図９Ａ、９Ｂに示すシステム
構成にする場合、図１８Ｃの表示のように、各シート処理装置の種類と、接続順番を登録
してもらう。具体的には、図１８Ｃの表示のように、設定項目の上から順番に「糊付け製
本機⇒大容量スタッカ⇒中綴じ製本機」となるよう設定してもらう。この設定順序が、図
９Ａ、９Ｂに示すが如く、実際の接続順序として、制御部２０５が判断する。
【０２９６】
　更に一方、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成を図１０Ａ、１０Ｂに示す
システム構成にする場合、図１８Ｄの表示のように、各シート処理装置の種類と、接続順
番を登録してもらう。具体的には、図１８Ｄの表示のように、設定項目の上から順番に「
大容量スタッカ⇒中綴じ製本機」となるよう設定してもらう。この設定順序が、図１０Ａ
、１０Ｂに示すが如く、実際の接続順序として、制御部２０５が判断する。
【０２９７】
　また、図１９に例示する本形態の印刷システム１０００のシステム構成では、図１３に
例示した大容量スタッカを２台と中綴じ製本機の１台の計３台のインラインフィニッシャ
を接続したシステム構成例である。このシステム構成は、同一タイプのインラインフィニ
ッシャとして、大容量スタッカを２台接続したシステム構成である。このように、本形態
の印刷システムは、同じ種類のインラインフィニッシャを複数台接続可能に構成している
。尚、図１９に例示が如く、同じ種類のインラインフィニッシャを連続してカスケード接
続する構成を、本形態では、タンデム接続とも呼ぶ。また、図１９に例示のシステム構成
は、本システムの納品先の印刷業者が大量積載を頻繁に行うような状況を想定している。
このように、本形態では、大容量スタッカを複数台タンデム接続可能に構成している。
【０２９８】
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　このように、実際の現場のユースケースを想定した利便性を向上させるＵＩ制御自体も
本形態の特徴の１つに該当する。
【０２９９】
　上述のように、本システム１０００は、オフィス環境とはユースケースやユーザニーズ
も異なるＰＯＤ環境等をも見据えた、様々なユースケースやユーザニーズにも柔軟に対処
可能な、製品の実用化に向けての様々な仕組みを具備する。
【０３００】
　しかも、単に、上記のような新規な機能及び新規な構成を具備するに留まらず、本印刷
システム１０００の効果を最大限に発揮すべく、以下のような各種制御を、本システム１
０００にて実行可能に構成している。
【０３０１】
　［制御部２０５の制御］
　この１例として、例えば、本印刷システムが具備する制御部は、以下のような制御を本
印刷システム１０００にて実行するよう制御している。
【０３０２】
　尚、以下の具体的制御を説明する前に、本印刷システム１０００の構成について補足し
ておく。本形態の大容量スタッカ等の各種インラインフィニッシャは、夫々、各装置毎に
、用紙ジャムを除去したり、プリンタ部２０３で印刷がなされたジョブの印刷物（印刷媒
体とも呼ぶ）を取出す為に、装置筐体前面に開閉動作が可能なドア（前ドア）を具備して
いる。また、本形態の大容量スタッカは、例えば、図１３の内部構成で例示した如く、大
容量の印刷物を積載可能な装置内部に配設されたスタックトレイと、装置外部（機外上方
部）に配設されたエスケープトレイを具備する。ただし、スタックトレイはスタッカ部と
も呼ばれ、エスケープトレイはサンプルトレイとも呼ばれる。
【０３０３】
　制御部２０５は、本形態の大容量スタッカの機内に配設される上記スタックトレイ、機
外に配設される上記エスケープトレイの、それぞれに対して、本形態に例示が如くの各種
判断条件に基き、処理対象のジョブの印刷物を、選択的に供給可能に制御する。また、大
容量スタッカ等、中綴じ製本機以外の、本形態のインラインフィニッシャは、自装置の前
段に位置する装置から受取った印刷物を、自装置内部のスルーパスを介して、自装置の後
段に位置するインラインフィニッシャの装置内部へ搬送する機能も具備する。また、本形
態の大容量スタッカは、装置内部のスタックトレイに積載された印刷物のシート積載量に
応じて、該トレイが自動的に下降可能に構成されている。また、印刷物の整合処理も可能
に構成されている。
【０３０４】
　上述の構成は図１３で説明したとおりだが、図２０の装置概観例に示すが如く、大容量
スタッカの前面にはオペレータによる開閉動作が可能な前ドア（ドア）２００２を具備す
る。また、当該ドア２００２をオープンさせる為の指示をオペレータが入力する為のスイ
ッチ２００１を装置筐体上部に具備している。この大容量スタッカにおける各種動作の制
御は、当該大容量スタッカ自身が具備する制御部（不図示）が、主体となって行う。この
制御部は、スイッチ２００１からのオペレータによる手動入力命令に従い、このドア２０
０２をオープンさせる。具体的には、当該ドア２００２は閉じている状態の時に不図示の
鍵により施錠状態としており、この鍵を開錠させて、ドア２００２をオープンさせる。こ
れにより、大容量スタッカのスタックトレイに積載済みの印刷物をオペレータにより取出
可能に構成している。また、スイッチ２００１からの操作だけでなく、印刷装置１００の
制御部２０５からの指示により、ドア２００２を自動的にオープン可能に制御される。こ
の際は、図２に示す装置内部の信号線を介して、当該ドアオープン信号を、制御部２０５
から大容量スタッカの制御部に送信する。また、大容量スタッカのスタックトレイに積載
された印刷物をオペレータにより取出作業を行う際に、ドア２００２を開けて、オペレー
タによる取出作業が行われる。勿論、これらの主体制御も、印刷装置１００が具備する制
御部２０５が実行しても良い。
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【０３０５】
　本形態では、印刷処理がなされたジョブの印刷物を大容量スタッカからオペレータが取
出す際には、当該ジョブの後に印刷実行要求がなされた後続ジョブのシートが排紙されな
いように、制御部２０５が、本印刷システム１０００を制御する。換言すると、印刷シス
テム１０００は、シート処理装置におけるオペレータによる印刷処理がなされたジョブの
印刷物の取出作業中には、当該シート処理装置内部のシート処理部に対して、当該ジョブ
に後続するジョブのシートが排紙されないよう制御する。
【０３０６】
　ただし、制御部２０５は、例えば、大容量スタッカが具備するスタックトレイにおける
印刷物のオペレータによる取出作業中であっても、例えば以下に例示する動作は実行可能
に制御する。例えば、制御部２０５は、スタッカトレイに積載済の印刷物のオペレータに
よる取出作業中等、大容量スタッカの前ドア２００２開閉状態中に、その大容量スタッカ
のエスケープトレイに対して、後続ジョブの印刷物を排紙可能に、システム１０００を制
御する。また、制御部２０５は、既述の如く大容量スタッカの前ドア２００２がオープン
されたままの状態期間中に、所定のジョブに該当する後続ジョブの印刷物を、その大容量
スタッカ内部のスルーパスを介して搬送できるように、システム１０００を制御する。た
だし、このような後続ジョブは、例えば、大容量スタッカによる積載処理が不要なジョブ
に該当し、且つ、その大容量スタッカの後段に接続されているインラインフィニッシャに
よるフィニッシングを要するジョブに該当するものが含まれる。
【０３０７】
　このように、制御部２０５は、ドア２００２がオープンされている状態のままでも、上
記例示が如くのシステム１０００における動作の実行を許可する。
【０３０８】
　以上の各種動作を実行する為に、制御部２０５は、シート処理装置からのオペレータに
よるシートの取出対象となるジョブの後に印刷実行要求がなされた後続ジョブの印刷動作
の開始を禁止したり、許可したりする。換言すると、制御部２０５は、当該後続ジョブの
印刷動作の実行可否や印刷タイミングを、制御する。このような構成も、印刷装置に対し
て物理的接続関係にあり且つ電気的接続関係にあるインラインフィニッシャ固有の構成で
ある。
【０３０９】
　以上のような構成を前提とし、本印刷システム１０００が具備する制御部の一例に該当
する制御部２０５は、以下に例示の制御を実行する。
【０３１０】
　尚、以下に例示の制御を説明する前に前提的な構成要件について更に補足しておく。前
提として、本システム１０００は、複数のジョブのデータを記憶可能なＨＤ２０９のデー
タの印刷処理を実行可能なプリンタ部２０３を具備する印刷装置１００を具備する。また
、該システム１０００は、印刷装置１００に対して接続可能な、プリンタ部２０３で印刷
がなされたジョブのシートに対するシート処理を実行可能な複数台のシート処理装置２０
０ａ～ｎを具備する。ただし、シートは、印刷物或いは印刷媒体とも呼び、シート処理は
、フィニッシング又は後処理とも呼ぶ。これらのシート処理装置は、各装置毎に、自装置
でシート処理を施した印刷物をオペレータにより取出可能に構成している。また、本シス
テム１０００は、該印刷装置１００のプリンタ部２０３から、これら複数のシート処理装
置に対して、プリンタ部２０３により印刷がなされたジョブのシートを、選択的に、供給
可能に構成している。
【０３１１】
　本形態の制御部の一例に相当する制御部２０５は、以上のような、ＰＯＤ市場を見据え
たシステム構成となっている印刷システム１０００にて、以下に例示が如くの制御を実行
する。
【０３１２】
　図２１は図２におけるＲＯＭ２０７内に格納され、本印刷システム１０００内のコント
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ローラ部２０５により読み出され実行される各種プログラムおよび該プログラム等によっ
て使用されるデータを例示したものである。図示するように、ＲＯＭ２０７には印刷シス
テム１０００が提供することの出来る各種機能を実現するためのプログラムが格納されて
いる。
【０３１３】
　ブートローダ３１０１は本印刷システム１０００の電源投入直後に実行されるプログラ
ムであり、システムの起動に必要となる各種起動シーケンスを実行するためのプログラム
である。オペレーティングシステム３１０２は本印刷システム１０００の機能を実現する
各種プログラムの実行環境を提供することを目的とし、主に本印刷システム１０００のメ
モリの資源管理、および同図に示された各種装置の基本的な入出力制御等の機能を提供す
る。ただし、本印刷システム１０００のメモリには、例えば、図２におけるＲＯＭ２０７
やＲＡＭ２０８，ハードディスク２０９等が含まれる。
【０３１４】
　データ送受信プログラム３１０３は、図２における外部Ｉ／Ｆ２０２を経由してデータ
の入出力要求が発生した際に行われる送受信処理を行うための制御プログラムである。具
体的にはＴＣＰ／ＩＰ等のプロトコルスタックを内包し、図１に示す印刷環境１００００
内においてネットワーク１０１経由で接続される外部機器等との間で交わされる各種デー
タの通信を執り行うための制御プログラムである。ここで行われる通信処理は本印刷シス
テム１０００とネットワーク１０１の間を入出力されるデータパケットの送受信レベルや
ＨＴＴＰサーバ等通信処理に特化した処理を担当し、この後述べる受信されたデータの内
容に関する解析処理は含まれない。データの解析処理は後述するコントローラ部２０５に
よって別プログラムの記述内容に基づいて実行される。
【０３１５】
　機器管理機能プログラム（機器管理プログラム）３１０４は、本印刷システム１０００
が管理し複合機としての機能を実現するための各種デバイスの接続状態、ステータス、能
力等の統合的な管理を行うためのプログラムである。ただし、各種デバイスには、例えば
、プリンタ部２０３、スキャナ部２０１、シート処理装置２００等、脱着可能なデバイス
若しくは脱着不可能なデバイス等が含まれる。機器管理機能プログラム３１０４は、コン
トローラ部２０５によりシステム起動時および接続されたデバイスの状態変化発生時にコ
ントローラ部２０５に通知された際に実行される。
【０３１６】
　コピー機能プログラム３１０５は、操作部２０４経由でユーザがコピーファンクション
の実行を指示した際に、前記操作部２０４からの指示によりコントローラ部２０５によっ
て実行されるコピー機能を実行するためのプログラムである。ただし、コピー機能は、本
印刷システムの起動処理が完了し、複合機としての機能提供が可能となった状態において
実行することができる。コントローラ部２０５は、コピー機能を実現するために、本印刷
システム１０００内のデバイス資源に対し、本プログラムに記述された処理順序、処理条
件に基づき、適切な順序で動作を順次指示することにより最終的にコピー処理が実行され
るように制御する。なお、コピー機能を実現するためのデバイス資源には、例えば、スキ
ャナ部２０１やプリンタ部２０３、シート処理装置２００、ハードディスク２０９、圧縮
伸張部２１０、ＲＡＭ２０８等が含まれる。
【０３１７】
　スキャン機能プログラム３１０６は、操作部２０４経由でユーザがスキャンファンクシ
ョンの実行を指示した際に、操作部２０４からの指示によりコントローラ部２０５により
実行されるスキャン機能を実行するためのプログラムである。ただし、当該スキャン機能
も本印刷システムの起動処理が完了し、複合機としての機能提供が可能となった状態にお
いて、実行することができる。コントローラ部２０５は、スキャン機能を実現するために
、本印刷システム１０００内のデバイス資源に対して、本プログラムに記述された処理順
序、処理条件に基づいて適切な順序で動作を順次指示して、最終的にスキャン処理が実行
されるように制御する。なお、スキャン機能を実現するためのデバイス資源には、例えば
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、スキャナ部２０１、ハードディスク２００、圧縮伸張部２１０、ＲＡＭ２０８等が含ま
れる。
【０３１８】
　ＰＤＬプリント機能プログラム３１０７は、ＰＤＬプリントジョブデータが外部Ｉ／Ｆ
２０２経由で受信された場合に、外部Ｉ／Ｆ２０４の指示によりコントローラ部２０５に
よって実行されるＰＤＬプリント機能を実行するためのプログラムである。ただし、ＰＤ
Ｌプリント機能も、本印刷システムの起動処理が完了し、複合機としての機能提供が可能
となった状態において、実行することが可能である。コントローラ部２０５は、本印刷シ
ステム１０００内のデバイス資源に対して、本プログラムに記述された処理順序、処理条
件に基づいて適切な順序で動作を順次指示することにより最終的にＰＤＬプリント処理が
実行されるように制御する。ただし、ＰＤＬプリント処理を実行するためのデバイス資源
には、例えば、シート処理装置２００、プリンタ部２０３、ハードディスク２００、圧縮
伸張部２１０、ＲＡＭ２０８等が含まれる。
【０３１９】
　ＪＤＦプリント機能プログラム３１０８は、ＪＤＦジョブチケットを含むジョブデータ
が外部Ｉ／Ｆ２０２経由で受信された場合に、外部Ｉ／Ｆ２０４の指示によりコントロー
ラ部２０５によって実行されるＪＤＦプリント機能を実行するプログラムである。ただし
、ＪＤＦプリント機能も、本印刷システムの起動処理が完了し、複合機としての機能提供
が可能となった状態において、実行可能である。コントローラ部２０５は、本印刷システ
ム１０００内のデバイス資源に対し、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基
づいて適切な順序で動作を順次指示することにより最終的にＪＤＦプリント処理が実行さ
れるように制御する。ただし、ＪＤＦプリント機能を実行するためのデバイス資源には、
例えば、シート処理装置２００、プリンタ部２０３、ハードディスク２００、圧縮伸張部
２１０、ＲＡＭ２０８等が含まれる。
【０３２０】
　ＢＯＸ機能プログラム３１０９は、操作部２０４経由で本印刷システム１０００のユー
ザがＢＯＸファンクションの実行を指示した際に、操作部２０４からの指示によりコント
ローラ部２０５によって実行されるＢＯＸ機能を実行するためのプログラムである。ただ
し、ＢＯＸ機能も、本印刷システムの起動処理が完了し、複合機としての機能提供が可能
となった状態において、実行可能である。コントローラ部２０５は、本印刷システム１０
００内のデバイス資源に対して、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基づい
て適切な順序で動作を順次指示することにより最終的にＢＯＸ処理が実行されるように制
御する。ただし、デバイス資源には、スキャナ部２０１やプリンタ部２０３、シート処理
装置２００、ハードディスク２００、圧縮伸張部２１０、ＲＡＭ２０８等が含まれる。
【０３２１】
　ＵＩ制御プログラム３１１０は、本印刷システムの起動処理が完了し、複合機としての
機能提供が可能となった状態において、図４、図５、および図６において示した操作部の
タッチパネル部４０１およびキー入力部４０２の制御用プログラムである。ＵＩ制御プロ
グラム３１１０は、本印刷システム１０００のユーザによる操作部２０４の入力された内
容を識別し適切な画面遷移及びコントローラ部２０５に対する処理依頼指示を行う。
【０３２２】
　その他の制御プログラム３１１１は、上述したプログラムのいずれにも該当しない機能
を実現するためのプログラムのことであり、種々の動作がこれに含まれるが本実施形態の
効果を説明する限りに置いてはその詳細は重要ではないため、説明を省略する。
【０３２３】
　装着オプション能力テーブル３１１２は、本印刷システム１０００に脱着可能な装置の
能力情報を静的に保持しておくテーブル情報である。前記能力情報は本印刷システム１０
００内のコントローラ部２０５が各種ジョブ実行および機器そのものの管理を実行する際
に装着オプションの能力に応じて処理内容を変更する等の処理をする際に参照されること
を目的としてＲＯＭ２０７内に格納される。なお、テーブル名称は装着オプション能力テ
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ーブルであるが、装着オプションとは例えば図８Ａにおいて示した大容量スタッカ２００
ａ、糊付け製本機２００ｂ、中綴じ製本機２００ｃのように機器に脱着可能なことを目的
として設計されている装置に限られない。例えば、印刷装置本体１００および該印刷装置
本体１００が備えるスキャナも装着オプションの特殊な形態として同一のテーブル内に管
理されても構わない。本実施形態においては、印刷装置本体１００に関する情報も脱着可
能な装置と同等に同一のテーブル内で管理する場合の形態として実施した場合に基づいて
説明を行う。
【０３２４】
　図２２は、図２におけるハードディスク２０９内に格納され、本印刷システム１０００
内のコントローラ部２０５により読み出されあるいは書き込まれる各種データの格納状況
の一例を示したものである。ハードディスク２０９内に格納される情報は図２１において
示したＲＯＭ２０７内の状態とは異なり、機器の利用状況および機器構成、ジョブの進捗
に応じて動的に変化する。このため、図２２において示した状態は本印刷システム１００
０の稼動時のある一時点における状態を示したものであり、常に同図と同じ状態であるこ
とを必ずしも意味するものではないことをここで言及しておく。たとえば、大容量の印刷
ジョブを複数受け付けた状態では同図に示す空き領域が枯渇し存在しない状態などが前述
したケースに該当する。
【０３２５】
　機器管理情報３３０１は、本印刷システム１０００に脱着可能なシート処理装置２００
の接続状況および本印刷システム１０００のオプション構成により存在する場合としない
場合のあるデバイス等の接続状況やステータス能力等の情報が格納されている。機器管理
情報３３０１は図２１において示した機器管理プログラム３１０４により管理されるもの
である。機器管理テーブル内に格納および管理される情報については後述する。コントロ
ーラ部２０５により同テーブル内の情報がいかなるタイミングで如何様に利用されるかに
関しても後述する。
【０３２６】
　処理ルールテーブル３３０２は、本印刷システム１０００がＪＤＦプリントジョブを処
理する際に、機器構成および機器の能力等により、ジョブの設定により実行することが物
理的に不可能である場合の機器の振る舞いに関する動作仕様を記述したものである。同テ
ーブル内に格納される情報についても後述する。コントローラ部２０５により同テーブル
内の情報がいかなるタイミングで如何様に利用されるかに関しても後述する。処理ルール
テーブルに基づくジョブの実行制御についてはＪＤＦプリントジョブに限定する必要はな
い。例えば、他のジョブ種に関する処理ルールテーブルを定義し、他のジョブ種の実行時
においても前述したＪＤＦプリントジョブの場合と同様に処理するよう実施することも可
能である。本実施形態では、説明の便宜上、ＪＤＦプリントジョブの場合に絞り説明を行
う。
【０３２７】
　保存文書データ３３０３は、図２１においてしめしたＢＯＸ機能プログラムにより実現
されるＢＯＸ機能により本印刷システム内に保持された文書データに相当する。続く保存
文書データ管理テーブル３３０４は保存文書データ３３０３の管理情報を格納する。
【０３２８】
　スプール領域３３０５は、本印刷システム１０００に送信された印刷対象データを該ジ
ョブの実行が完了するまで一時的に保持しておくための領域である。このような印刷対象
データには、図２１に示したＰＤＬプリント機能プログラムにより実現されるＰＤＬプリ
ント機能により送信されたもの、もしくはＪＤＦプリント機能プログラムにより実現され
るＪＤＦプリント機能により送信されたものが含まれる。該印刷ジョブの実行が完了した
ら該当する印刷ジョブデータはスプール領域３３０５から削除され後続の印刷ジョブのた
めに領域が開放される。前述したスプール領域３３０５に対するデータの格納およびジョ
ブ完了後の領域開放の制御はコントローラ部２０５によりＰＤＬプリント機能およびＪＤ
Ｆプリント機能の実行の過程で制御される。
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【０３２９】
　空き領域３３０６は、上述したすべての領域以外のハードディスク２０９内の領域に相
当し、該領域の容量は本印刷システム１０００の処理の進捗状況に応じて刻々と変化する
。ハードディスク２０９の利用負荷によっては空き領域３３０６が枯渇し消滅する場合も
ありうる。
【０３３０】
　図２３は、図２１において示したＪＤＦプリント機能プログラム３１０８により実現さ
れるＪＤＦプリント機能が処理対象とするジョブデータの構成の一例を示すためのもので
ある。ＪＤＦプリントジョブにおいては、以下のものがＭＩＭＥフォーマットにより単一
のパッケージに組み入れられ、該ＭＩＭＥフォーマットによりエンコードされたデータを
受理することを想定している。
・印刷処理対象となる画像情報に相当するコンテンツデータ。
・ジョブの設定情報のみを保持するジョブチケット領域。
・ＰＯＤワークフロー間で交わされる通信およびステータス管理を行うための管理領域。
【０３３１】
　本実施形態によるＪＤＦプリント機能においてもＭＩＭＥフォーマットによるジョブデ
ータの処理を想定している。ＪＤＦの仕様としてはＭＩＭＥパッケージ以外のジョブデー
タの扱いに関しても言及されているが、本実施形態の効果を説明する上ではデータのパッ
ケージングの仕様に関しては本質的ではないために、前述したＭＩＭＥフォーマットのケ
ースについて説明する。しかしながら、ＭＩＭＥフォーマット以外のフォーマットにより
ＪＤＦジョブ投入がなされてもよいことは言うまでもない。
【０３３２】
　ＭＩＭＥヘッダ３５０１は、ＭＩＭＥフォーマットにより複数のパートを単一のパッケ
ージに組み入れる際に必ず必要となるヘッダ領域であり、ここにはＭＩＭＥパッケージ全
体のデータサイズ等ＭＩＭＥの管理情報が格納される。
【０３３３】
　ＪＭＦパート３５０２は、上述したＰＯＤワークフロー間で交わされる通信およびステ
ータス管理を行うための管理情報を格納する領域である。
【０３３４】
　ＪＤＦパート３５０３は、上述したジョブの設定情報を保持する領域である。ＪＤＦに
よるジョブチケット内でいかなるフォーマットによりいかなる設定情報を保持されるかに
関してはＪＤＦの仕様としてＣＩＰ４が発行するＪＤＦ仕様書に記載されている。本印刷
システム１０００におけるＪＤＦプリント機能を実現するに際しても該仕様書の記載事項
に基づき処理されることを想定しているため詳細説明は省略する。ただし、本実施形態に
よる効果を説明する上で最低限の具体例を例示するために、後の図においてジョブチケッ
トの一具体例を示し概略の説明を行うものとする。
【０３３５】
　続くＰＤＬファイル１（３５０４）、ＰＤＬファイル２（３５０５）、ＰＤＬファイル
３（３５０６）は、印刷対象となるコンテンツデータそのものである。同図においては、
３つのコンテンツデータがＭＩＭＥパッケージに内包されている場合の例が示されている
。ＰＤＬコンテンツパートの数については仕様上の制限は存在せず、同図におけるコンテ
ンツ数３以外のケースにおいても同様に処理される。また、ＪＤＦの仕様により、ＰＤＬ
コンテンツがＭＩＭＥパッケージ内に内包される代わりに外部のファイルシステム等に保
持され、該外部のファイルシステム等に保持されたファイルのＵＲＬのみがＪＤＦ内に記
載される。また、該ＵＲＬに基づき該外部のファイルシステム等に保持されたファイルを
ＰＵＬＬすることによりコンテンツデータを処理する仕様も存在し、本印刷システム１０
００におけるＪＤＦプリント機能においても該機能を処理することが可能である。しかし
、基本的な動作は同様であるため、本実施形態の説明においてはコンテンツファイルのＰ
ＵＬＬ時の動作の詳細説明は省略する。なお、ＭＩＭＥフォーマット自体の仕様に関して
はＲＦＣにおいて定義されているため、ここでの詳細な説明は省略する。
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【０３３６】
　図２４は、図２３におけるＭＩＭＥパッケージ内に内包されるＪＤＦパート３５０３の
ＪＤＦ記述内容の一具体例を示したものである。いうまでもないことであるが、同図にお
いて示したＪＤＦはＪＤＦ仕様に基づくＪＤＦ記述の一具体例に過ぎず、これに限られな
いことは明らかである。換言すれば同図において示したＪＤＦの一具体例は後述する機能
の説明を効率よく行うために最低限の内容を含んだものを選択したに過ぎない。
【０３３７】
　図２４において示すＪＤＦパートは大きく分けて次の４つの部分から構成される。
・ＪＤＦの管理情報が格納されるＪＤＦノード３７０１。
・ジョブ履歴を格納するオーディットプール３７０２。
・ＪＤＦが定義するリソースとプロセスの関係を記述するリソースリンクプール３７０３
。
・ＪＤＦが定義するプロセスにおける設定情報を格納するリソースプール３７０４。
各パートの具体的な仕様および記述された内容、スキーマ等はＪＤＦの仕様に準拠したも
のであれば構わない。ＪＤＦの仕様についてはＪＤＦ仕様書に記載されているため、本発
明の実施形態の説明に置いては詳細について言及しない。
【０３３８】
　図２５は、図２１において示した装着オプション能力テーブル３１１２内に格納および
管理されている情報の詳細を説明するためのものである。装着オプション能力テーブル３
１１２は４つのフィールドから構成されており、この４つのフィールドの情報が接続され
たデバイス毎に管理・格納される。
【０３３９】
　デバイス種フィールド３９０１は、本印刷システム１０００に装着可能なシート処理装
置２００や、図３において示したペーパーデッキ３１９などの脱着可能なデバイスの種別
を識別するためのフィールドである。なお、本実施形態においては印刷装置本体１００は
厳密には装着オプションには該当しないが、単一のテーブルで管理されることによる管理
運用上の理由から特殊な装着オプションとみなし同一のテーブル内に管理することとする
。装着オプションと印刷装置本体１００を厳密に識別して管理する必要があれば図２５に
示すテーブルを２つに分割して管理するだけでかまわないが、本実施形態の説明において
は後者の場合に関する例示は行わない。以後、図２５の説明において前記脱着可能なデバ
イスおよび印刷装置本体１００をあわせてデバイスと呼称する。
【０３４０】
　カテゴリフィールド３９０２は、デバイス種フィールド３９０１に格納されているデバ
イスが属するカテゴリを格納する。格納されるカテゴリとしては、例えば、次のものを定
義することができ、いずれかのカテゴリがカテゴリフィールド３９０２に格納されるよう
に構成することができる。
・紙面に印刷処理を行うことの可能な印刷装置。
・印刷対象となるメディアをストックすることのみを目的としたデッキ。
・出力された印刷済みメディアを大量に保持することが可能なスタッカ。
・折りや綴じ、パンチ等各種出力用紙に対する加工処理を施すことが可能なフィニッシャ
。
【０３４１】
　なお、印刷装置自体に給紙口を備えデッキを装着せずとも単独で給紙可能な装置も存在
する。実際、本実施形態に係る本印刷システム１０００は、図３に示すとおり給紙カセッ
ト３１７および給紙カセット３１８を備えている。このようなデバイスにおいてもテーブ
ルの管理的な観点からはカテゴリとしてデッキとは分類することなく印刷装置として分類
するものとして実施した例を示している。言い換えれば、各デバイスが前述した４種類の
カテゴリのいずれかに必ず該当するように、装着オプション能力テーブル３１１２は管理
される。
【０３４２】
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　機能フィールド３９０３は、デバイスが備える各種機能の種別を格納するフィールドで
ある。当然のことながらデバイスの属するカテゴリ種に応じてサポートする機能は異なる
ため、同図におけるテーブルの内部もそのようになっている。換言すれば同一のカテゴリ
に属するデバイスは同一種のセットの機能フィールドを有するように、装着オプション能
力テーブル３１１２は管理される。
【０３４３】
　サポート状況３９０４は、各デバイスのそれぞれの機能フィールド３９０３に記載され
た機能を実現することができるかどうかを示すフラグ情報を保持するためのフィールドで
ある。とりうる値としては該機能をデバイスがサポートしている場合にはＯＫという意味
の値が格納され、該機能をデバイスがサポートしていない場合にはＮＧという意味の値が
格納される。実際に図２１において示しＲＯＭ２０７内に格納される装着オプション能力
テーブル３１１２内のデータは特定の２進数表現による数値が格納されるため、同図にお
いて示したＯＫあるいはＮＧという文字列そのものが格納されるわけではない。ここでは
説明の簡略化のために前記２進数表現による数値と等価な値として便宜上これらＯＫある
いはＮＧという文字列が格納されているかのような表現を採択している。これはあくまで
も本実施形態の説明のためのものであることを断っておく。本実施形態における以後の説
明においてテーブルに格納される値に関する記述がなされた場合においても、同様の記述
方法を用いて説明を行う。
【０３４４】
　図２５において示した装着オプション能力テーブル３１１２には５種類のデバイスに関
する情報が格納されている。５種類のデバイスとは、すなわち複合機本体、大容量ペーパ
ーデッキ、大容量スタッカ、糊付け製本機、中綴じ製本機の５種類である。これらのうち
糊付け製本機、中綴じ製本機はフィニッシャという同一カテゴリに属するデバイスである
ことを同図は示している。
【０３４５】
　図２６は、機器構成管理テーブルの内容を説明する図である。機器構成管理テーブルは
、図２１において示した機器管理機能プログラム３１０４によって管理され、図２１の機
器管理機能プログラム３１０４の説明においてなされた方法および条件に従いＲＡＭ２０
８内に保持される。機器構成管理テーブルは、本印刷システム１０００に装着される脱着
可能なシート処理装置２００や図３において示したペーパーデッキ３１９、あるいは印刷
機本体１００を構成するサブデバイス等の接続状態を管理する。同テーブルは３つのフィ
ールドから構成される。以下、それら３つのフィールドの説明を行う。
【０３４６】
　デバイス名フィールド４１０１は、本印刷システム１０００に脱着可能な全デバイスが
列挙されている。同一種のデバイスが複数装着可能である場合にはデバイス名の末尾に数
字を付加し識別可能となるように管理される。本印刷システム１０００は複雑なオプショ
ンの組み合わせをユーザニーズに合わせて選択可能となるように構成されている。ただし
、組み合わせるべきデバイスの種類によっては必ずしもすべての組み合わせが可能なわけ
ではなく、物理的あるいは機器の構成的な都合により不可能な組み合わせが存在すること
は既に述べた。しかしながら、同図が示す装着オプション能力テーブル３１１２のデバイ
ス名フィールド４１０１にはそれら組み合わせの有効性については管理対象としておらず
、機器に装着される可能性のあるすべてのデバイスを列挙する。実際に装着されているか
否かは後述する同テーブル内の別フィールドの値によって識別される。
【０３４７】
　デバイス種フィールド４１０２はデバイス名フィールド４１０１に格納されたデバイス
のカテゴリを格納するフィールドであり、図２５において示した装着オプション能力テー
ブルのカテゴリフィールド３９０２の内容と等価な値が格納される。
【０３４８】
　接続状況フィールド４１０３は、前記デバイス名フィールド４１０１に記載されたデバ
イスが本印刷装置に接続されているか否かを格納するためのフィールドである。とりうる
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値としては該機能をデバイスがサポートしている前記デバイス名フィールド４１０１に記
載されたデバイスが本印刷装置に接続されている場合にはＯＫという意味の値が格納され
る。一方、前記デバイス名フィールド４１０１に記載されたデバイスが本印刷装置に接続
されていない場合にはＮＧという意味の値が格納される。図２６のテーブルの例では、本
印刷システム１０００は、スキャナと大容量スタッカが１台接続されている状態にあるこ
とが示されている。
【０３４９】
　図２７は図２２において既に説明したハードディスク２０９内に格納される処理ルール
テーブル３３０２に格納される情報の詳細内容を説明するためのものである。図示するよ
うに同テーブルは３つのフィールドから構成される。以後それら３つのフィールドの説明
を行う。
【０３５０】
　機能フィールド４３０１は、ＪＤＦジョブチケットにより設定可能なジョブ実行時に必
要となる機能に対する設定属性の種別を格納するフィールドである。同図において１６種
の異なる設定項目が登録されている。実際のＪＤＦプリントジョブが処理することのでき
る設定項目種の数は同図において示したものよりも多いが、本実施形態の効果を説明をす
るにあたっては説明の効率化の観点から限定的な種別の設定属性のみを例示し、それに基
づいて説明を行う。
【０３５１】
　非サポート時の動作仕様フィールド４３０２は、指示された機能を本印刷システム１０
００が実行できない場合に、機器に投入されたＪＤＦプリントジョブの実行をコントロー
ラ部２０５が行う際に採択すべき処理内容が記載されるフィールドである。非サポート時
の動作仕様フィールド４３０２には、印刷機能毎に、指定された印刷条件を満たすために
必要な印刷機能を前記印刷装置が提供できない場合に行う動作を指定する動作指定情報に
対応する値が格納される。同フィールドの取りうる値は以下の３種類がある。
・「デフォルト値で動作」：第一の値は対象となる機能が実行できない場合には該機能に
関してジョブチケットによる設定値の代わりに機器のデフォルト値により置換してジョブ
の実行処理を継続することを示す。
・「無視」：第二の値は対象となる機能が実行できない場合には該機能に関してジョブチ
ケットによる設定が元からなされなかったものとみなしてジョブの実行処理を継続するこ
とを示す。
・「キャンセル」：第三の値は対象となる機能が実行できない場合には該機能に関する設
定がなされたジョブチケットによるジョブの実行そのものを無効にすることを示す。
機能フィールド４３０１に記載された各機能に対応する非サポート時の動作仕様フィール
ドの値については本実施形態においてはシステムにあらかじめ設定されているものとする
。しかしながら、該フィールドの値をユーザにより変更可能とするような実装形態を採択
してもかまわない。
【０３５２】
　デフォルト値フィールド４３０３は、同図における非サポート時の動作仕様フィールド
４３０２の値が「デフォルト値で動作」であった場合に選択されるデフォルト値を格納す
るフィールドである。従って、非サポート時の動作仕様フィールド４３０２の値が「デフ
ォルト値で動作」以外であった場合には該フィールドの値は空となる。
【０３５３】
　図２８は、図２３に例示したようなジョブチケットによるＪＤＦプリントジョブが投入
された際に、図２３において示したジョブチケット中のＪＤＦパート３５０３部の解析完
了後に生成されるＪＤＦ解析結果テーブルの詳細を説明するためのものである。ただし、
ＪＤＦプリントジョブの投入は、例えば、図２におけるコントローラ部２０５において実
行されるハードディスク内２０９内に格納されたＪＤＦプリント機能プログラム３１０８
に基づいて、機器に外部Ｉ／Ｆ２０２経由でなされる。図２８のように同テーブルは３つ
のフィールドから構成される。以下、それら３つのフィールドの説明を行う。
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【０３５４】
　機能フィールド４５０１は、ＪＤＦジョブチケットを解析した結果判明する各機能毎の
設定属性の種別を格納するフィールドである。解析結果フィールド４５０２は、ＪＤＦジ
ョブチケットを解析した結果を前記機能フィールド４５０１の種別に応じて格納するため
のフィールドである。
【０３５５】
　実行可否フィールド４５０３は、コントローラ部２０５が機能毎の解析結果と、処理ル
ールテーブルの該当機能のフィールドを照合し、ＪＤＦプリントジョブの実行を継続すべ
きか否かを各設定項目ごとに判別した結果を格納するためのものである。ただし、実行可
否フィールド４５０３への値の格納はＪＤＦパートの解析処理完了後になされ、機能毎の
解析結果は、例えば、解析結果フィールド４５０２に格納されており、処理ルールテーブ
ルは図２７に例示されている。実行可否フィールド４５０３がとりうる値は以下の３種類
である。
・ＯＫ：ある機能におけるＪＤＦパートの解析結果および図２７に示す処理ルールテーブ
ル内の同機能の非サポート時の動作仕様フィールドとの照合の結果、ジョブを継続処理可
能であることを示す。
・ＮＧ：ある機能におけるＪＤＦパートの解析結果および図２７に示す処理ルールテーブ
ル内の同機能の非サポート時の動作仕様フィールドとの照合の結果、ジョブを継続処理不
可能であり該ジョブをキャンセルする必要があることを示す。
・Ｎ／Ａ：機能の設定がそもそもなされていない、あるいは本印刷システム１０００がも
とよりサポートしていない場合等ジョブの継続可否の判断にそもそも関係ないことを示す
。
【０３５６】
　図２８において示した例は、図２６において示した機器構成管理テーブル内が同図にお
いて示した状態である際に、図２４において例示したＪＤＦジョブチケットを解析した際
に生成されるＪＤＦ解析結果テーブルである。図２４のジョブチケットではサドルステッ
チによる中折り製本処理の実行が指示されているが、図２６において示した機器構成管理
テーブルによれば、中折り製本処理の実行が可能となるフィニッシャが装着されていない
。その場合、図２７において示した処理ルールテーブルの中綴じ製本機能の非サポート時
の動作仕様フィールドを参照するとその値はジョブキャンセルとなっているため、図２８
における中綴じ製本機能の実行可否フィールドの値はＮＧになっている。つまり、図２４
において例示したＪＤＦジョブチケットを含むＪＤＦプリントジョブは本印刷システム１
０００の構成および状態が図２６において示したものであった場合にはジョブは実行され
ることなくキャンセルされる。
【０３５７】
　（基本処理）
　次に、コントローラ部２０５の制御に基づく本印刷システム１０００の動作について、
図２９を参照して説明する。図２９は、図２におけるコントローラ部２０５によってシス
テム起動時以後の複合機としての機器全体の制御に関する処理フローを説明するためのも
のである。
【０３５８】
　まず、電源が投入されると最初にブート処理を行う（ステップＳ４７０１）。具体的に
は図２１において示したブートローダ３１０１をコントローラ部２０５がＲＯＭ２０７か
ら読み出し、該読み出されたプログラムを実行することに相当する。同ステップで行う処
理には、本印刷システムに接続されている各種デバイス、資源等の初期化コマンドの発行
、機器が起動直後に行うクリーニング等の初期化処理に該当するすべての初期化処理の実
行が含まれる。また、ブートローダ３１０１が行う処理には、図２において示したコント
ローラ部２０５がＨＤＤ２０９から図２１において示したオペレーティングシステム３１
０２を読み出し該オペレーティングシステムのサービスが開始されるまでのプロセスも含
まれる。
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【０３５９】
　ブート処理が完了すると、コントローラ部２０５次にＲＯＭ２０７内に格納されている
機器管理機能プログラム３１０４を読み出し、実行する（ステップＳ４７０２）。同ステ
ップにおいて実行される前記機器管理機能プログラム３１０４により、コントローラ部２
０５がデバイスの接続状態を調査し、図２６において示した機器構成管理テーブルをＲＡ
Ｍ２０８内に作成する。このステップにおける動作の詳細については後述する。
【０３６０】
　次に、ステップＳ４７０３に進み、コントローラ部２０５が上述した以外のプログラム
をＲＯＭ２０７から読み出し、実行する。該ステップにおいては、ロード対象となるプロ
グラムは図２１において示したＲＯＭ内に格納されている各種プログラムのうち、上述の
ステップにおいて既に読み込まれているものを除いたすべてが含まれるが、ここでは詳細
は省略する。
【０３６１】
　ステップＳ４７０３までの段階で本印刷システム１０００の複合機として機能するため
の準備は完了し、ステップＳ４７０４のイベント待ち状態に移行する。ここで言うイベン
トとは、例えば以下のものが含まれる。
・ユーザによる操作部２０４経由でのジョブ実行指示あるいは設定変更。
・外部Ｉ／Ｆ２０２経由で本印刷システム１０００外の機器から本印刷システム１０００
に対して投入されるプリントジョブ。
・ＪＤＦプリントジョブの受信および該受信ジョブの実行依頼。
・本印刷システム１０００外の機器から本印刷システム１０００に対するジョブ投入以外
の処理要求、例えば機器のステータス取得や機器内に格納されている各種設定情報や管理
情報の変更等。
・本印刷システムの内部において発生する各種イベント、具体的には用紙切れが発生した
場合やデバイスのステータス変化等、本印刷システムがアイドル状態から遷移するための
きっかけとなるすべての事象。
換言すれば、イベントが発生しない限り本印刷システムの全体の制御を司るコントローラ
部２０５は、ステップＳ４７０４から遷移することはない。
【０３６２】
　ステップＳ４７０４では、本印刷システム１０００において何らかの事象が発生し該事
象がコントローラ部２０５に対して通知された場合は、ステップＳ４７０５以降のステッ
プに進み、発生した事象の識別及び該発生した事象に対応した動作の実行を行う。そのた
めに、まずはステップＳ４７０５において、ステップＳ４７０４にて発生した事象の種別
をコントローラ部２０５が判別する。
【０３６３】
　コントローラ部２０５においてイベント発生時になされるステップＳ４７０５の判別結
果、発生した事象がＪＤＦジョブ実行開始依頼であるかどうかの判別を行う。前記ＪＤＦ
ジョブ実行開始依頼は図２におけるＩ／Ｆ２０２部が外部機器からのＪＤＦジョブデータ
を受信したと判別された段階でコントローラ部２０５に対して発行されるイベントである
。ステップＳ４７０６における判別の結果、発生したイベントがＪＤＦジョブ実行開始依
頼であると判別された場合（ステップＳ４７０６でＹＥＳ）にはステップＳ４７１０に進
む。一方でステップＳ４７０６における判別の結果、発生したイベントがＪＤＦジョブ実
行開始依頼でないと判別された場合（ステップＳ４７０６でＮＯ）には、ステップＳ４７
０７に進む。
【０３６４】
　ステップＳ４７１０においては、外部Ｉ／Ｆ２０２経由で本印刷システム１０００外の
機器から本印刷システム１０００に対して投入されたＪＤＦプリントジョブの印刷処理を
、コントローラ部２０５が実行する。ステップＳ４７１０における動作の詳細に関しては
後述する。
【０３６５】
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　ステップＳ４７０６の判別の結果、コントローラ部２０５においてイベント発生時にな
されるステップＳ４７０５の判別結果、発生した事象がＪＤＦジョブ実行開始依頼でない
と判別された場合（ステップＳ４７０６でＮＯ）に、ステップＳ４７０７に進む。ステッ
プＳ４７０７では、発生したイベントが機器構成変更によるものであるかどうかをコント
ローラ部２０５が判別する。同ステップにおける判別の結果、発生したイベントが機器構
成変更ものであった場合（ステップＳ４７０７でＹＥＳ）にはステップＳ４７０９に進み
、機器構成変更処理を実行する。機器構成変更処理の詳細に関しては後述する。
【０３６６】
　ステップＳ４７０７の判別の結果、コントローラ部２０５においてステップＳ４７０５
において判別された事象がＪＤＦジョブ実行開始依頼でも機器構成変更処理でもないと判
別された場合（ステップＳ４７０７でＮＯ）には、ステップＳ４７０８に進む。ステップ
Ｓ４７０８では、前記ＪＤＦジョブ実行もしくは機器構成変更処理以外の、発生したイベ
ント種に応じた処理を実行する。同ステップにおいて実行される処理の内容としては、様
々なものがあてはまるが、それら個々の動作の種別及び動作の内容に関しては本実施形態
を説明する上で重要ではないため簡略化のため単一のステップにまとめて表記してある。
ただし、同ステップにおいては上述したように複数の処理の実行が含まれていることを明
記しておく。
【０３６７】
　コントローラ部２０５において、ステップＳ４７０８、ステップＳ４７０９、ステップ
Ｓ４７１０の各処理が完了したらステップＳ４７０４に移動し、コントローラ部２０５は
再び次のイベント処理の待ち状態に移行する。
【０３６８】
　（機器構成管理）
　図３０は、コントローラ部２０５において実行される図２９に記載したステップＳ４７
０２の機器構成管理プログラムの詳細動作を説明するためのフロー図である。まず最初に
、機器構成管理テーブルのエントリをＲＡＭ２０８上に作成する。機器構成管理テーブル
に関しては図２６において既に詳細な説明を行っているためここでの説明は省略する。ス
テップＳ４９０１において作成された機器構成管理テーブルは、デバイス名フィールド４
１０１およびデバイス種フィールド４１０２のみ情報が格納され、接続状況フィールド４
１０３は空の状態になっている。ステップＳ４９０２以降の処理が前記接続状況フィール
ド４１０３に適切な値を格納するための処理に相当する。そのための最初のステップとし
てステップＳ４９０２において、機器構成管理テーブルに存在するデバイス名フィールド
４１０１に登録されているデバイスのすべてについて調査が完了したかどうかを判別する
。当然のことながら、ステップＳ４９０１の直後にこのステップに到達した段階では同ス
テップにおける判別結果は必ず偽となる。
【０３６９】
　ステップＳ４９０２の判別の結果、まだ走査すべきデバイスが残っている場合（ステッ
プＳ４９０２でＮＯ）にはステップＳ４９０３に進み問い合わせ対象デバイスを選定する
。この時に選定されるデバイスはステップＳ４９０１において作成された機器構成管理テ
ーブルのデバイス名フィールド４１０１の順に実行される。
【０３７０】
　ステップＳ４９０３の処理を実行すると、次に、ステップＳ４９０４においてステップ
Ｓ４９０３で選定されたデバイスが本印刷システム１０００に接続されているかどうかを
判別する。この時に実行される判別のプロセスは各デバイス間を電気的に接続する接続手
段を介して特定のプロトコルに従い接続状況の確認を行うが、詳細な説明は省略する。同
ステップでは、例えば、問い合わせ対象デバイスが存在すればその旨ステータスがコント
ローラ部２０５に返却されることにより接続が確認される。一方、問い合わせ要求を出力
しても一定期間内に返答がなくタイムアウトした場合には問い合わせ対象デバイスは非接
続状態にあると見なす。
【０３７１】
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　次に、ステップＳ４９０５においてステップＳ４９０４の問い合わせ結果を判別する。
問い合わせ対象デバイスが接続されていると判別された場合（ステップＳ４９０５でＹＥ
Ｓ）にはステップＳ４９０６に進み、機器構成管理テーブルの該当デバイスの接続状況フ
ィールド４１０３のステータスを「ＯＫ」に更新する。一方で、判別の結果、問い合わせ
対象デバイスが接続されていないと判別された場合（ステップＳ４９０５でＮＯ）にはス
テップＳ４９０７に進み、機器構成管理テーブルの該当デバイスの接続状況フィールド４
１０３のステータスを「ＮＧ」に更新する。
【０３７２】
　ステップＳ４９０６もしくはステップＳ４９０７の処理が完了した後に、再びステップ
Ｓ４９０２に戻り、次のデバイスの走査を実行する。ステップＳ４９０２からステップ４
９０６およびステップＳ４９０７はループを形成しており、機器構成管理テーブルに格納
されているデバイス名フィールド４１０１に記載の全デバイスの走査が完了するまで上述
のステップを繰り返し実行する。
【０３７３】
　一方、ステップＳ４９０２の判別の結果、全てのデバイスの接続状況の調査が完了した
と判断された場合（ステップＳ４９０２でＹＥＳ）には、同図のフローは終了する。
【０３７４】
　（ＪＤＦプリントジョブの印刷処理）
　図３１は、図２９において示したステップＳ４７１０、即ち、本印刷システム１０００
に対して投入されたＪＤＦプリントジョブの印刷処理をコントローラ部２０５が実行する
際の詳細フローを説明するフローチャートである。
【０３７５】
　まず、最初に、ＪＤＦプリントジョブを構成するデータのＭＩＭＥフォーマットの解析
を行う。具体的には受信されたＭＩＭＥデータ中に含まれるコンテンツをＭＩＭＥヘッダ
の情報を元に切り出し、切り出されたコンテンツデータをハードディスク２０９内に格納
する。同ステップにおいてＭＩＭＥデータから切り出されるコンテンツはＪＭＦ、ＪＤＦ
、および印刷対象となるＰＤＬコンテンツの３種類であり、ＰＤＬコンテンツについては
１つ以上存在することを許している。
【０３７６】
　次に、ステップＳ５１０２に進み、ステップＳ５１０１においてＭＩＭＥデータから切
り出され、ハードディスク２０９内に格納されているＪＭＦパートの解析処理を行う。Ｊ
ＭＦ自体はＪＤＦワークフローシステムを制御する上で主に通信、ステータス等を担当す
る重要な働きを為すが、本実施形態の効果を説明する限りにおいては重要ではないため、
詳細な説明は省略することとする。
【０３７７】
　ステップＳ５１０２におけるＪＭＦパートの解析処理が完了した後、ステップＳ５１０
３に進み、ステップＳ５１０１においてＭＩＭＥデータから切り出され、ハードディスク
２０９内に格納されているＪＤＦパートの解析処理を行う。同ステップにおける詳細な処
理は後述する。ステップＳ５１０３におけるＪＤＦの解析処理により、ジョブチケットに
格納されている設定情報と、デバイスの能力およびステータスにより、受信されたジョブ
を実行することができるかの判断もあわせて行う。
【０３７８】
　次に、ステップＳ５１０４では、ステップＳ５１０３において判別されたジョブチケッ
トに格納されている設定情報と、デバイスの能力およびステータスにより、受信されたジ
ョブを実行することができるかの判断を行い、後続の処理を決定する。すなわち、ステッ
プＳ５１０４において、受信されたジョブを実行することが可能であると判断された場合
（ステップＳ５１０４でＹＥＳ）にはステップＳ５１０５に進む。一方でステップＳ５１
０４において、受信されたジョブを実行することが不可能であると判断された場合（ステ
ップＳ５１０４でＮＯ）にはステップＳ５１０７に進む。
【０３７９】
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　ステップＳ５１０５においては、ステップＳ５１０１においてＭＩＭＥデータから切り
出され印刷対象となるＰＤＬコンテンツの解析処理を行う。具体的にはＰＤＬコマンドの
解析とイメージデータへの変換処理をステップＳ５１０３において解析されたＪＤＦに記
載された設定情報に従い実行し、最終的に印刷可能なラスタイメージに変換し、ハードデ
ィスク２０９内に変換後イメージデータを格納する。ＰＤＬデータ解析処理の詳細に関し
ては本実施形態の効果を説明する上で重要ではないため詳細説明は省略する。
【０３８０】
　次に、ステップＳ５１０６において、ステップＳ５１０５で展開されハードディスク２
０９内に格納された印刷対象イメージデータを、ステップＳ５１０３において解析された
ＪＤＦに記載された設定情報に従い、印刷処理を実行する。即ち、図２８に例示するよう
な、ＪＤＦ解析結果テーブルに基づいて印刷処理を行う。従って、解析の結果、ＪＤＦに
指定された印刷条件を満たすために必要な印刷機能のうち、本印刷システムが指定された
通りに提供可能なものは、当該機能を実行することになる。また、指定された通りに提供
できないものは、非サポート時の動作仕様フィールド４３０２に基づく動作を実行するこ
とになる。このため、本実施形態に係る構成によれば、本印刷システムが提供可能な機能
の範囲で適切な印刷処理を実行することができる。ステップＳ５１０６の処理が終了した
ら図２９におけるステップＳ４７０４に戻る。
【０３８１】
　一方、ステップＳ５１０７では、ステップＳ５１０４の判別の結果、受信されたジョブ
を実行することが不可能であると判断された場合に当該ジョブの実行をキャンセルする。
ステップＳ５１０７の処理が終了したら図２９におけるステップＳ４７０４に戻る。
【０３８２】
　（ＪＤＦパート解析処理）
　図３２は、図３１におけるステップ５１０３すなわちＪＤＦパート解析処理における動
作の詳細を説明するためのフロー図である。まず、最初にＸＭＬの構文解析処理を行い、
ＪＤＦに記載されている要素、属性情報を内部データ構造に取り込む（ステップＳ５３０
１）。
【０３８３】
　次に、ステップＳ５３０２以降のステップで、ステップＳ５３０１で解析した結果得ら
れる情報に基づき意味解析処理を実行する。ステップＳ５３０２においてはＪＤＦのうち
のルートノードであるＪＤＦノード部分の意味解析処理を実行する。ＪＤＦノードにはジ
ョブ管理に必要となる情報のほか、当該ＪＤＦが処理対象とするプロセスの定義等に関す
る情報が格納されている。
【０３８４】
　次に、ステップＳ５３０３においてＪＤＦのうちジョブ実行時の設定パラメータの格納
場所であるリソースプール内の情報に関する意味解析処理を実行する。リソースプール内
に実際のＰＤＬ展開処理、面付け等のイメージ加工処理、そして印刷処理、フィニッシン
グ処理等において反映すべき各種設定情報が格納されている。
【０３８５】
　次に、ステップＳ５３０４においては、ＪＤＦのプロセスとリソースのリンク情報が適
切に表現されており矛盾したリンク設定がなされていないかどうかに関する調査を実行す
る。上記の、ステップＳ５３０１からステップＳ５３０４までがＪＤＦパートにおける構
文解析および意味解析処理に該当する。
【０３８６】
　ステップＳ５３０４の処理を終了すると、次にステップＳ５３０５において、上述した
ステップＳ５３０１からステップＳ５３０４までの処理において、解析エラーが発生して
いたかどうかの判別を行う。解析エラーが発生していると判別された場合（ステップＳ５
３０５でＹＥＳ）にはジョブを実行することができないため、ステップＳ５３０７に進み
、ジョブ実行フラグにＮＧをセットする。ただし、ジョブ実行フラグとはコントローラ部
２０５が当該フローに記載された処理を行うプログラムを実行するにあたり、ＲＡＭ２０
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８上に取られる特定の領域のことを指す。
【０３８７】
　ステップＳ５３０５において、上述したステップＳ５３０１からステップＳ５３０４ま
での処理において、解析エラーが発生していなかったと判定された場合（ステップＳ５３
０５でＮＯ）には、ステップＳ５３０６に進みＪＤＦ解析結果テーブルを作成する。同ス
テップにおいて作成されるＪＤＦ解析結果テーブルの詳細に関しては図２８の説明におい
て為されているため省略する。ステップＳ５３０６における処理が完了したらステップＳ
５３０８に進む。
【０３８８】
　ステップＳ５３０８においては、ステップＳ５３０６において作成された解析結果テー
ブルと図２５において示した装着オプション能力テーブルの情報を照合する。そして、解
析結果テーブルにおいて格納されるジョブの設定に関して、装着オプション能力テーブル
内に記載の機能のうち、現時点における本印刷システム１０００の構成においては実行す
ることの出来ない機能の抽出を行う。
【０３８９】
　次に、ステップＳ５３０９において、ステップＳ５３０８において抽出された現時点に
おける本印刷システム１０００の構成においては実行することの出来ない機能のそれぞれ
について、図２７において示した処理ルールテーブルの該当機能の欄と照合する。これに
より、実行不可の設定項目毎の動作仕様を調査する。ステップＳ５３１０では、ステップ
Ｓ５３０９での調査結果のうち、ステップＳ５３０８で抽出された機能に対応する処理ル
ールテーブルの非サポート時の動作仕様フィールド４３０２の値がジョブキャンセルとな
っているものが存在するか否かを判別する。
【０３９０】
　機器構成或いは能力により実行できないジョブ設定が存在し、かつ、その機能が設定さ
れた場合はジョブをキャンセルよう定められた機能が一つでも存在すると判別された場合
（ステップＳ５３１０でＹＥＳ）には、ステップＳ５３０７へ進む。ステップＳ５３０７
では、このジョブをキャンセルする。
【０３９１】
　一方、ステップＳ５３１０の判別の結果が偽である場合は、機器構成あるいは能力によ
り実行することのできないジョブ設定が存在したとしても、その設定によりジョブキャン
セルするまでもない場合である。即ち、処理ルールテーブル記載の内容に従いデフォルト
値を選択するか、設定そのものを無視することによりジョブの実行を継続可能な場合に該
当する。ゆえに、その場合（ステップＳ５３１０でＮＯ）にはステップＳ５３１１に進み
、図２７において示した処理ルールテーブル記載の内容に従いＪＤＦ解析結果テーブルの
内容を補正し、ステップＳ５３１２に進みジョブ実行フラグにＯＫをセットする。
【０３９２】
　（機器構成変更処理）
　図３３は、図２９におけるステップＳ４７０９、即ち、本印刷システム１０００起動後
に機器構成が変更された場合の機器構成管理テーブル補正処理の詳細を示すためのフロー
図である。
【０３９３】
　ステップＳ５５０１の判別の結果、まだ走査すべきデバイスが残っている場合（ステッ
プＳ５５０１でＮＯ）にはステップＳ５５０２に進み問い合わせ対象デバイスを選定する
。この時に選定されるデバイスは機器構成管理テーブル内に格納されているデバイス名フ
ィールド４１０１の順に実行される。
【０３９４】
　次に、ステップＳ５５０３においてステップＳ５５０２で選定されたデバイスが本印刷
システム１０００に接続されているかどうかを判別する。この時に実行される判別のプロ
セスにおいては、各デバイス間を電気的に接続する接続手段を介して特定のプロトコルに
従い接続状況の確認を行うが、詳細な説明は省略する。同ステップにより、問い合わせ対
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象デバイスが存在すればその旨ステータスがコントローラ部２０５に返却されることによ
り接続が確認される。一方、問い合わせ要求を出力しても一定期間内に返答がなくタイム
アウトした場合には問い合わせ対象デバイスは非接続状態にあると見なすことができる。
【０３９５】
　ステップＳ５５０４において、ステップＳ５５０３の問い合わせ結果を判別する。問い
合わせ対象デバイスが接続されていると判別された場合（ステップＳ５５０４でＹＥＳ）
にはステップＳ５５０５に進み、機器構成管理テーブルの該当デバイスの接続状況フィー
ルド４１０３のステータスを「ＯＫ」に更新する。一方で、ステップＳ５５０４の判別の
結果、問い合わせ対象デバイスが接続されていないと判別された場合（ステップＳ５５０
４でＮＯ）にはステップＳ５５０６に進む。ステップＳ５５０６では、機器構成管理テー
ブルの該当デバイスの接続状況フィールド４１０３のステータスを「ＮＧ」に更新する。
【０３９６】
　ステップＳ５５０５もしくはステップＳ５５０６の処理が完了した後に、再びステップ
Ｓ５５０１に戻り、次のデバイスの走査を実行する。ステップＳ５５０１からステップＳ
５５０５およびステップＳ５５０６はループを形成しており、機器構成管理テーブルに格
納されているデバイス名フィールド４１０１に記載の全デバイスの走査が完了するまで上
述のステップが繰り返し実行される。
【０３９７】
　ステップＳ５５０１の判別の結果、全てのデバイスの接続状況の調査が完了したと判断
された場合（ステップＳ５５０１でＹＥＳ）には同図のフローは終了する。
【０３９８】
　本実施形態に係る構成によれば、例えば、オフィス環境に留まらずＰＯＤ環境にも適応
可能な使い勝手の良い便利な印刷環境が構築可能となる。また、例えば、極力、高い生産
性でもってシステムを動作させたいといったニーズや、極力、オペレータの作業負荷を軽
減したいといったニーズ等、ＰＯＤ等の印刷環境における実際の作業現場のニーズにも対
処可能となる。特に、以下のような効果を奏する。
【０３９９】
　すなわち、近年ＰＯＤ市場向けの印刷装置として、対応が進みつつあるＪＤＦジョブチ
ケットを含む印刷データにより、印刷工程全般に関わる指示がなされた場合を考える。こ
の場合、最終成果物としての印刷物に関わる入稿工程から配送工程といった、１つの機器
に留まらず、複数デバイスが連携する、一連の作業工程に関わる指示が記述されたケース
においても対応可能である。即ち、複数の機器を用いた複数の工程からなる一連のワーク
フローを、一つの指示書で管理していくことが可能となる。この結果、印刷工程全般に関
わる複数の機器同士の連携や、各種機器の自動化といった観点でのメリットがもたらされ
る。
【０４００】
　特に、１デバイスに依存しない共通フォーマットで、極力、様々な機器にてジョブを処
理出来るようにする事を目的とした印刷システムを構築する場合を考える。例えば、デジ
タル複合機においてＪＤＦをサポートした場合に、従来のプリンタドライバとは異なり、
デバイス仕様や構成情報を知らずに作成されたＪＤＦジョブチケットを受理して印刷処理
等を実行するシステムを考える。
【０４０１】
　従来のシステムでは、例えば、実行環境（デバイスの能力や装着アクセサリ等）により
ジョブチケットで指示された動作を印刷装置（印刷システム）にて完全に実行できないケ
ースが発生しうるという点が問題となっていた。具体的には、利用者からの観点から、ジ
ョブチケットを用いて印刷を指示する場合に、一方では指示通りの印刷物が印刷装置（印
刷システム）にて作成できない場合には、そのジョブの処理自体をキャンセルすることを
望むケースが存在しうる。同時に、他方においては設定が部分的に反映されなくても印刷
装置（印刷システム）にて印刷物を出力されることを望むケース双方が同時に存在しうる
。ところが、ＪＤＦ形式のデータは、汎用性や機器の自動化や機器の連携や機器の管理等
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の観点で期待がもてる反面、１つの機器或いは特定タイプの装置の為にだけに用意されて
いるデータではない。このため、従来のシステムでは、上述したようなユーザの意図する
出力結果が機器単独で判別できないという問題が存在した。
【０４０２】
　これに対して、上記のように、本実施形態に係る構成においては、入力された印刷ジョ
ブに含まれるＪＤＦ形式のデータを解析し、これにより示される印刷条件を満たす印刷処
理を実行可能か否か判定する。そして、実行可能と判定された場合は、入力された印刷ジ
ョブに基づいて印刷処理を行い、実行不可能と判定された場合は、該印刷ジョブに基づく
印刷処理をキャンセルする。このため、本実施形態に係る構成によれば、本印刷システム
が、入力された印刷ジョブに含まれるＪＤＦ形式データに基づいて印刷処理できるか否か
に関わらず、適切に処理を制御することができる。従って、本実施形態に係る構成によれ
ば、汎用的なフォーマットで印刷条件が記述された印刷ジョブに基づいて動作する印刷シ
ステムにおいて、ユーザに手間を要することなく適切な印刷処理を行うことを可能にする
技術が提供される。
【０４０３】
　上記のような様々なユーザニーズに柔軟に対処できるようにした印刷のシステムに関す
る技術を提供することが本発明により可能となる。このように、従来で想定したようなＰ
ＯＤ環境で想定されうるユースケースやニーズに対処可能な便利で且つ柔軟な印刷環境が
構築可能となり、製品実用化に向けての様々な仕組みが提供可能となる。
【０４０４】
　なお、上記の構成では、印刷ジョブに含まれるＪＤＦにより示される印刷条件を満たす
ために必要な印刷機能であって、サポートしていない印刷機能の全てについて「ジョブキ
ャンセル」が指定されていない場合は、代替機能で処理を実行する。ここで、代替機能で
処理を実行する場合は、その印刷処理の結果を示すログ情報（ログファイル）を所定の記
憶装置（ＨＤ、ＲＡＭ等）に記録制御し、ユーザからの指示に応じて、記録されたログ情
報を表示手段に表示させるようにすることができる。このような構成によれば、ユーザは
、印刷ジョブの設定とは異なる印刷機能を用いて印刷処理を行った場合に、実際にどのよ
うな印刷処理がなされたかを知ることができる。
【０４０５】
　ジョブ実行可否の判定において、実行不可能と判定された場合、実行できない印刷条件
を表示手段に表示制御し、ユーザからの指示に応じて前記印刷条件を変更して、印刷処理
を行うように構成してもよい。このような構成によれば、ユーザは、印刷システムが提供
可能な機能に合わせて適切に印刷条件を調整し、所望とする印刷処理を実行することが可
能となる。
【０４０６】
　また、印刷処理が実行不可能と判定され、ジョブキャンセル処理が実行される場合、こ
の印刷ジョブをＨＤ等の記憶装置（ジョブ記憶手段）に記憶するように構成してもよい。
このような構成によれば、後に記憶装置から印刷ジョブを読み出して再度印刷処理を行う
ことができる。
【０４０７】
　また、記憶装置に記憶された、キャンセルされた印刷ジョブの印刷条件を表示手段に表
示制御し、ユーザからの指示に応じて、この印刷条件を変更し、記憶された印刷ジョブに
基づいて、印刷処理を行うようにしてもよい。このような構成によれば、ユーザの指示に
応じて、記憶された印刷ジョブを読み出し、適宜印刷条件を更新して適切な印刷処理を実
行することが可能となる。
【０４０８】
　＜＜第２実施形態＞＞
　本実施形態では、処理ルールテーブルの内容をユーザが変更可能な構成について説明す
る。本実施形態に係る構成は、第１実施形態に係る構成とほぼ共通しているため、同等の
構成は同一の符号で参照し、相違点を中心に説明する。
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【０４０９】
　図３４は、図５に示すユーザモードキー５０５が本印刷システム１０００のユーザによ
って押下された直後にコントローラ部２０５の制御によりタッチパネル部４０１上に表示
されるシステム設定画面の一例を示したものである。図示するように、各種システム設定
機能に対応したボタンがＬＣＤ上に表示されている。
【０４１０】
　同図において表示される複数のシステム設定機能ボタンのうち、ＪＤＦ設定ボタン６１
０１の役割について説明する。ＪＤＦ設定ボタンは本印刷システム１０００が提供するＪ
ＤＦプリントジョブの動作に関する設定を行う操作画面を表示させるためのものである。
前記ＪＤＦ設定ボタン６１０１が押下された直後にＪＣＤ上に表示する操作画面を図３５
に示す。
【０４１１】
　本印刷システム１０００における本実施形態によるＪＤＦ設定画面は、図示するように
ＪＤＦジョブチケットに記載された設定項目が本印刷システム１０００の機器構成、能力
等により実行できない場合の動作をユーザに選択させる機能を提供するものである。同画
面においてユーザが選択することのできる動作は以下の２種類である。
・キャンセルボタン６３０１に対応づけられている、ＪＤＦジョブチケットに記載された
設定項目が本印刷システム１０００の機器構成、能力等により実行できない場合には当該
ジョブをキャンセルするモード。
・無視ボタン６３０２に対応づけられている、ＪＤＦジョブチケットに記載された設定項
目が本印刷システム１０００の機器構成、能力等により実行できない場合には該当する設
定項目の内容を無視してジョブ実行を継続するモード。
【０４１２】
　図３５においてはＬＣＤ上のボタンは、無視ボタン６３０２が選択状態にあるが、キャ
ンセルボタン６３０１が押下されることにより、キャンセルボタン６３０１を選択状態に
変更する。これらは本印刷システム１０００が具備するコントローラ部２０５の制御によ
り行われる。
【０４１３】
　図３６は、図３５において示したＪＤＦ設定画面において無視ボタン６３０２が選択さ
れた後に、コントローラ部２０５の制御により修正された図２７において示した処理ルー
ルテーブルに格納される情報を示したものである。図３６のように機能フィールド４３０
１に記載された機能が本印刷システム１０００の機器構成、能力等により実行できない場
合の振る舞いとして、非サポート時の動作仕様フィールド４３０２の値が無視になってい
る。処理ルールテーブルの情報が同図のように示される場合に、ＪＤＦプリントジョブが
投入され、かつ該ジョブのＪＤＦジョブチケット部に実行不可能な機能に関する指定がな
された場合には、図のように該当する設定は無視してジョブの実行を継続する。これは、
先の実施形態において示したように、処理ルールテーブル記載の内容に従いジョブの継続
・キャンセルの処理が行われるためである。
【０４１４】
　具体的に例を挙げる。例えば、本印刷システム１０００にシート処理装置２００が装着
されていない状態において中綴じ製本やくるみ製本等の設定を含むＪＤＦによるジョブチ
ケットを受信した場合を考える。この場合、それら実行することの出来ないシート処理に
関する設定は無視し、該設定は反映されない形態の出力物を結果的に生成する。例えば、
図１に示したように、本印刷システム１０００を導入するユーザのワークフローにおいて
オフラインフィニッシャ１１０、ニアラインフィニッシャ１０７等が存在する場合を考え
る。この場合、オペレータを介在することで本印刷システムの出力物を前記オフラインフ
ィニッシャ１１０、ニアラインフィニッシャ１０７に設置し処理させることができる。こ
れにより、最終出力物として中綴じ製本やくるみ製本加工された出力物を得ようとするユ
ーザの目的を達成することが可能となる。
【０４１５】
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　図３７は、図３５において示したＪＤＦ設定画面においてキャンセルボタン６３０１が
選択された後に、コントローラ部２０５の制御により修正された図２７において示した処
理ルールテーブルに格納される情報を示したものである。図のように機能フィールド４３
０１に記載された機能が本印刷システム１０００の機器構成、能力等により実行できない
場合の振る舞いとして、非サポート時の動作仕様フィールド４３０２の値がジョブキャン
セルになっている。例えば、処理ルールテーブルに格納された情報が同図に示す状態にあ
るときに、ＪＤＦプリントジョブが本印刷システム１０００に投入され、かつ該ＪＤＦプ
リントジョブのＪＤＦジョブチケット部に実行不可能な機能に関する指定がなされた場合
を考える。この場合、先の実施形態において示したように、処理ルールテーブル記載の内
容に従いジョブの継続・キャンセルの処理が行われるため、同図に記載されるように、該
当する設定が存在する場合にはジョブの実行がキャンセルされる。
【０４１６】
　具体的に例を挙げるとするならば、本印刷システム１０００にシート処理装置２００が
装着されていない状態において、中綴じ製本やくるみ製本等の設定を含むＪＤＦによるジ
ョブチケットを受信した場合を考える。この場合、それら実行することの出来ないシート
処理に関する設定が存在する場合には出力物を生成しないようジョブをキャンセルする。
より具体的には、例えば、本印刷システム１０００を導入するユーザのワークフローにお
いてオフラインフィニッシャ１１０、ニアラインフィニッシャ１０７等が存在せず、かつ
本印刷システム１０００にもシート処理装置２００を備えていないケースを考える。この
場合、最終出力物として中綴じ製本やくるみ製本加工を指示するジョブを受け取ったとき
に、それら設定を無視してジョブの実行を継続した場合には、ユーザにとって結果的にミ
ス出力物を生成したことになってしまう。このため、ジョブをキャンセルすることで、そ
のような出力を抑制するという、ユーザの目的を達成することが可能となる。
【０４１７】
　（基本処理）
　図３８は本実施形態における本印刷システム１０００の、図２におけるコントローラ部
２０５によってシステム起動時以後の複合機としての機器全体の制御に関する処理フロー
を説明するためのものである。同図のフローチャートは第一の実施形態において示した図
２９のフローチャートに対応するものである。共通部分が多いため、本実施形態において
は図２９のフローとの差分のみの説明を行う。
【０４１８】
　本実施形態では、ステップＳ４７０７の判別の結果が偽であった場合（ステップＳ４７
０７でＮＯ）に、ステップＳ４７１１に進む。ステップＳ４７１１では、ステップＳ４７
０４において発生した処理要求の内容が処理ルールテーブル記載内容変更依頼であるかど
うかを判別する。処理ルールテーブル記載内容変更依頼は、本実施形態においては図３５
において示した操作画面により機能フィールド４３０１に記載された機能が本印刷システ
ム１０００の機器構成、能力等により実行できない場合の振る舞いをユーザが選択する動
作に相当する。
【０４１９】
　ステップＳ４７１１の判別結果が真であった場合（ステップＳ４７１１でＹＥＳ）には
、ステップＳ４７１２に進む。ステップＳ４７１２では、前記処理ルールテーブル記載内
容変更処理を実行し、処理が完了したらステップＳ４７０４のイベント待ち状態に遷移す
る。ステップＳ４７１２の詳細に関しては後述する。ステップＳ４７１２の処理を実行す
ると、ステップＳ４７０４へ戻る。
【０４２０】
　ステップＳ４７１１の判別結果が偽であった場合（ステップＳ４７１１でＮＯ）には、
ステップＳ４７０８に進み前記ＪＤＦジョブ実行、処理ルールテーブル変更もしくは機器
構成変更処理以外の、発生したイベント種に応じた処理を実行する。同ステップにおいて
実行される処理の内容としては、様々なものがあてはまるが、それら個々の動作の種別及
び動作の内容に関しては本実施形態を説明する上で重要ではないため簡略化のため単一の
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ステップにまとめて表記してある。ただし、同ステップにおいては上述したように複数の
処理の実行が含まれていることを明記しておく。ステップＳ４７０８の処理が完了した段
階でステップＳ４７０４のイベント待ち状態に遷移する。
【０４２１】
　（処理ルールテーブル変更処理）
　図３９は、図３７におけるステップＳ４７１２の処理ルールテーブル変更処理の詳細を
説明するためのフロー図である。
【０４２２】
　まず、ステップＳ７１０１において、ハードディスク２０９内に格納されている処理ル
ールテーブルをＲＡＭ２０８上に読み込む。次に、図３５において示した操作画面により
ユーザが選択した処理ポリシーの値、すなわちキャンセルもしくは無視の値をステップＳ
７１０２にて読み込む。ステップＳ７１０２において読み込まれる値は図３５の操作画面
による操作時に、コントローラ部２０５の制御によってＲＡＭ２０８上に格納されており
、その値を同ステップにおいて読み込む。
【０４２３】
　次に、ステップＳ７１０３において、処理ルールテーブル内にまだ走査すべきエントリ
が残存しているかどうかの判別を行う。未処理のエントリが残存している場合（ステップ
Ｓ７１０３でＮＯ）にはステップＳ７１０４に進み、処理ルールテーブル内の次に処理す
べきエントリを選択する。ステップＳ７１０４の処理を終了すると、ステップＳ７１０５
へ進む。
【０４２４】
　ステップＳ７１０５においては、ステップＳ７１０４において選択したエントリの非サ
ポート時の動作仕様フィールド４３０２にステップＳ７１０２においてＲＡＭ２０８から
読みとった値を書き込む。
【０４２５】
　次に、ステップＳ７１０６において、処理ルールテーブルのデフォルト値フィールド４
３０３に対する値の書き込みを行う。ただし、本実施形態においては、非サポート時の動
作仕様フィールドに書き込まれる可能性のある値は無視およびジョブキャンセルのみであ
るため、デフォルト値に関しては明示的な設定をする必要がない。従って、本実施形態に
おける同ステップの動作は該フィールドの値を初期値もしくは値が格納されていないとい
う意味を表現する値を書き込むことを意味する。
【０４２６】
　ステップＳ７１０６の処理が完了したらステップＳ７１０３に戻る。ステップＳ７１０
３からステップＳ７１０６までのステップはループを形成しており、処理ルールテーブル
内の全エントリに対して処理が完了するまで、ステップＳ７１０３からステップＳ７１０
６までの各処理を繰り返す。
【０４２７】
　一方、ステップＳ７１０３の判別の結果、すべてのエントリについて処理が完了したと
判別された場合（ステップＳ７１０３でＹＥＳ）には、ＲＡＭ２０８上に格納されている
修正後の処理ルールテーブルをハードディスク２０９に書き戻し、処理を終了する。
【０４２８】
　上記のように、本実施形態に係る構成においては、処理ルールテーブルのユーザによる
変更を受け付ける。このため、ユーザは、用途や目的に応じて適切な印刷処理の設定を行
うことができる。
【０４２９】
　尚、ここで、上述の本実施形態の全ての構成において共通する構成を確認の意味を含め
て補足説明する。
【０４３０】
　本実施形態の印刷システム１０００が具備する印刷装置１００は、印刷装置１００によ
る印刷処理を要するジョブとして少なくとも大きく分けて２種類のジョブを受付け可能に
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構成している。
【０４３１】
　例えば、既述の如く、制御部２０５は、「プリンタ部２０３による印刷時の印刷条件や
後処理条件条件を含む一連の処理条件データがＪＤＦ形式のデータで表現された、ジョブ
」を、印刷装置１００により受付可能に、システム１０００を制御する。このように、印
刷システム１０００に対する各種指示や動作命令がＪＤＦ形式のデータで指定されている
ジョブを、本実施形態の印刷システム１０００により受付可能に構成している。尚、本実
施形態にて、これに該当するジョブを、例えば、「ＪＤＦジョブ」と定義し、「第１タイ
プのジョブ」と称している。
【０４３２】
　尚、ＪＤＦとは、「Job Definition Format」の略である。このＪＤＦは、ＣＩＰ４の
提唱する印刷に関する工程を指示するためのデータフォーマットであり、且つ、ＸＭＬ言
語によって記述されるものである。このＣＩＰ４とは、「 The International Cooperati
on for　Integration of Processes in Prepress, Press and Post　press」の略である
。このＣＩＰ４は、製版・印刷・印刷後加工における工程の統合のための国際的な協同組
合である。
【０４３３】
　本システム１０００は、印刷装置１００による印刷処理に係る指示やインラインフィニ
ッシャ２００による後処理に係る指示を含む、本システム１０００に対する指示も、この
ＪＤＦ形式のデータを用いて指定可能に構成している。これは、換言すると、本システム
１０００による各種処理の実行要求が、このＪＤＦ形式のデータの中に、コマンドとして
含まれている事を意味する。尚且つ、本実施形態では、本システム１０００にて実行可能
な処理には該当しない処理の実行要求も、このＪＤＦ形式のデータの中に、コマンドとし
て含まれているジョブを、システム１０００により受付可能に構成している。即ち、処理
対象の１つのジョブの一連の処理条件データとして、システム１０００に対するコマンド
とシステム１０００には依らないコマンドの両方のコマンドが含まれているＪＤＦ形式の
データを、システム１０００により受付可能に構成している。
【０４３４】
　本実施形態では、このように、システム１０００により受付対象のジョブに該当する、
ＪＤＦ形式のデータでもって各種コマンドが表現されているジョブを、既述の如く、「Ｊ
ＤＦジョブ」と定義している。
【０４３５】
　以上の構成を前提に、システム１０００の印刷装置１００による印刷実行要求が本実施
形態のＵＩ部を介してオペレータによりなされた処理対象のジョブが、ＪＤＦジョブであ
るとする。このように、ＪＤＦジョブをシステム１０００にて受付けた事を条件に、制御
部２０５は、上述した本実施形態に既述の制御を実行し、上述で例示の各種処理を、当該
ＪＤＦジョブに対して実行可能に、システム１０００を制御する。
【０４３６】
　なぜ、本実施形態にて、このようなＪＤＦジョブを処理可能にシステム１０００を構成
せしめているのか、その理由及びその作用効果の１例について、以下に例示する。
【０４３７】
　例えば、まず、本実施形態では、ＪＤＦジョブの処理を印刷装置１００を含むシステム
１０００により処理可能にする事で以下に例示の効果を図っている。例えば、図１のＰＯ
Ｄ環境１００００では、ＰＣ１０４による印刷編集処理といった、「印刷装置１００によ
る印刷処理に先立って処理対象のジョブにて実行を要する処理に該当する、印刷前処理（
プリプレス）」を行う。この処理の後に、この処理対象のジョブの為に、印刷装置１００
による印刷処理（プレス）を行う。且つ、この処理の後に、このジョブの為に、図１を用
いて冒頭で定義した本実施形態のインラインフィニッシャ２００又はニアラインフィニッ
シャ等により後処理（ポストプレス）を行う。このポストプレスは、「印刷装置１００に
よる印刷処理の後に処理対象のジョブにて実行を要する処理に該当する、印刷後処理」に
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該当する。
【０４３８】
　既述の如く図１のＰＯＤ環境１００００は、複数の独立した機器毎に実行を要する、複
数の処理からなる一連の処理を、処理対象のジョブの印刷物作成完遂に要する一連のワー
クフロー（ジョブフローとも呼ぶ）として、実行可能に構成している。ただし、複数の独
立した機器毎に実行を要する一連の処理は、例えば、プリプレス→プレス→ポストプレス
という一連の処理である。換言すると、本実施形態では、このような「プリプレス」から
「後処理（ポストプレス）間での一連のワークフローを実行するのに要する複数台の生産
機器を、ＰＯＤ環境１００００にて具備している。ただし、この生産機器は、例えば、Ｐ
Ｃ１０４と、印刷装置１００と、非オフラインフィニッシャ（インラインフィニッシャ２
００及びニアラインフィニッシャ１０８又は１０９等）である。且つ、これらの各機器を
管理する生産管理コンピュータ（例えば、サーバコンピュータＰＣ１０３）とを、ネット
ワーク１０１を介して接続可能に構成し、且つ、該コンピュータ１０３により各機器を管
理可能に構成している。
【０４３９】
　このように、本実施形態のＰＯＤ環境１００００は、印刷装置１００とコンピュータ１
０４とのネットワーク１０１を介してのデータ通信を可能に構成している。且つ、該ＰＯ
Ｄ環境１００００は、印刷装置１００と非オフラインフィニッシャ（インラインフィニッ
シャ２００及びニアラインフィニッシャ１０８又は１０９等）とのネットワーク１０１を
介してのデータ通信も可能に構成している。且つ、該ＰＯＤ環境１００００は、コンピュ
ータ１０４と非オフラインフィニッシャ（インラインフィニッシャ２００及びニアライン
フィニッシャ１０８又は１０９等）とのネットワーク１０１を介してのデータ通信も可能
に構成している。このように、印刷物の作成完遂に必要な、互いに異なる処理を実行する
、複数の機器とのデータ通信をするうえで、汎用性の高いデジタルデータ（XML）を利用
可能に構成せしめる。
【０４４０】
　その為に必要な具体的構成として、既述の如く、本実施形態では、ＸＭＬデータを利用
する印刷ジョブとしてＪＤＦジョブを、本印刷装置１００により処理可能に、制御部２０
５により制御している。
【０４４１】
　この本実施形態の構成により、例えば、印刷システムがＪＤＦをサポートしていない為
に未対処或いは対処が困難なニーズの１例として本実施形態が着目している、ＰＯＤ環境
等の印刷環境にて要求されうる、以下に例示する各種ニーズに対処可能となる。
（１）「個々の機械や作業のレベルでの効率化が限界に達しているため、上流から下流ま
でをトータルで管理して、生産性を上げたい」といったニーズ。
（２）「生産情報の伝達のムダやミスを防止したい」といったニーズ。
（３）「印刷すべきデータ自体は顧客のＰＣで作成された電子データであるにも拘らず、
営業担当者が受注伝票を紙で手書き入力し、これを基に生産管理が生産計画を立て、CTP
や印刷が行うといった、業務フロー」の問題。即ち、「ある作業は紙で行っていたり、あ
る別の作業はコンピュータを使っていたりと、紙と電子が入り混じれている、不統一な業
務フロー」の効率化が図るといったニーズ。
【０４４２】
　このようなＰＯＤ環境等の印刷環境にて要求されうるニーズに対処可能に構成すべく、
既述の如く、ＪＤＦジョブを印刷装置１００により受付可能に構成している。また、該Ｊ
ＤＦジョブの処理を、上述の実施形態のように、本印刷システム１０００により、実行可
能に制御部２０５により制御している。
【０４４３】
　このように、ＪＤＦのフォーマットに対応できるよう印刷システム１０００を構成せし
めることで、既述の各種ニーズに対処可能になる等の効果を図っている。
【０４４４】
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　特に例えば、本実施形態がＪＤＦのメリットの１例として想定着目しているＪＤＦ特有
のメリットを、本システム１０００により、可能な限り、向上させる事ができる。例えば
、「印刷会社の内部で使用している、受注伝票・作業指示書・完了報告書・日報などを全
て電子化できる」といった、メリットを向上させることができる。
【０４４５】
　あるいは、例えば、「営業担当者がＣＴＰや印刷機、製本機が今、何の仕事を生産中で
、どの仕事が終了したのかをつぶさに把握することができる」といった、ＪＤＦ特有のメ
リットを、向上させる事ができる。且つ、また、本実施形態がＪＤＦのメリットの１例と
して想定着目している、「ＪＤＦはＸＭＬを利用しているが故に、社内ポータルやブラウ
ザ、ＰＤＦでの確認し指示する事もできる」といったメリットや、これによる作業効率の
向上に、貢献できる。
【０４４６】
　以上の点に着目して、既述が如くに構成せしめている事自体も、本実施形態の印刷シス
テム１０００の大きな特徴点の１例でもあるが、本実施形態の印刷システム１０００は、
更に以下の構成も具備している点も大きな特徴点の１例でもある。
【０４４７】
　既述の如くの、本実施形態では、第１タイプのジョブに該当する「ＪＤＦジョブ」を印
刷装置１００による印刷対象のジョブとして、受付可能に構成している。この構成を前提
に、本実施形態では、この第１タイプのジョブに該当する「ＪＤＦジョブ」とは異なるタ
イプのジョブも、印刷装置１００による印刷対象のジョブとして、受付可能に構成してい
る。
【０４４８】
　例えば、印刷装置１００が具備する機能とインラインフィニッシャ２００が具備する機
能の両機能を最大限に活用可能にした、他の機器に依存しない、本印刷システム１０００
独自のプリンタドライバを介して印刷実行要求がユーザから受付可能に構成する。
【０４４９】
　例えば、この１例として、印刷装置１００のメーカが製造する印刷装置１００専用のプ
リンタドライバを、図１のＰＣ１０３やＰＣ１０４等の外部装置にインストール可能に構
成させる。また、この外部装置のマウスやキーボードを用いたオペレータ操作に応答し、
該外部装置のＣＰＵは、該外部装置にて該印刷装置１００専用のプリンタドライバを起動
させ、当該プリンタドライバの設定画面を、当該外部装置の表示部に表示させる。このよ
うな設定画面の一例としては、例えば、図１７Ａや図１７Ｂの印刷装置１００の為の印刷
設定画面が該当する。また、この設定画面を介して処理対象のジョブの印刷処理条件及び
印刷実行要求をユーザ操作により受付けた事を契機に、該外部装置のＣＰＵは、該ジョブ
のデータを、印刷装置１００へ、ネットワーク１０１を介して送信させる。この際、該外
部装置のＣＰＵは、当該印刷装置１００により印刷処理を実行させる当該ジョブのデータ
を、例えば、ＪＤＦ形式のデータフォーマットには該当しない、例えば、その印刷装置１
００のメーカ独自の非ＪＤＦ対応のデータで送信させる。ここで、非ＪＤＦ対応のデータ
には、例えばＰＤＬ形式のデータ等が該当する。且つ、このこの非ＪＤＦ対応のデータを
、印刷対象のジョブとして、印刷装置１００により、システム１０００を構成せしめてい
る。
【０４５０】
　このように、本実施例にて印刷システム１０００は、既述の第１タイプのジョブに該当
するＪＤＦジョブのみならず、ＪＤＦ形式のデータではない非ＪＤＦ対応のデータも、処
理対象のジョブとして、受付可能に構成している。
【０４５１】
　本実施形態では、この「非ＪＤＦ形式のデータ」のジョブの事を、「非ＪＤＦジョブ」
と定義し、第２タイプのジョブとも称している。本実施形態では、この「非ＪＤＦジョブ
」とは、「ＸＭＬ言語以外の言語によって、システム１０００に対する各種実行要求が記
述されている、システム１０００により受付許可対象のジョブ」である事を意味し、定義
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している。
【０４５２】
　例えば、この「非ＪＤＦジョブ」の１例に該当する「ＰＤＬ形式のジョブ」も、システ
ム１０００の外部Ｉ／Ｆ部２０２を介して受付可能に構成している。このＰＤＬとは、Pa
ge Description Languageの略である。本実施形態にて、制御部２０５は、システム１０
００が受付けた当該ＰＤＬ形式のジョブにて要する処理をシステム１０００により実行さ
せる。即ち、制御部２０５は、「プリンタ部２０３による印刷時の印刷条件や後処理条件
条件を含む一連の処理条件データが、ＪＤＦ形式のデータ以外のデータフォーマットで表
現された、ジョブ」を、印刷装置１００により受付可能に、システム１０００を制御する
。
【０４５３】
　このように、印刷システム１０００に対する各種指示や動作命令がＪＤＦ形式のデータ
では指定されていないジョブを、本実施形態の印刷システム１０００により受付可能に構
成している。尚、本実施形態では既述の如く、これに該当するジョブを、例えば、「非Ｊ
ＤＦジョブ」と定義し、「第２タイプのジョブ」とも称す。
【０４５４】
　以上の構成を前提に、システム１０００の印刷装置１００による印刷実行要求が本実施
形態のＵＩ部を介してオペレータによりなされた処理対象のジョブが、非ＪＤＦジョブで
あるとする。
【０４５５】
　このように、印刷処理を要する非ＪＤＦジョブを、例えば外部Ｉ／Ｆ部２０２等を介し
てシステム１０００により受付たとする。すると、これを条件に、制御部２０５は、先の
実施形態にて既述のＪＤＦジョブを処理する為の制御とは区別している、非ＪＤＦジョブ
をシステム１０００にて処理する為のコンピュータ読取可能な制御プログラムをＨＤ２０
９から読出実行する。且つ、そのプログラムに従った制御を実行することで、制御部２０
５は、この非ＪＤＦジョブの為にシステム１０００にて実行すべき処理を、システム１０
００により実行させる。
【０４５６】
　既述の如く、ＪＤＦジョブ用の処理をシステム１０００により実行可能にするのみなら
ず、非ＪＤＦジョブ用の処理も、該ＪＤＦジョブ用の処理とは区別且つ独立して実行可能
に、制御部２０５は、システム１０００を制御する。且つ、これにより以下のように本シ
ステム１０００を構成せしめる。
【０４５７】
　例えば、印刷実行要求がなされた処理対象のジョブが、ＪＤＦジョブであるとする。こ
の場合、制御部２０５は、そのＪＤＦジョブのデータをＨＤ２０９に記憶させた際に、そ
のＪＤＦジョブのＸＭＬデータで如何なる印刷処理条件が設定されているか否かを特定す
る。且つ、制御部２０５は、システム１０００のシステム構成情報もＨＤ２０９から読出
し確認する。これにより、制御部２０５は、そのＪＦＤジョブにて印刷完遂に必要な全て
の処理をシステム１０００にて全て処理できるか否かを確認し、以下に例示のような判断
を行う。
【０４５８】
　例えば、上記受付たＪＤＦジョブは、「そのＪＤＦジョブで指示されている複数の処理
のうちの一部の処理はシステム１０００にて実行不可だが、残りの処理については、シス
テム１０００にて実行可能なジョブ」である。或いは、上記ＪＤＦジョブは、「そのＪＤ
Ｆジョブで指示されている複数の処理のうちのどの処理もシステム１０００にて実行不可
なジョブ」である。これら少なくとも何れかのケースに該当する判断を制御部２０５が下
したとする。尚、ここでは、この少なくとも何れかに該当するケースのＪＤＦジョブの事
を、「非完全一致型のＪＤＦジョブ」と定義する。
【０４５９】
　このように、処理対象のジョブが「非完全一致型のＪＤＦジョブ」である事を条件に、
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制御部２０５は、印刷装置のＨＤ２０９に予め保持している「ＪＤＦジョブを処理する為
の制御ルール情報を読出参照する。ただし、先の実施例では、既述の如く、管理テーブル
形式でこの制御ルール情報に該当する情報を管理している。
【０４６０】
　その結果、「非完全一致型のＪＤＦジョブに該当するジョブは、印刷開始自体を禁止し
、且つ、そのジョブの処理自体を終了する為の、ジョブキャンセル処理を実行する」設定
が、システム１０００にて予め指示されているとする。この場合、制御部２０５は、該外
部Ｉ／Ｆ２０２を介し受付けた「非完全一致型のＪＤＦジョブ」の印刷データをプリンタ
部２０３により印刷開始させる事自体を禁止する。且つ、制御部２０５は、そのジョブの
処理を、オペレータによる処理中止要求が入力される事無しに、自動的に、終了させる。
且つ、制御部２０５は、ＨＤ２０９に保持させていた印刷データを含むそのジョブのデー
タ自体をＨＤ２０９から消去するよう制御する。
【０４６１】
　このような「非完全一致型のＪＤＦジョブ」のキャンセル処理を、システム１０００に
て予め設定された該ＪＤＦジョブの為のルール情報に従い、自動的に実行可能に、制御部
２０５はシステム１０００を制御する。
【０４６２】
　一方、上記の制御ルール情報を確認した結果、「非完全一致型のＪＤＦジョブに該当す
るジョブに関して、システム１０００にて可能な処理についてはシステム１０００にて遂
行し、システム１０００にて実行不可の処理については無視する（行わない）。これによ
り、印刷開始自体は禁止せず、プリンタ部２０３により印刷処理の実行自体は許可する」
設定が、システム１０００にて予め指示されているとする。この場合、制御部２０５は、
該外部Ｉ／Ｆ２０２を介し受付けた「非完全一致型のＪＤＦジョブ」の印刷データをプリ
ンタ部２０３により印刷開始させる事自体は禁止せず、ＨＤ２０９から該印刷データを読
出して印刷させる。且つ、且つ、制御部２０５は、そのＪＤＦジョブで指示されている複
数の処理のうちのシステム１０００にて実行不可の処理については、実行しないように制
御する。或いは、システム１０００にて実行可能なデフォルト設定の処理に変更して変更
後の処理を実行させるようシステム１０００を制御する。且つ、制御部２０５は、そのＪ
ＤＦジョブで指示されている複数の処理のうちのシステム１０００にて実行可の処理につ
いては、その指示どおりの処理を、システム１０００にて実行させる。
【０４６３】
　このような「非完全一致型のＪＤＦジョブ」のキャンセル処理を禁止した印刷処理を、
システム１０００にて予め設定された該ＪＤＦジョブの為のルール情報に従い自動的に実
行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御する。本実施形態では、このように「
非完全一致型のＪＤＦジョブ」の処理をキャンセルせずに、システム１０００にて可能な
処理は実行して、印刷処理自体はシステム１０００にて完遂させる事を、「非完全一致型
のＪＤＦジョブの縮退処理」とも称す。
【０４６４】
　更に、上記受付たＪＤＦジョブは、「そのＪＤＦジョブにて指示されている複数の処理
の全ての処理をシステム１０００にて実行可能なジョブ」である。これに該当する判断を
制御部２０５が下したＪＤＦジョブの事を、ここでは、「処理条件が完全一致型のＪＤＦ
ジョブ」と定義する。この場合、制御部２０５は、上記ルール情報を参照する事無く、そ
の外部Ｉ／Ｆ２０２を介し受付た「完全一致型のＪＤＦジョブ」の印刷データの印刷開始
を禁止せず、ＨＤ２０９から該印刷データを読出して印刷させる。且つ、制御部２０５は
、そのジョブにて要する全ての処理をシステム１０００にて全て実行させる。
【０４６５】
　以上の構成を前提に例えば、ＪＤＦジョブの印刷処理をプリンタ部２０３により実行中
に、外部Ｉ／Ｆを介して非ＪＤＦジョブを受付けたとする。すると、これを契機に、制御
部２０５は、この非ＪＤＦジョブを、印刷待ち状態のジョブとして、ＨＤ２０９にて、先
行のＪＤＦジョブの処理が終了する迄、この非ＪＤＦジョブの印刷開始を待機させる。且
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つ、先行のＪＤＦジョブの処理がシステム１０００にて終了した事をシステム１０００の
ステータス情報を基に確認した事を条件に、制御部２０５は、当該後続の非ＪＤＦジョブ
の印刷処理をプリンタ部２０３により開始実行させる。ただし、この非ＪＤＦジョブを受
付けた際に、制御部２０５は、先のＪＤＦジョブ用の制御ルール情報とは区別してＨＤ２
０９にて予め管理している非ＪＤＦジョブ用の制御ルール情報を参照する。この非ＪＤＦ
ジョブ用の制御ルール情報に基づいて当該非ＪＤＦジョブの処理を制御する。このように
、ＪＤＦジョブの処理とは区別した制御及び処理を、非ＪＤＦジョブに対して実行するよ
うシステム１０００を制御する。
【０４６６】
　例えば、システム１０００にて受付けた、この非ＪＤＦジョブは、「その非ＪＤＦジョ
ブで指示されている複数の処理のうちの一部の処理はシステム１０００にて実行不可だが
、残りの処理については、システム１０００にて実行可能なジョブ」である。或いは、そ
の非ＪＤＦジョブは、「その非ＪＤＦジョブで指示されている複数の処理のうちのどの処
理もシステム１０００にて実行不可なジョブ」である。これら少なくとも何れかのケース
に該当する判断を制御部２０５が下したとする。尚、ここでは、この少なくとも何れかに
該当するケースの非ＪＤＦジョブの事を、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」と定義する
。
【０４６７】
　このように、処理対象のジョブが「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」である事を条件に
、制御部２０５は、印刷装置のＨＤ２０９に予め保持している「非ＪＤＦジョブを処理す
る為の制御ルール情報」を読出参照する。
【０４６８】
　その結果、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブに該当するジョブは、印刷開始自体を禁止
し、そのジョブの処理自体を終了する、ジョブキャンセル処理を実行する」設定が、シス
テム１０００にて予め指示されているとする。この場合、制御部２０５は、該外部Ｉ／Ｆ
２０２を介し受付けた「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」の印刷データをプリンタ部２０
３により印刷開始させる事自体を禁止する。且つ、制御部２０５は、その非ＪＤＦジョブ
の処理を、オペレータによる処理中止要求が入力される事無しに、自動的に、終了させる
。且つ、制御部２０５は、ＨＤ２０９に保持させていた印刷データを含むその非ＪＤＦジ
ョブのデータ自体をＨＤ２０９から消去するよう制御する。
【０４６９】
　上述の如く、制御部２０５は、この「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」の為のキャンセ
ル処理を、システム１０００にて予め設定された非ＪＤＦジョブの為の非ＪＤＦジョブ用
のルール情報に従い、自動的に実行可能にシステム１０００を、制御する。
【０４７０】
　一方、「非ＪＤＦジョブを処理する為の制御ルール情報」を読出参照した結果、次のよ
うな設定が指示されているとする。即ち、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブに該当するジ
ョブに関して、システム１０００にて可能な処理についてはシステム１０００にて遂行し
、システム１０００にて実行不可の処理については無視する（行わない）。これにより、
印刷開始自体は禁止せず、プリンタ部２０３により印刷処理の実行自体は許可する」設定
が、システム１０００にて予め指示されているとする。この場合、制御部２０５は、該外
部Ｉ／Ｆ２０２を介し受付けた「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」の印刷データをプリン
タ部２０３により印刷開始させる事自体は禁止せず、ＨＤ２０９から該印刷データを読出
して印刷させる。且つ、且つ、制御部２０５は、その非ＪＤＦジョブで指示されている複
数の処理のうちのシステム１０００にて実行不可の処理については、実行しないように制
御する。或いは、システム１０００にて実行可能なデフォルト設定の処理に変更して変更
後の処理を実行させるようシステム１０００を制御する。且つ、制御部２０５は、その非
ＪＤＦジョブで指示されている複数の処理のうちのシステム１０００にて実行可の処理に
ついては、その指示どおりの処理を、システム１０００にて実行させる。
【０４７１】
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　このような「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」のキャンセル処理を禁止した印刷処理を
、システム１０００にて予め設定された非ＪＤＦジョブ用のルール情報に従い自動的に実
行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御する。尚、本実施形態では、このよう
に「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」の処理をキャンセルせずに、システム１０００にて
可能な処理は実行して、印刷処理自体はシステム１０００にて完遂させる事を、「非完全
一致型の非ＪＤＦジョブの縮退処理」とも称す。
【０４７２】
　更に、上記受付た非ＪＤＦジョブは、「その非ＪＤＦジョブにて指示されている複数の
処理の全ての処理をシステム１０００にて実行可能なジョブ」である。これに該当する判
断を制御部２０５が下した非ＪＤＦジョブの事を、ここでは、「処理条件が完全一致型の
非ＪＤＦジョブ」と定義する。この場合、制御部２０５は、上記非ＪＤＦジョブ用のルー
ル情報を参照する事無く、その外部Ｉ／Ｆ２０２を介し受付た「完全一致型の非ＪＤＦジ
ョブ」の印刷データの印刷開始を禁止せず、ＨＤ２０９から該印刷データを読出して印刷
させる。且つ、制御部２０５は、そのジョブにて要する全ての処理をシステム１０００に
て全て実行させる。
【０４７３】
　しかも、本実施形態では、この非ＪＤＦジョブ用の制御を、上述のＪＤＦジョブ用の制
御とは、独立且つ区別して、システム１０００にて実行可能に構成している。例えば、第
１の制御例として、既述の如く、非完全一致型の非ＪＤＦジョブのキャンセル処理を、シ
ステム１０００にて予め設定された該非ＪＤＦジョブの為の非ＪＤＦジョブ用のルール情
報に従い、自動的に実行可能に制御している。
【０４７４】
　本実施形態では、この非ＪＤＦ用のジョブのキャンセル制御を、次のような場合におい
ても、制御部２０５により実行する。即ち、「非完全一致型のＪＤＦジョブのキャンセル
処理を、システム１０００にて予め設定された該ＪＤＦジョブの為のルール情報に従い、
自動的に実行可能にシステム１０００を制御している場合」においても、制御部２０５に
より、実行する。
【０４７５】
　この状況は、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」のキャンセル処理を実行するようシス
テム１０００を制御している期間中においても、ＪＤＦジョブをシステム１０００により
受付可能にする。且つ、該期間中に、当該ＪＤＦジョブを受付けた事を条件に、制御部２
０５は、ＪＤＦジョブ用のルール情報に従った処理をシステム１０００に実行させる。例
えば、このＪＤＦジョブが「非完全一致型のＪＤＦジョブ」である事を条件に、制御部２
０５が、このＪＤＦジョブのキャンセル処理をシステム１０００にて実行させる。
【０４７６】
　また、第２の制御例として、例えば既述の如く、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブのキ
ャンセル処理を、システム１０００にて予め設定された該非ＪＤＦジョブの為の非ＪＤＦ
ジョブ用のルール情報に従い、自動的に実行可能に制御する。
【０４７７】
　本実施形態では、この非ＪＤＦ用のジョブのキャンセル制御を、次のような場合におい
ても、制御部２０５により実行する。即ち、「非完全一致型のＪＤＦジョブの縮退処理を
、システム１０００にて予め設定された該ＪＤＦジョブの為のルール情報に従い、自動的
に実行可能にシステム１０００を制御している場合」においても、制御部２０５により、
実行する。
【０４７８】
　この状況は、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」のキャンセル処理を実行するようシス
テム１０００を制御している期間中においても、ＪＤＦジョブをシステム１０００により
受付可能にする。且つ、該期間中に、当該ＪＤＦジョブを受付けた事を条件に、制御部２
０５は、ＪＤＦジョブ用のルール情報に従った処理をシステム１０００に実行させる。例
えば、このＪＤＦジョブが「非完全一致型のＪＤＦジョブ」である事を条件に、制御部２
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０５が、このＪＤＦジョブの縮退処理をシステム１０００にて実行させる。
【０４７９】
　また、第３の制御例として、例えば既述のように、非完全一致型の非ＪＤＦジョブの縮
退処理を、予め設定された該非ＪＤＦジョブの為の非ＪＤＦジョブ用のルール情報に従い
、自動的に実行可能に、制御部２０５がシステム１０００を制御する。
【０４８０】
　本実施形態では、この非ＪＤＦ用のジョブの縮退制御を、次のような場合においても、
制御部２０５により、実行する。即ち、「非完全一致型のＪＤＦジョブの縮退処理を、シ
ステム１０００にて予め設定された該ＪＤＦジョブの為のルール情報に従い、自動的に実
行可能にシステム１０００を制御している場合」においても、制御部２０５により、実行
する。
【０４８１】
　この状況は、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」の縮退処理を実行するようシステム１
０００を制御している期間中においても、ＪＤＦジョブをシステム１０００により受付可
能にする。且つ、該期間中に、当該ＪＤＦジョブを受付けた事を条件に、制御部２０５は
、ＪＤＦジョブ用のルール情報に従った処理をシステム１０００に実行させる。例えば、
このＪＤＦジョブが「非完全一致型のＪＤＦジョブ」である事を条件に、制御部２０５が
、このＪＤＦジョブの縮退処理をシステム１０００にて実行させる。
【０４８２】
　又、第４の制御例として、例えば、非完全一致型の非ＪＤＦジョブの縮退処理を、シス
テム１０００にて予め設定された該非ＪＤＦジョブの為の非ＪＤＦジョブ用のルール情報
に従い、自動的に実行可能に、制御部２０５がシステム１０００を制御する。
【０４８３】
　本実施形態では、この非ＪＤＦ用のジョブの縮退制御を、次のような場合においても、
制御部２０５により、実行する。即ち、「非完全一致型のＪＤＦジョブのキャンセル処理
を、システム１０００にて予め設定された該ＪＤＦジョブの為のルール情報に従い、自動
的に実行可能にシステム１０００を制御している場合」においても、制御部２０５により
、実行する。
【０４８４】
　この状況は、「非完全一致型の非ＪＤＦジョブ」の縮退処理を実行するようシステム１
０００を制御している期間中においても、ＪＤＦジョブをシステム１０００により受付可
能にする。且つ、該期間中に、当該ＪＤＦジョブを受付けた事を条件に、制御部２０５は
、ＪＤＦジョブ用のルール情報に従った処理をシステム１０００に実行させる。例えば、
このＪＤＦジョブが「非完全一致型のＪＤＦジョブ」である事を条件に、制御部２０５が
、このＪＤＦジョブのキャンセル処理をシステム１０００にて実行させる。
【０４８５】
　以上のように、本実施形態では、ＪＤＦジョブに該当する第１タイプのジョブ、及び、
非ＪＤＦジョブに該当する第２タイプのジョブを、含む複数種類のジョブをシステム１０
００により受付可能に構成している。
【０４８６】
　この構成を前提に、受付けた処理対象のジョブがＪＤＦジョブである事を確認した事を
条件に、制御部２０５は、当該ＪＤＦジョブが非完全一致型のＪＤＦジョブか否かを確認
する。その結果、該ＪＤＦジョブが非完全一致型のＪＤＦジョブである事を確認した事を
条件に、制御部２０５は、該ＪＤＦジョブに対する処理を既述の如く実行するようシステ
ム１０００を制御する。
【０４８７】
　且つ、既述の構成を前提に、受付けた処理対象のジョブが非ＪＤＦジョブである事を確
認した事を条件に、制御部２０５は、当該非ＪＤＦジョブが非完全一致型の非ＪＤＦジョ
ブか否かを確認する。その結果、該非ＪＤＦジョブが非完全一致型の非ＪＤＦジョブであ
る事を確認した事を条件に、制御部２０５は、該非ＪＤＦジョブに対する処理を既述の如
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く実行するようシステム１０００を制御する。
【０４８８】
　このように、ＪＤＦジョブ用の制御と、非ＪＤＦジョブ用の制御とを、独立且つ区別し
て、システム１０００にて実行可能に構成している。
【０４８９】
　且つ、この構成を前提に、ＪＤＦジョブにて要する印刷処理を既述の如くシステム１０
００にて実行させている最中に、制御部２０５は、非ＪＤＦジョブの処理要求を受付可能
にする。且つ、このＪＤＦジョブの印刷実行中に受付けた非ＪＤＦジョブは、印刷待ち状
態のジョブとして、ＨＤ２０９により、待機させるよう制御部２０５はシステム１０００
を制御する。且つ、このＪＤＦジョブの印刷処理がシステム１０００にて完了した事を条
件に、制御部２０５は、この非ＪＤＦジョブの印刷処理をシステム１０００により実行可
能にする。
【０４９０】
　且つ、この構成を前提に、非ＪＤＦジョブにて要する印刷処理を既述の如くシステム１
０００にて実行させている最中に、制御部２０５は、ＪＤＦジョブの処理要求を受付可能
にする。且つ、制御部２０５は、この非ＪＤＦジョブの印刷実行中に受付けたＪＤＦジョ
ブを、印刷待ち状態のジョブとして、ＨＤ２０９により、待機させる。且つ、この非ＪＤ
Ｆジョブの印刷処理がシステム１０００にて完了した事を条件に、制御部２０５は、この
ＪＤＦジョブの印刷処理をシステム１０００により実行可能にする。
【０４９１】
　以上のような構成も具備している点も本実施形態の印刷システム１０００の主なる特徴
点の１例でもある。
【０４９２】
　このように本実施形態の印刷システム１０００は、少なくとも、ＪＤＦ対応の印刷装置
１００を具備している。このように、ＰＯＤ市場向けのシステムにて今後期待される、印
刷工程全般に関わる共通的なデジタルフォーマット（指示書或いはジョブチケットとも呼
ぶ）を利用可能に構成している。
【０４９３】
　これにより、既述が如くのＪＤＦのメリットを本システム１０００でも可能な限り享受
可能に構成している。そのメリットとして本実施形態では既述の如く、例えば以下の点に
着目している。
【０４９４】
　例えば、ＪＤＦは、そのフォーマットに，Webの基本的なフォーマットでもあるXMLを使
用する。この特性を利用し、Webサイト上で生産管理，印刷機，製本機等各機器の稼働状
況等を確認するといった、印刷工程全般に関わる管理面でのメリットがＪＤＦによりある
点を着目している。本実施形態では、このメリットが印刷システム１０００を用いても享
受可能となるという効果が図れる点も特徴点の１例でもある。
【０４９５】
　又、最終成果物としての印刷物に関わる入稿工程から配送工程といった、１つの機器に
留まらず、複数デバイスが連携する、一連の作業工程に関わる指示をＪＤＦ形式の指示書
には、記述可能である。この特定を利用し、複数の機器を用いた複数の工程からなる一連
のワークフローを、一つの指示書で管理していくこともＪＤＦを利用する事で実現可能と
なる。このような印刷工程全般に関わる複数の機器同士の連携や各種機器の自動化といっ
た観点でのメリットがＪＤＦにはある。本実施形態では、このメリットが印刷システム１
０００を用いても享受可能となるという効果が図れる点も特徴点の１例でもある。
【０４９６】
　しかも、本実施形態では、これらに加え、特に、従前ではまだまだ検討の余地が残され
ている以下に例示が如くの課題をも対処可能となるという効果が得られるように構成して
いる点も、大きな特徴点の１例でもある。
【０４９７】
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　（課題１）単に、ＪＤＦにて指示されている通りの印刷物が印刷装置やシステムにて作
成できないならば、そのＪＤＦジョブの印刷処理自体を印刷装置や印刷システムにより実
行させたくないというユーザニーズに対処が困難であるという課題。
【０４９８】
　例えば、ＪＤＦの設定は、印刷装置固有に準備されたプリンタドライバとは異なり、当
該印刷装置の仕様や構成情報を知らなくても作成することが可能である。これは、１デバ
イスに依存しない共通フォーマットで、極力、様々な機器にてジョブを処理出来るように
する事を目的としたＪＤＦ特有のメリットを活用した構成ともいえる。
【０４９９】
　しかし、この状況は、換言すると、例えば、実行環境（印刷装置やシステムの能力や装
備状況等）により、該ＪＤＦジョブで指示された動作を印刷装置や印刷システムにて完全
に実行できないケースが発生しうる事を意味すると考える。
【０５００】
　又、利用者の観点から検討すると、例えば、ＪＤＦを用いて印刷を指示する場合に、指
示通りの印刷物が印刷装置（印刷システム）にて作成できない場合には、そのジョブの処
理自体をキャンセルすることを望むケースが、ユーザニーズとして、想定される。
【０５０１】
　特に、本実施形態にて代表例として着目しているＰＯＤ環境が如くの印刷環境では、顧
客に納品する商品としての印刷物をシステム１０００にて作成するケースが想定されうる
。
【０５０２】
　このようにＰＯＤ環境が如くの印刷環境にて、商品としての印刷物をシステム１０００
にて作成するのに、顧客が望まない印刷物を作成するようでは、何の意味もないばかりか
、失敗コストが無駄に増えるだけとなる可能性が予想されうる。
【０５０３】
　本実施形態によれば、このような以上のような（課題１）をも解決可能となり、既述が
如くのＰＯＤ環境が如くの印刷環境にて想定されうるＰＯＤ環境が如くの印刷環境特有の
上述のようなユーザニーズにも対処可能となる。
【０５０４】
　（課題２）単に、ＪＤＦにて指示されている通りの印刷物が印刷装置又はシステムにて
作成できない場合でも、あえて、ＪＤＦジョブを処理したいというユーザニーズに対処が
困難であるという課題。
【０５０５】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャ２００では実行不可のフィニッシ
ングがＪＤＦジョブで指定されているとする。この場合、システム１０００にて、その処
理は実行不可である。しかし、例えば、図１のＰＯＤ環境１００００が如く、このシステ
ム１０００が設定されている印刷作業現場には、オフラインフィニッシャやインラインフ
ィニッシャといった、非インラインタイプのフィニッシャが用意されている作業現場であ
るとする。この場合、システム１０００のインラインフィニッシャでは処理ができないフ
ィニッシングでも、非インラインタイプのインラインフィニッシャを利用すれば、商品と
して印刷物は問題なく作成可能なケースが予想される。
【０５０６】
　このような場合、例えば、「ＪＤＦにて指示されている通りの印刷物をシステム１００
０のみでは完成させる事自体はできないが、非インラインタイプのフィニッシャを利用す
ることで、問題なく、印刷物は完成できる。故に、印刷システム１０００にて商品として
印刷物の完成は自体はできない場合でも、ＪＤＦジョブに関し、印刷処理等、システム１
０００にて可能な処理については、あえて、システム１０００により実行させたい。その
方が、より多くの顧客からの大量の印刷ジョブを処理するうえで、効率的である。」。
【０５０７】
　このような複数のジョブの全体の生産性を考慮するが如くのユーザニーズが、当該ＰＯ
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Ｄ環境が如くの印刷環境におけるシステム１０００の作業現場のシステム１０００のオペ
レータから要求されうる。
【０５０８】
　このように本実施形態では、ＪＤＦにて指示されている通りの印刷物が印刷装置やシス
テム自体では作成できない場合でも、あえて、ＪＤＦジョブを処理したいというユーザニ
ーズが、ＰＯＤ環境が如くの印刷環境にて今後要求されうる事に、着目している。
【０５０９】
　しかし、単に、ＪＤＦジョブに対応した程度の構成の印刷装置や印刷システム等では、
このニーズにも対処困難である。
【０５１０】
　本実施形態によれば、このような以上のような（課題２）をも解決可能となり、既述が
如くのＰＯＤ環境が如くの印刷環境にて想定されうるＰＯＤ環境が如くの印刷環境特有の
上述のようなユーザニーズにも対処可能となる。
【０５１１】
　以上に例示が如く、ＪＤＦ形式のデータは、汎用性や機器の自動化や機器の連携や機器
の管理等の観点で期待がもてる反面、１つの機器或いは特定タイプの装置の為にだけに用
意されているデータではない。故に、これに起因して、上記のようなケースが発生しうる
。その結果、上記のような様々なユーザニーズに柔軟に対処できるようにした印刷システ
ム、印刷装置を提供可能にするには、まだまだ検討の余地が残されている。このような現
状を可能な限り改善できるようにする為の仕組みを、本システム１０００にて提供可能に
構成している点も、大きな特徴点の１例でもある。
【０５１２】
　その為にも、図１～図３９で例示が如くの各種構成要件を本システム１０００が具備し
、且つ、制御部２０５により、上述した各種制御を本システム１０００の為に実行可能に
構成している。
【０５１３】
　尚、上述の各構成に関し、全ての構成を具備していなくても良い。換言すると、本実施
形態に記載のＪＤＦに係る作用効果の少なくとも１つを得られるように構成しているなら
ば、如何なる構成でも、良い。しかし、少なくとも、以下の構成要素は具備するように構
成する事が望ましい。
【０５１４】
　印刷処理を要するジョブとして、複数種類のジョブを印刷装置１００により処理可能に
システム１０００を構成する。この複数種類のジョブとして、少なくとも、ＸＭＬ言語を
用いて処理条件が指定されているＪＤＦジョブと、ＸＭＬ言語以外の言語で複数の処理条
件が指定されている非ＪＤＦジョブとを、受付可能に制御部２０５によりシステム１００
０を制御する。なお、非ＪＤＦジョブには、例えばＰＤＬジョブが含まれる。
【０５１５】
　この構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御を実行する。例えば、処理対象
のジョブが、「前記非ＪＤＦジョブではなく、前記ＪＤＦジョブ」である。これを条件Ａ
とする。且つ、当該ＪＤＦジョブが、「前記システム１０００にて実行不可の処理条件を
含んでいないＪＤＦジョブではなく、システム１０００にて実行不可の処理条件を含んで
いるＪＤＦジョブ」である。これを条件Ｂとする。これら条件Ａと条件Ｂの２条件を満足
した場合に、制御部２０５は、当該ＪＤＦジョブの印刷処理をキャンセル可能にシステム
１０００を制御する。
【０５１６】
　又、上記構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。例えば、処理
対象のジョブが、「前記非ＪＤＦジョブではなく、前記ＪＤＦジョブ」である。且つ、当
該ＪＤＦジョブが、「前記システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいないＪＤ
Ｆジョブではなく、システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいるＪＤＦジョブ
」である。即ち、既述の如く、条件Ａと条件Ｂの２条件を満足した場合に、制御部２０５
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は、当該ＪＤＦジョブの印刷処理はキャンセルせずに、当該ＪＤＦジョブにて要する複数
の処理のうちの前記システム１０００にて実行可能な処理はシステムにより実行可能に制
御する。
【０５１７】
　又、上記構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。例えば、処理
対象のジョブが、「前記非ＪＤＦジョブではなく、前記ＪＤＦジョブ」である。且つ、当
該ＪＤＦジョブが、「前記システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいないＪＤ
Ｆジョブではなく、システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいるＪＤＦジョブ
」である。即ち、既述の如く、条件Ａと条件Ｂの２条件を満足した場合に、制御部２０５
は、次の処理を、システム１０００にて、選択的に、実行可能にする。
・当該ＪＤＦジョブの印刷処理を前記システム１０００にてキャンセルさせる第１処理。
・当該ＪＤＦジョブの印刷処理はキャンセルせずに、当該ＪＤＦジョブにて要する複数の
処理のうちの前記システム１０００にて実行可能な処理はシステムにより実行させる、第
２処理。
【０５１８】
　又、上記構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。例えば、処理
対象のジョブが、「前記非ＪＤＦジョブではなく、前記ＪＤＦジョブ」である。即ち、条
件Ａは満足する。但し、当該ＪＤＦジョブは、「システム１０００にて実行不可の処理条
件を含んでいるＪＤＦジョブではなく、前記システム１０００にて実行不可の処理条件を
含んでいないＪＤＦジョブ」である。これは、条件Ｃとする。この条件Ａと条件Ｃの２条
件を満足した場合に、制御部２０５は、当該ＪＤＦジョブの印刷処理を前記システム１０
００により実行させる。
【０５１９】
　又、上記構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。該制御部２０
５は、ＨＤ２０９に記憶されたＪＤＦジョブに係るＪＤＦジョブ用のルール情報に基づい
て、前記システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいるＪＤＦジョブに対する処
置を決定する。これにより上述の条件Ａと条件Ｂの２条件を満足するＪＤＦジョブに対し
て実行すべき処理を決定する。
【０５２０】
　又、上記構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。前記ＪＤＦジ
ョブの印刷処理を印刷装置１００により実行期間中に、前記非ＪＤＦジョブを受付可能に
する。且つ、制御部２０５は、前記ＪＤＦジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行
期間中に、前記非ＪＤＦジョブを受付けた場合に、このＪＤＦジョブの印刷処理の完了後
に、該非ＪＤＦジョブの印刷処理をシステム１０００にて実行可能にする。
【０５２１】
　又、上記構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。該制御部２０
５は、上述のＪＤＦジョブに対する制御とは独立した制御を、上記非ＪＤＦジョブの為に
実行する。
【０５２２】
　この構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。該制御部２０５は
、ＨＤ２０９に記憶された非ＪＤＦジョブに係る非ＪＤＦジョブ用のルール情報に基づい
て、システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいる非ＪＤＦジョブに対する処置
を決定する。これにより、既述の如く、制御部２０５は、不完全一致型の非ＪＤＦジョブ
のキャンセル処理及び、不完全一致型の非ＪＤＦジョブの縮退処理の何れかを、当該非Ｊ
ＤＦジョブ用のルールに基づいてシステム１０００により実行可能にする。
【０５２３】
　以上の構成を前提に、制御部２０５は、以下に例示の制御も実行する。該制御部２０５
は、システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいるＪＤＦジョブに対する処置を
決定するＪＤＦジョブ用のルール情報を、ＨＤ２０９に、予め記憶させておく。且つ、制
御部２０５は、このルール情報とは、区別可能な状態で、システム１０００にて実行不可
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の処理条件を含んでいる非ＪＤＦジョブに対する処置を決定するルール情報も、ＨＤ２０
９に、予め記憶させておく。これらのルール情報の内容は、本実施形態のユーザインタフ
ェース部（例えば、操作部２０４）を介してオペレータによりシステム１０００の機器設
定として登録された設定情報に基づいた内容となるように制御部２０５によりＨＤ２０９
を制御する。且つ、このＨＤ２０９に、前記ＪＤＦジョブの印刷データと前記非ＪＤＦジ
ョブの印刷データを記憶可能に制御部２０５により制御する。且つ、印刷装置１００によ
り印刷を行う際には、ＪＤＦジョブの印刷データも、非ＪＤＦジョブの印刷データも、当
該ＨＤ２０９から読出し、プリンタ部２０３により印刷可能に制御部２０５により印刷装
置１００を制御する。
【０５２４】
　既述の構成は、換言すると、少なくとも、以下に例示の構成を具備している事を意味す
る。例えば、該制御部２０５は、本実施形態の既述が如くのユーザインタフェース部を介
して、システム１０００にて実行不可の処理条件を含んでいるＪＤＦジョブに対する処置
を決定するのに要するユーザ設定を受付可能にする。且つ、制御部２０５は、この受付け
たＪＤＦジョブに対する処置を決定するのに要するユーザ設定に基づいて、システム１０
００にて実行不可の処理条件を含んでいるＪＤＦジョブの印刷処理をキャンセルするか縮
退処理するかを決定する。
【０５２５】
　以上のような各種構成要件の少なくとも何れかの構成は具備するように構成するものは
、本実施形態に包含される。
【０５２６】
　以上のように構成することで、本実施形態に記載が如くのＪＤＦジョブに係る効果の少
なくとも１つでも得られるようになり、従前の検討では対処困難なＪＤＦジョブに関する
課題が解決可能となる。特に、印刷装置又はシステムをＪＤＦに対応出来るように構成し
た場合に想定されうるＰＯＤ環境が如くの印刷環境にて今後要望されうるユーザニーズに
対処可能にした製品の実用化に貢献できる。
【０５２７】
　＜＜第３実施形態＞＞
　以下、本発明による第３実施形態について説明する。なお、第１、第２実施形態におけ
る構成要素と同一のものについては同じ符号を付して、説明を省略する。
【０５２８】
　上述の実施形態では、本印刷システム１０００の実行環境によって、ジョブチケットで
指示された動作を印刷装置（印刷システム）にて完全に実行できない場合の動作を、印刷
システムを利用するユーザが望むユースケースに応じて選択可能としていた。これにより
、ＰＯＤ印刷システムに求められている多様な利用形態に対応することができた。ただし
、印刷装置等にて完全に実行できない場合の動作には、例えば、該当ジョブをキャンセル
する、或いは、該当する設定を無視して処理を継続する等の処理が含まれる。また、印刷
システム１０００の実行環境を決定する要因には、例えば、デバイスの能力や装着アクセ
サリ等が含まれる。
【０５２９】
　これに対して、本実施形態では、ＪＤＦジョブの実行において、ジョブチケットで指示
された動作を印刷装置（印刷システム）にて完全に実行できない場合は、該当ジョブ実行
継続の留保する場合を例示的に想定する。その上で印刷システムとしてさらなる利便性を
向上させるための実施形態を示す。
【０５３０】
　（動作概要）
　まず、本実施形態に係る構成の動作概要について図面を参照して説明する。上述のよう
に、本実施形態に係る印刷システム１０００には、印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印
刷装置が存在する。当該構成においては、まず、印刷条件を示すＪＤＦパート（条件情報
）と、印刷する画像を記述するＰＤＬパート（記述情報）と、を含む印刷ジョブを記憶装
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置（第１記憶手段）から読み出す読出処理を行う。次に、読み出した印刷ジョブに含まれ
るＪＤＦパートを解析し、当該ＪＤＦパートにより示される印刷条件を満たす印刷処理を
印刷装置が実行可能か否かを判定する処理（第１判定処理）を行う。次に、この判定処理
において実行可能ではないと判定された場合、記憶装置から他の印刷ジョブを読み出し、
当該他の印刷ジョブに基づく処理を開始するように制御する。このように構成によれば、
ＪＤＦパートの解析中に、印刷ジョブの処理を実行できないことが判明すると、ＰＤＬパ
ートの展開等、不要な処理を行わずに、処理が必要な次の印刷ジョブの処理に移って、シ
ステムの生産性を向上することができる。
【０５３１】
　このことを、既に参照した図２３を参照して更に説明する。本実施形態に係る構成では
、図２３に例示したような印刷ジョブが入力された場合、まずＪＤＦパート３５０３を参
照して、当該構成がこの印刷ジョブを実行可能かどうか判定する。実行できないと判定さ
れれば当該印刷ジョブの処理を保留して、次の印刷ジョブについて処理を行う。一方、実
行できると判定された場合は、ＰＤＬファイル１（３５０４）を画像データに展開する。
このとき、この画像データがＪＤＦパート３５０３の記述に適合性するか否かに基づいて
、当該画像データに基づいて印刷処理を実行可能かどうか判定する。実行できないと判定
されれば当該印刷ジョブの処理を保留して、次の印刷ジョブについて処理を行う。実行で
きると判定された場合は、次のＰＤＬファイル（ＰＤＬファイル２（３５０５））につい
て処理を継続する。このように、本実施形態に係る構成では、入力された印刷ジョブにつ
いて、処理の途中で印刷処理の実行可能性を判定し、実行できないと判定された場合は当
該印刷ジョブについての処理を保留して、次の印刷ジョブについて処理を行う。このため
、ユーザが望まない出力結果を抑えつつ、システムの生産性を向上可能な技術を提供する
ことができる。
【０５３２】
　次に、本印刷システム１０００がタッチパネル部４０１上に表示する画面及びその変化
の説明を通じて、ユーザの立場から見た本実施形態に係る構成の動作の概要を説明する。
【０５３３】
　図４０は、コントローラ部２０５の制御によりタッチパネル部４０１上に表示されるシ
ステム設定画面のうち、第１実施形態において参照した図３４におけるＪＤＦ設定ボタン
が押下された直後に表示される画面の一例を示す図である。
【０５３４】
　図４０に例示した画面は、本実施形態に係る印刷システム１０００に対してＪＤＦジョ
ブが送信された際に、実行環境上の理由によってＪＤＦジョブの実行を完遂できないとコ
ントローラ部２０５が判断した場合に表示する。この画面は、本印刷システムが採択する
動作をユーザに選択させるための画面である。なお、実行環境には、例えば、デバイスの
能力や装着アクセサリ等が含まれる。
【０５３５】
　前述した、ジョブチケットで指示された通りの動作を前記印刷システム１０００におい
て完全に実行できないという状況は次に示す２つのケースに分類することができる。
（１）ＪＤＦによって記述されるジョブチケットに記載の設定レベルで該機器におけるジ
ョブ実行が不可と判断されるケース。
（２）印刷対象データ（コンテンツデータ）の解析結果とジョブチケット記載の設定の双
方の条件から、該機器におけるジョブ実行が不可と判断されるケース。
【０５３６】
　前者は、例えば、ＪＤＦにおいて、ステープル処理が指示されていたにもかかわらず、
印刷システム１０００にステープル処理を実行可能な装置が装着されていない場合が該当
する。後者は、例えば、ＪＤＦにおいて、出力物の１ページ目から１００ページ目までを
ステープルするように指示されていたにもかかわらず、印刷対象データが５０ページしか
含んでいなかった場合等が該当する。当然の事ながら、これらの例は、本実施形態の構成
、及びその効果を説明するために取り上げた一例に過ぎない。
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【０５３７】
　図４０において、５００１、５００２は、実行環境上の理由によって本印刷システム１
０００に投入されたＪＤＦジョブの実行を完遂できないとコントローラ部２０５によって
判断された場合に、実行する処理を選択するためのボタンである。キャンセルボタン５０
０１は、投入されたＪＤＦジョブの実行を完遂できないと判断された場合に、本印刷シス
テムが採択する動作が当該ジョブのキャンセル処理である場合に選択するためのボタンで
ある。一方、同図における、Ｈｏｌｄ格納ボタン５００２は、投入されたＪＤＦジョブの
実行を完遂できないと判断された場合に、本印刷システムが採択する動作が該ジョブのホ
ールドキューへの格納処理である場合に選択するためのボタンである。
【０５３８】
　ただし、ホールドキュー機能とは、本印刷システム１０００に投入されたＪＤＦジョブ
の実行処理に際し、印刷処理を行わずに印刷対象データおよび印刷時に出力物に反映すべ
き設定情報をＨＤＤ２０９に格納する機能の事を指す。つまり、ホールドキュー（Ｈｏｌ
ｄ、Ｈｏｌｄキュー、ホールド）とは、一時的に印刷対象データ、設定情報等を格納する
記憶装置を意味する。これに対して、通常の動作時には、コントローラ部２０５の制御下
において、プリンタ部２０３による印刷処理が行われる。
【０５３９】
　ホールドキューに格納されたジョブについては、印刷処理を行う前に、ジョブが機器に
投入された時点におけるＪＤＦによる印刷設定条件を、ジョブ設定変更画面を経由して当
該ジョブの設定を変更することが可能である。前記のジョブ設定変更画面は、コントロー
ラ部２０５によって制御され操作部２０４上に表示される。これは、一度ジョブを機器に
対して送信した後であっても、機器側においてジョブの印刷条件をユーザによって変更す
ることを許すためのものである。さらに、試し印刷を繰り返し行うことによってユーザに
とって所望の出力物を最終的に得られるようにするために設けられた機能である。前記ジ
ョブ設定変更画面の一例は後に示す。
【０５４０】
　閉じるボタン５００４は、図４０に示す画面による設定を完了し、再び図３４に示すデ
バイス設定画面に戻るための、ＵＩ部に対する表示制御をコントローラ部２０５に指示す
るためのボタンである。詳細設定ボタン５００３は、図４０に示されるＪＤＦ設定のさら
なる詳細項目の設定を行うための画面をＵＩ部に表示制御させるためのボタンである。
【０５４１】
　図４１は、コントローラ部２０５の制御によりタッチパネル部４０１上に表示されるシ
ステム設定画面のうち、図４０において示した詳細設定ボタン５００３の押下に応じて表
示される画面の一例を示す図である。図４１は、ＪＤＦジョブを受信したときに、実行環
境上の理由によってＪＤＦジョブの実行を完遂できないとコントローラ部２０５により判
断された場合に本印刷システム１０００が採択する動作をユーザに選択させるための画面
を例示している。より詳細には、図４０において設定されるＪＤＦジョブの実行を完遂で
きない場合の動作がＨｏｌｄに格納であった場合に、印刷対象データ（コンテンツデータ
）を如何様の形式にて保存するかを選択可能とする画面を例示している。
【０５４２】
　図４１が示すように、この設定画面においては、印刷対象データ（コンテンツデータ）
の保存形式が２種類提供されており、それらを選択可能としている。図４１において、展
開前ボタン５２０１は、印刷データ（コンテンツデータ）を展開する前の形式で保存する
ために選択するボタンである。これは、本印刷システム１０００に対してジョブデータが
送信された際に、コンテンツデータの形式のままでＨｏｌｄに保存することを意味する。
一方で、展開後ボタン５２０２は、印刷データ（コンテンツデータ）の展開処理を行った
後のデータ形式にてＨｏｌｄに保存する際に選択するボタンである。
【０５４３】
　これらの展開前ボタン５２０１および展開後ボタン５２０２ボタンの選択によって、印
刷実行不可時にＨｏｌｄに保存するデータ形式をこのように選択可能とする理由は、次の
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ように、それぞれ相反する長所・短所を有しているからである。
【０５４４】
　展開前ボタン５２０１によって展開前のデータ形式にてＨｏｌｄに保存した場合には、
まだ画像情報が生成される前の段階でデータの格納が行われる。このため、Ｈｏｌｄの印
刷設定変更機能により、変更可能な設定は、画像生成に関する設定項目についても設定変
更可能であるという長所を持つ。一方で、Ｈｏｌｄからプリントする際に、展開処理を行
う必要があるため、プリント指示が為されてから出力物が生成されるまでの時間がかかる
という短所がある。
【０５４５】
　一方、前記展開後ボタン５２０２によって展開後のデータ形式にてＨｏｌｄに保存した
場合には、前記展開前ボタン５２０１によってＨｏｌｄへの印刷データ格納を行う場合の
長所と短所が相反的関係となる。すなわち、画像情報生成後の段階でデータ格納が行われ
るため、Ｈｏｌｄから印刷指示した際に、印刷対象データは既に展開済みであるため、印
刷完了までの時間は展開前データ形式で保存されている場合と比べ短縮される。一方で、
印刷データは既に画像情報に変換された状態でＨｏｌｄに保存されているため、Ｈｏｌｄ
の持つ印刷設定変更機能により変更可能な設定に制限が生じる。例を挙げるとすれば、印
刷対象データから画像生成する際に適用される設定情報については、既に該設定が適用さ
れているために設定変更することはできない。
【０５４６】
　このように、印刷実行不可時にＨｏｌｄに保存するデータ形式によって、長所・短所が
あるため、本実施形態に係る構成においては、用途や目的に応じてユーザがこのデータ形
式を選択できるようにしている。
【０５４７】
　図４１におけるその他のボタンの機能の説明を行う。設定取消ボタン５２０３は、図４
１におけるＪＤＦ設定詳細画面による設定処理を終了し、ユーザによる設定内容を破棄し
た上で前記タッチパネル部４０１上の表示を図６に示す基本画面の状態に遷移させるよう
コントローラ部２０５に指示するためのものである。戻るボタン５２０４は、前記タッチ
パネル部４０１上における図４１の画面表示を終了し、図４０において示した画面状態に
遷移させるようコントローラ部２０５に指示するためのものである。ＯＫボタン５２０５
は、図４１に示す画面による設定を完了し、再び図３４に示すデバイス設定画面に戻るた
めのＵＩ部に対する表示制御をコントローラ部２０５に指示するためのボタンである。
【０５４８】
　図４２は、本実施形態に係る構成及びその効果を説明するために用いる本印刷システム
１０００が備えるタッチパネル部４０１上に表示される、プリントジョブ状況確認画面の
一例を示す図である。同図におけるタッチパネル部４０１上の表示処理およびユーザによ
る操作等はコントローラ部２０５によって行われる。
【０５４９】
　図４２において示されるプリントジョブ状況確認画面を構成する表示情報および操作ボ
タンの機能について、本実施形態の構成及びその効果を説明する上で重要な部分に関して
以下説明する。なお、この後示される図４３～図４８において、共通するボタンおよび表
示情報については図４２においてこれから行う説明内容と共通のため説明を省略する。
【０５５０】
　プリントタブ５４０１は、図４２において示すプリントジョブ状況確認画面をタッチパ
ネル部４０１上に表示させるようコントローラ部２０５に指示するためのものである。図
４２においてはプリントタブ以外の各種機能に対応したタブが表示されているが、それら
に関する詳細な説明は本実施形態に係る構成及びその効果を説明する上で本質的ではない
ため省略する。ただし、各種機能タブは、別の機能タブが選択されている状態（図４２に
おいては、プリントタブが選択されている）であっても、画面上端部に表示される。その
ため、ある機能タブを選択している状態であっても、別の機能タブを選択し、該別の機能
タブによる操作を実行することが可能となっている。
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【０５５１】
　ジョブ状況ボタン５４０２は、本印刷システム１０００において、キューイングされて
いるプリントジョブおよび該ジョブの詳細情報の一覧を表示するようコントローラ部２０
５に指示するためのボタンである。図４２の例においては、ジョブ状況ボタン５４０２の
ボタン色が反転されており、該ボタンが選択状態にあることを示している。なお、ジョブ
履歴ボタン５４０３は、本印刷システム１０００において、何らかの処理が行われたプリ
ントジョブの処理履歴を一覧表示するようコントローラ部２０５に指示するためのボタン
である。
【０５５２】
　ジョブリスト５４０７は、ジョブ状況ボタン５４０２が選択された状態において、ジョ
ブ一覧が表示される画面領域である。図４２のように、プリントジョブの詳細情報として
、ジョブリスト５４０７に表示する項目としては、例えば、ジョブの受付時刻、ジョブ名
、ユーザ名、ジョブの実行状況等が含まれる。また、図４２のように、ジョブ名の欄にお
いては、ジョブ名称文字列の先頭部にアイコン（図柄）が表示されており、このアイコン
種により、該ジョブの種別をユーザが容易に識別可能としている。図４２におけるジョブ
リスト５４０７に示されている状態においては、例えば、先頭のジョブのアイコンと、２
番目のジョブのアイコンが異なっている。先頭ジョブのアイコンは、該ジョブのジョブ種
別は通常のＰＤＬプリントジョブであることを示し、一方で２番目のジョブのアイコンは
、該ジョブのジョブ種別がＪＤＦプリントジョブであることを示している。すなわち、図
４２に示す状況においては、プリントジョブが全部で６投入されており、そのうちの２番
目のジョブがＪＤＦプリントジョブ、その他のジョブは全てＰＤＬプリントジョブである
ことを表している。また、先頭のＰＤＬプリントジョブの状態はプリント中となっており
、本印刷システム１０００が図４２に示される状況において、該ジョブのプリント出力が
まさに行われていることを表している。一方で、２番目以降のジョブの状態はプリント待
ちとなっており、これらジョブについては、本印刷システム１０００に対してジョブは受
信しているものの、それらジョブの実行処理は未だに着手されていない状態であることを
示している。
【０５５３】
　上スクロールボタン５４０５および下スクロールボタン５４０６は、本印刷システム１
０００に複数のジョブが投入されている状態で、ジョブリスト５４０７の画面上領域に対
して全てのジョブ一覧を表示しきれない場合に、用いるためのものである。該ボタンに上
下の矢印を意味する画像が表示されており、この矢印の画像の選択に応じてその方向にジ
ョブリストの表示を移動させることが可能である。図４２の例においては、ジョブリスト
５４０７中に全てのジョブの表示が可能な状態であるために、これらスクロールボタンは
グレーになり選択不能となっている。上述した上スクロールボタン５４０５および下スク
ロールボタン５４０６によるジョブリスト５４０７の表示動作、およびスクロールボタン
のクレーアウト処理等は、コントローラ部２０５によって制御される。
【０５５４】
　フィルタボタン５４０４は、ジョブリスト５４０７上に表示させるべきジョブを限定さ
せる際に用いる。図４２の例ではすべて選択となっている（「すべて」が選択されている
）ため、本印刷システム１０００に投入された全てのジョブ種のプリントジョブが一覧表
示対象となる。ここで、特定のジョブ種のみ表示させるよう指示を行った場合には、該当
ジョブのみ一覧表示され、他のジョブ種はジョブリスト５４０７上に表示されない。本機
能はジョブが多数本印刷システム１０００に投入されており、特定のジョブ種の状況のみ
を表示させたい場合に有効である。
【０５５５】
　ジョブリスト５４０７に表示されている２番目のジョブ５４０８はＪＤＦジョブである
。該ジョブについてはこの後の図を用いて本印刷システム１０００におけるＪＤＦジョブ
実行に関して、図４０および図４１において示した設定に基づき行うコントローラ部２０
５の制御を説明するために、繰り返し用いることとする。即ち、以下の説明では、このジ



(81) JP 2008-181239 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

ョブについて処理を実行する場合を例示的に説明する。図４２における該ジョブの状態は
プリント待ち状態である。換言すれば、本印刷システム１０００は、該ジョブを構成する
ジョブチケットおよび印刷対象データを受信したものの、まだそれらの解析処理等は開始
されていないという状態であることを示している。
【０５５６】
　［ＪＤＦジョブ実行が正常に終了する場合のジョブリストの動作例］
　図４３は、図４２において示した時点における本印刷システム１０００のジョブ状況か
ら、時間が経過しジョブ実行状況が変化した時点におけるプリントジョブ状況確認画面の
一例を示す図である。図４２に例示した画面との違いは、２番目のジョブ５４０８のジョ
ブ状況が「プリント待ち」状態から「ＪＤＦ解析中」状態に変化している点である。
【０５５７】
　図４４は、図４３において示した時点における本印刷システム１０００のジョブ状況か
ら、さらに処理が進行しジョブ実行状況が変化した時におけるプリントジョブ状況確認画
面の一例を示す図である。図４３に例示した画面との違いは、２番目のジョブ５４０８の
ジョブ状況が「ＪＤＦ解析中」状態から「ＰＤＬ展開中」状態に変化している点である。
これは、ＪＤＦの解析処理が無事終了したために、次のＪＤＦジョブの処理である印刷対
象データ（コンテンツデータ）の解析処理にコントローラ部２０５が着手したことを示し
ている。
【０５５８】
　図４５は、図４４において示した時点における本印刷システム１０００のジョブ状況か
ら、さらに処理が進行しジョブ実行状況が変化した時点におけるプリントジョブ状況確認
画面の一例を示す図である。図４４に例示した画面との違いは、２番目のジョブ５４０８
のジョブ状況が「ＰＤＬ展開中」状態から「プリント中」状態に変化している点である。
【０５５９】
　これは、ＪＤＦ解析処理および印刷対象データ（コンテンツデータ）の解析処理が双方
とも無事終了したために、次のＪＤＦジョブの処理ステップである印刷処理にコントロー
ラ部２０５が着手したことを示している。ＪＤＦ解析および印刷対象データの解析の終了
によって、投入されたＪＤＦジョブは本印刷システム１０００において実行可能であるこ
とが判明したからである。
【０５６０】
　図４６は、図４５において示した時点における本印刷システム１０００のジョブ状況か
ら、さらに処理が進行しジョブ実行状況が変化した時点におけるプリントジョブ状況確認
画面の一例を示す図である。図４５に例示した画面との違いは、図４５における先頭ジョ
ブ実行が終了したために、ジョブリスト５４０７から該当ジョブのエントリが消失し、そ
の結果、ＪＤＦジョブ５４０８がジョブリストの先頭に移動している点である。なお、図
４６におけるＪＤＦジョブ５４０８のジョブ状況は「プリント中」状態のままであり、図
４５における状態からは変化していない。
【０５６１】
　図４７は、図４６において示した時点における本印刷システム１０００のジョブ状況か
ら、さらに処理が進行しジョブ実行状況が変化した時点におけるプリントジョブ状況確認
画面の一例を示す図である。図４６に例示した画面との違いは、ＪＤＦジョブの印刷処理
が終了したことに応じて、これまで注目してきたＪＤＦジョブ５４０８のエントリがジョ
ブリスト５４０７から消滅している点である。また、ＪＤＦジョブ５４０８がエントリか
ら消滅したことを受けて、後続ジョブ、図４７に示す例においては、ジョブ名が「PDL Pr
int Job 2」となっているジョブ６４０１が実行状態に遷移している。
【０５６２】
　以上が、ＪＤＦ解析および印刷対象データ（コンテンツデータ）解析が共に成功し、Ｊ
ＤＦジョブの印刷処理が無事完了する場合、すなわち正常系のＪＤＦジョブの動作をプリ
ントジョブ状況確認画面を用いて説明したものである。
【０５６３】
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　［ＪＤＦジョブ実行が異常終了する場合のジョブリストの動作例（１）］
　次に、ＪＤＦジョブの実行における異常系の動作の説明を行う。異常系とは、ＪＤＦジ
ョブを構成するＪＤＦパートが不正、もしくはコンテンツデータ解析の結果とＪＤＦパー
ト解析の結果、ジョブ実行継続が不可能と判断されるケースである。ここでは、異常系の
動作の一例として、ＪＤＦジョブを異常時に終了させる際の動作がジョブキャンセルの場
合について説明する。
【０５６４】
　なお、以後の図を用いて本実施形態に係る構成及びその効果を説明するにあたり、図４
０におけるＪＤＦ設定画面において、キャンセルボタン５００１が選択された状態で本印
刷システム１０００におけるジョブ実行処理がなされるものとする。また、以下では、投
入されたＪＤＦジョブのＪＤＦパートに問題があった場合を想定して説明を行う。
【０５６５】
　図４８は、プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。ただし、ここでは、図
４３におけるＪＤＦ設定画面において、キャンセルボタンが選択された状態で本印刷シス
テム１０００にＪＤＦジョブが投入され、かつ該ＪＤＦジョブのＪＤＦパートにジョブ実
行を遂行できない不正が含まれていた状況を想定している。そして、図４８は、このよう
な状況において、図４３において示した時点における本印刷システム１０００のジョブ状
況から、さらに処理が進行しジョブ実行状況が変化した時点におけるプリントジョブ状況
確認画面を例示したものである。
【０５６６】
　図４３においては、ＪＤＦジョブ５４０８はＪＤＦ解析中であった。ＪＤＦ解析の結果
、ジョブを実行することのできない不正な設定が含まれていた場合には、図４０において
示した画面を用いて本印刷システム１０００のユーザが設定する動作に従い、ＪＤＦジョ
ブが処理される。すなわち、図４８の説明において想定された状況下では、ジョブキャン
セルが選択されているとしているため、このＪＤＦジョブ５４０８がキャンセルされる。
その結果、図４８において示されるジョブリスト中からは該ＪＤＦジョブのエントリが消
失している。
【０５６７】
　上記の説明における想定では、ＪＤＦパートに不正があったケースであった。同様に、
ＪＤＦパート自体には問題はなくとも、印刷対象データ（コンテンツデータ）の解析結果
とＪＤＦパートの解析結果から、ＪＤＦジョブの印刷処理が不可能と判断されるケースも
存在しうる。このような状況を発生しうる具体的な状況については前述しているため、繰
り返しの説明は省略する。その場合には、図４４において示したジョブリストの状況から
図４８において示したジョブリストの状況に遷移することになる。換言すれば、この状況
においては該当するＪＤＦジョブがＪＤＦ展開中からＰＤＬ展開中に遷移した後に、ジョ
ブのキャンセル処理が行われ、図４８に例示されるジョブリストの状態に変化する。
【０５６８】
　［ＪＤＦジョブ実行が異常終了する場合のジョブリストの動作（２）］
　次に、ＪＤＦジョブの実行における、さらに別の異常系の動作に関する説明を行う。こ
こでは、異常系の動作の他の例として、ＪＤＦジョブを異常時に終了させる際の動作がＨ
ｏｌｄに格納の場合について説明する。以下、本実施形態に係る構成及びその効果を説明
するにあたり、図４０におけるＪＤＦ設定画面において、Ｈｏｌｄに格納ボタン５００２
が選択された状態で本印刷システム１０００におけるジョブ実行処理がなされるものとす
る。また、本実施形態に係る構成及びその効果を説明する上で、投入されたＪＤＦジョブ
のＪＤＦパートに問題があった場合を想定し以後の説明を行うこととする。
【０５６９】
　図４９は、ホールドキューに格納されたホールド画面の一例を示す図である。ＪＤＦ設
定画面（図４０）において「Ｈｏｌｄに格納」ボタン５００２が選択された状態で本印刷
システム１０００にＪＤＦジョブが投入され、このＪＤＦジョブが印刷不可能な設定又は
データにより構成されていた場合、図４９のような画面が表示される。
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【０５７０】
　ホールド画面はホールドタブ６８０１を押下することにより、コントローラ部２０５の
制御によってタッチパネル部４０１上に表示される。本印刷システム１０００において実
施されるホールド機能は非常に他機能であり、ホールド画面経由で様々な設定を行うこと
が可能である。しかしながら、本実施形態では、本実施形態に係る構成及びその効果を説
明する上で最低限の機能に限定して説明を行う。
【０５７１】
　ホールドジョブリストは、本印刷システム１０００のホールドキューに格納されている
ジョブの一覧を表示する領域である。図４９の例においては、ＪＤＦプリントジョブ６８
０３が１つのみ格納されている。これは、前述したように、「Ｈｏｌｄに格納」ボタン５
００２が選択された状態で印刷不可能な設定又はデータにより構成されているＪＤＦジョ
ブが投入され、印刷処理されずにホールドキューに格納された結果の状態を例示している
。図４９の例においてはジョブリスト中のジョブは１つのみであるが、ホールドキューに
複数のジョブが格納されている場合にはそれら複数のジョブが表示される。図４９の例に
おいては、ジョブリスト中のジョブ欄の背景色が反転している。これは、該ジョブが選択
状態となっていることを示している。
【０５７２】
　プリント開始ボタン６８０４は、選択状態にあるジョブの印刷処理をコントローラ部２
０５に実行させるためのボタンである。ジョブ６８０３は不正なデータによって構成され
たジョブであるために、プリント開始ボタン６８０４を押下したとしてもホールドタブか
ら印刷処理を実行することができない。このジョブ６８０３を印刷可能とするためには、
詳細／変更ボタン６８０２によって、選択状態にあるジョブの設定を変更して、印刷可能
な状態にする必要がある。詳細／変更ボタン６８０２によって行われる設定変更処理の詳
細説明は本実施形態に係る構成及びその効果を説明する上で本質的ではないため省略する
。
【０５７３】
　また、同図において、選択状態となっているジョブ６８０３のジョブ名の右隣に、＜＜
ＥＲＲＯＲ＞＞という表記が存在する。これは本印刷システム１０００によってＪＤＦジ
ョブが実行された結果、投入されたＪＤＦジョブが印刷不可能な設定およびデータにより
構成されているとコントローラ部２０５によって判別された場合に、付加される情報であ
る。これにより、ユーザは、ホールドに格納されたジョブがそのままプリント開始ボタン
６８０４によって印刷処理を開始可能な状態にあるのか、それとも詳細／変更ボタン６８
０２によって設定の変更を要するのかを判別することが可能となる。
【０５７４】
　以上示したように、ＪＤＦジョブの場合、送信されたジョブデータのうちのまずＪＤＦ
パートを先に解析し、その段階でＪＤＦに記述されている内容に従ったジョブ実行が不可
能であると判別されれば、その段階で該ジョブの印刷処理を留保可能である。また、ＪＤ
Ｆパートの解析に問題がなかったとしても、その後の印刷対象データ（コンテンツデータ
）の解析結果とＪＤＦ解析結果との比較において、印刷実行処理が不可能であると判別さ
れれば、やはりその時点において該ジョブの印刷処理を留保可能である。このため、本実
施形態に係る構成によればＪＤＦジョブ実行の全処理過程において、ジョブの実行の可否
を、処理の初期段階における複数の時点において検出可能である。それらの複数の段階に
おいて、ＪＤＦジョブ実行を留保するという点、および留保時の動作をユーザに選択可能
とするというのが本実施形態に係る構成の特徴である。
【０５７５】
　このことは、課題でも述べた通り、ＪＤＦジョブにおいては実行環境（デバイスの能力
や装着アクセサリ等）によっては、ジョブチケットで指示された動作を印刷装置（印刷シ
ステム）にて完全に実行できないケースが発生しうる。そのような環境下において、不正
なＪＤＦジョブの実行処理をいち早く留保し、後続ジョブの実行に取りかかることにより
、ひいては本印刷システム１０００の稼働率、生産性を向上させることが可能となるので
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ある。
【０５７６】
　（プリントジョブ受付処理）
　次に、本実施形態における、コントローラ部２０５の制御に基づく本印刷システム１０
００の動作について、図５０を参照して説明する。図５０は、図２におけるコントローラ
部２０５によって実行される、本印刷システム１０００におけるプリントジョブの実行制
御のうち、プリントジョブ受付処理のフローを示すフローチャートである。本印刷システ
ム１０００におけるコントローラ部２０５は、起動中、図１におけるＰＯＤシステム１０
０００内に存在するＰＣ１０３、１０４等からの印刷実行要求を受け付ける。換言すれば
、本印刷システム１０００は起動中常にジョブ受付待ち状態となっている。
【０５７７】
　まず、ステップＳ７００１において、ＰＯＤシステム１００００内に存在するＰＣ１０
３、１０４等からの印刷実行要求の受付待ち状態となる。外部からのジョブデータの受信
があるまではステップＳ７００１において待機状態となる。コントローラ部２０５が、Ｐ
ＯＤシステム１００００内に存在するＰＣ１０３、１０４等からの印刷実行要求を検知し
たら、ステップＳ７００２に進む。
【０５７８】
　ステップＳ７００２においては、検知した受信ジョブをコントローラ部２０５が管理す
るジョブリストに加える。ジョブリストはコントローラ部２０５によって管理され、ＲＡ
Ｍ２０９内に保持されている。
【０５７９】
　次に、ステップＳ７００３において、受信ジョブデータをコントローラ部がＨＤＤ２０
９等の記憶装置内に格納する。その処理が完了したら再びステップＳ７００１に遷移し、
印刷ジョブ受信待ち状態に戻る。
【０５８０】
　（基本処理）
　次に、図２におけるコントローラ部２０５によって実行される本印刷システムにおける
プリントジョブの実行制御のうち、プリントジョブ実行のメインシーケンス（基本処理）
の動作について、図５１を参照して説明する。図５１は、プリントジョブ実行のメインシ
ーケンスのフローを示すフローチャートである。
【０５８１】
　まず、ステップＳ７２０１において、コントローラ部２０５によって管理されＲＡＭ２
０９内に保持されているジョブリストをチェックし、印刷対象となるジョブが存在するか
どうかを判定する。ステップＳ７２０１の判定の結果、印刷ジョブが存在する場合（ステ
ップＳ７２０１でＹＥＳ）にはステップＳ７２０２に進む。
【０５８２】
　ステップＳ７２０２では、印刷対象とすべきジョブを決定する。ステップＳ７２０２に
おいて決定されるジョブは、通常はジョブリストの先頭に位置するジョブである。ただし
、実行ジョブの決定はそのほかの基準に基づいて決めたとしても構わない。例えば、ジョ
ブの優先度の高い順にジョブの実行順序を決定しても構わない。ここで次に実行すべきジ
ョブの選定基準として如何なるものを用いても構わないことは言うまでもない。
【０５８３】
　ステップＳ７２０２において、次に実行すべきジョブが決定されたら、ステップＳ７２
０４において、このジョブの処理を実行する。ステップＳ７２０２におけるプリントジョ
ブ実行処理の詳細は後述する。ステップＳ７２０４の処理が完了したら再びステップＳ７
２０１に戻る。従って、上述したステップＳ７２０１からステップＳ７２０４までの処理
はループを形成しており、ジョブリスト中にジョブが存在する限り上述した処理が繰り返
されることとなる。
【０５８４】
　一方、ステップＳ７２０１の判定の結果、コントローラ部２０５によって管理されＲＡ
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Ｍ２０９内に保持されているジョブリスト中に印刷対象となるジョブが存在しない場合（
ステップＳ７２０１でＮＯ）にはステップＳ７２０３に進む。ステップＳ７２０３では、
印刷データが着信されるまで待ち状態となる。このステップＳ７２０３の待ち状態からの
遷移のタイミングは図５０において示したステップＳ７００１から遷移するのと同一のタ
イミングである。ステップＳ７２０３の処理を終了するとステップＳ７２０１に進み、前
述したステップＳ７２０１からステップＳ７２０４の一連の印刷処理シーケンスがコント
ローラ部２０５によって実行される。
【０５８５】
　（プリントジョブ実行処理）
　次に、図２におけるコントローラ部２０５によって実行される本印刷システムにおける
プリントジョブの実行制御のうち、図５１において示したステップＳ７２０４、すなわち
プリントジョブ実行処理の詳細について、図５２を参照して説明する。図５２は、プリン
トジョブ実行処理の詳細なフローを示すフローチャートである。
【０５８６】
　まず、ステップＳ７４０１において、実行対象ジョブがＪＤＦジョブであるか、それと
も通常のＰＤＬプリントジョブであるかどうかを判定する。判定の結果、ＪＤＦジョブで
ある場合（ステップＳ７４０１でＹＥＳ）は、ステップＳ７４０２に進む。
【０５８７】
　ステップＳ７４０２では、本印刷システム１０００によって受信されＨＤＤ２０９内に
格納されているＪＤＦジョブデータ中のＪＤＦパートの解析処理をコントローラ部２０５
が実行する。ステップＳ７４０２の処理が終了したらステップＳ７４０４に進む。
【０５８８】
　ステップＳ７４０４では、ステップＳ７４０２において実行されたＪＤＦパートの解析
処理の結果を判別する。すなわち、ステップＳ７４０２の解析処理の結果、ＪＤＦパート
に記載の設定情報に基づいて、本印刷システム１０００におけるＪＤＦプリントジョブの
実行が不可能であるか否かを判別する。ステップ７４０４における判別の結果、本印刷シ
ステム１０００において該ＪＤＦプリントジョブの実行が可能であると判定された場合（
ステップＳ７４０４でＹＥＳ）にはステップＳ７４０５に進む。一方、本印刷システム１
０００において該ＪＤＦプリントジョブの実行が不可能であると判別された場合（ステッ
プＳ７４０４でＮＯ）にはステップＳ７４０８に進む。
【０５８９】
　ステップＳ７４０５においては、本印刷システム１０００によって受信されＨＤＤ２０
９内に格納されているＪＤＦジョブデータ中の印刷対象データ（コンテンツデータ）の解
析処理をコントローラ部２０５が実行する。ステップＳ７４０５において行われる具体的
な処理内容には、例えばＰＤＬデータの展開処理などが含まれる。ステップＳ７４０５の
処理が完了したらステップＳ７４０６に進む。
【０５９０】
　ステップＳ７４０６においては、ステップＳ７４０２において実行されたＪＤＦの解析
結果と、ステップＳ７４０６において行われたＰＤＬデータの展開処理の結果を比較し、
受信したＪＤＦジョブデータに基づいて印刷処理が可能かどうかの判定処理を行う。ここ
で行う判定処理は、例えば、ＪＤＦで指示された設定に基づいて、展開された印刷対象デ
ータ（コンテンツデータ）の印刷処理が可能かどうかを判定することによって実行される
。
【０５９１】
　例えば、ＪＤＦでは１ページから１００ページまでをステープルすると指定されていた
とする。ところが、印刷対象データ（コンテンツデータ）には、５０ページしか含まれて
いなかった場合がある。このような状況は、ＪＤＦに記載された出力物を生成することは
出来ない場合に該当する。従って、このような場合は、ＪＤＦジョブ実行不可と判定され
る。同様に、他の条件についても、ＪＤＦ記載の設定情報に基づき、印刷対象データ（コ
ンテンツデータ）の印刷処理を実行可能かどうかの判定をステップＳ７４０６において行
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う。個々で行われる各種判定処理の条件はここでは列挙しないが、ステップＳ７４０６に
おいて行われる判定がいかなる条件に関するものであっても構わないことは言うまでもな
い。ステップＳ７４０６の処理を終了すると、ステップＳ７４０７に進む。
【０５９２】
　ステップＳ７４０７においては、ステップＳ７４０６における判定の結果に基づき、該
ＪＤＦジョブの印刷処理の継続の可否を判定する。印刷処理の実行が可能であると判定さ
れた場合（ステップＳ７４０７でＹＥＳ）にはステップＳ７４１５に進み、コントローラ
部２０５が該ジョブの印刷処理を実行する。一方で、印刷処理の実行が不可能であると判
定された場合（ステップＳ７４０７でＮＯ）にはステップＳ７４０８に進む。
【０５９３】
　ここまでの処理において、ＪＤＦジョブについては、ＪＤＦジョブの印刷処理を継続す
べきか否かに関する判定を２回行っている。すなわちステップＳ７４０２における判定と
ステップＳ７４０７における判定である。これら２つの判定により、ＪＤＦジョブの実行
継続が可能か否かをジョブ実行処理の初期段階において判定する事が可能となる。すなわ
ち、該ＪＤＦジョブの実行が不可能であると判定された場合には、該ジョブの実行処理を
速やかに留保し、後続ジョブの実行開始のタイミングを早めることが可能となるのである
。
【０５９４】
　ステップＳ７４０８においては、印刷対象のＪＤＦジョブの実行が不可能と判定された
場合の本印刷システム１０００の動作が、該ジョブのキャンセル処理であるかどうかを判
定する。この判定の対象となっている設定は、コントローラ部２０５によって制御され図
４０に例示した画面を介して、ユーザにより行われる。図４０に例示した画面において設
定された結果は、コントローラ部２０５によってＲＡＭ２０８上に格納されている。
【０５９５】
　ステップＳ７４０８の判定の結果、印刷対象のＪＤＦジョブの実行が不可能と判定され
たときの本印刷システム１０００の動作が、該ジョブのキャンセル処理であった場合（ス
テップＳ７４０８でＹＥＳ）にはステップＳ７４１４に進む。ステップＳ７４１４では、
コントローラ部２０５が該ジョブをキャンセルする。
【０５９６】
　一方、印刷対象のＪＤＦジョブの実行が不可能と判定されたときの本印刷システム１０
００の動作が、該ジョブのキャンセル処理でなかったことは、図４０において示した画面
においてホールドに格納する動作が選択されていたことを意味する。従って、ステップＳ
７４０８の判定の結果、印刷対象のＪＤＦジョブの実行が不可能と判定されたときの本印
刷システム１０００の動作が、該ジョブのキャンセル処理でなかった場合（ステップＳ７
４０８でＮＯ）は、ステップＳ７４０９に進む。
【０５９７】
　ステップＳ７４０９においては、図４１において説明した、エラー時のコンテンツデー
タの格納方法としてどのような設定が選択されたのかをコントローラ部２０５が判定する
。ただし、図４１における設定も、図２におけるＲＡＭ２０８上に格納されているため、
ステップＳ７４０９では、コントローラ部２０５がその値をＲＡＭ２０８から読み出して
、参照する。
【０５９８】
　ステップＳ７４０９の判定の結果、図４１においてユーザが選択したのが展開前の形式
で格納する設定であった場合（ステップＳ７４０９でＮＯ）には、ステップＳ７４１３に
進む。ステップＳ７４１３では、該ＪＤＦジョブを構成する印刷対象データ（コンテンツ
データ）を、解析前の状態でホールドに格納する。
【０５９９】
　一方、ステップ７４０９における判定の結果、図４１においてユーザが選択したのが展
開後の形式で格納する設定であった場合（ステップＳ７４０９でＹＥＳ）には、ステップ
Ｓ７４１０に進む。
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【０６００】
　ステップＳ７４１０においては、ホールドに格納すべき展開後の印刷対象データ（コン
テンツデータ）が存在するかどうかの判定を行う。換言すれば、既に印刷対象データ（コ
ンテンツデータ）が展開済みかどうかを判定する。このステップが必要となる理由は、ス
テップＳ７４１０に至る過程が２通り存在することに起因する。すなわち、ステップＳ７
４０４の判定の結果、ＪＤＦジョブの実行が不可と判定された場合と、ステップＳ７４０
７の判定の結果、ＪＤＦジョブの実行が不可と判定された場合の２通りである。
【０６０１】
　ステップＳ７４０７においてＪＤＦジョブの実行が不可と判定された場合には、そのス
テップに至る迄の段階でステップＳ７４０５において印刷対象データ（コンテンツデータ
）の展開処理が既に実行されている。一方で、ステップＳ７４０４においてＪＤＦジョブ
の実行が不可と判定された場合には、まだ印刷対象データ（コンテンツデータ）の展開処
理は実行されていない。そのために、ステップＳ７４１０において、既に展開済みの印刷
対象データが存在するかどうかの判定を行う。まだ展開済みの印刷対象データが存在しな
い場合（ステップＳ７４１０でＮＯ）にはステップＳ７４１１に進む。ステップＳ７４１
１では、コントローラ部２０５が印刷対象データ（コンテンツデータ）の展開処理を実行
する。ステップＳ７４１１において行われる処理はステップＳ７４０５において行われる
ＰＤＬデータの展開処理と同一である。ステップＳ７４１１における印刷対象データ（コ
ンテンツデータ）の展開処理が完了したら、展開された印刷対象データをステップＳ７４
１２においてホールドに格納する。
【０６０２】
　一方、ステップＳ７４１０において、ホールドに格納すべき展開後の印刷対象データ（
コンテンツデータ）が既に存在すると判定された場合（ステップＳ７４１０でＹＥＳ）に
はそのままステップＳ７４１２に進む。そして、展開された印刷対象データをステップＳ
７４１２においてホールドに格納する。
【０６０３】
　以上が、コントローラ部２０５によって制御実行されるＪＤＦジョブの印刷処理のフロ
ーに関する説明である。以後、コントローラ部２０５によって制御実行されるＪＤＦジョ
ブではない印刷ジョブ、すなわち通常のＰＤＬプリントジョブの処理フローを説明する。
【０６０４】
　ステップＳ７４０１の判定の結果、実行対象ジョブがＪＤＦジョブでない場合（ステッ
プＳ７４０１でＮＯ）は、ステップＳ７４０３に進む。ステップＳ７４０３以降では、Ｐ
ＤＬプリントジョブの印刷処理を実行する。すなわち、ステップＳ７４０３に進み、本印
刷システム１０００によって受信されＨＤＤ２０９内に格納されているＰＤＬプリントジ
ョブデータの解析処理をコントローラ部２０５が実行する。
【０６０５】
　次に、ステップＳ７４１６に進み、ステップＳ７４０３において解析したＰＤＬプリン
トジョブが本印刷システム１０００において実行可能であるかどうかをコントローラ部２
０５が判定する。判定の結果、実行可能であった場合（ステップＳ７４１６でＹＥＳ）に
はステップＳ７４１５に進み、該ジョブの印刷処理を実行する。一方、判定の結果、実行
不可能であった場合（ステップＳ７４１６でＮＯ）にはステップＳ７４１４に進み、該ジ
ョブのキャンセル処理を実行する。
【０６０６】
　ステップＳ７４１２、Ｓ７４１３、Ｓ７４１４、Ｓ７４１５の各処理が終了したらステ
ップＳ７４１７に進み、処理完了したジョブをコントローラ部２０５が管理するジョブリ
ストから削除する。
【０６０７】
　以上が図２におけるコントローラ部２０５によって実行される本印刷システムにおける
プリントジョブの実行制御のうち、図５１において示したステップＳ７２０４、すなわち
プリントジョブ実行の詳細シーケンスに関する説明である。
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【０６０８】
　上記のように、本実施形態に係る構成では、入力された印刷ジョブについて、処理の途
中で印刷処理の実行可能性を判定し、実行できないと判定された場合は当該印刷ジョブに
ついての処理を保留して、次の印刷ジョブについて処理を行う。このため、ユーザが望ま
ない出力結果を抑えつつ、システムの生産性を向上可能な技術を提供することができる。
【０６０９】
　また、本実施形態に係る構成では、入力された印刷ジョブについて実行可能ではないと
判定された場合、以下のいずれかの処理を実行する。
・印刷ジョブに基づく印刷処理のキャンセル。
・印刷ジョブの記憶装置（第２記憶手段）への記憶制御。
・印刷ジョブに基づき得られた画像データの記憶装置への記憶制御。
このため、ＪＤＦジョブ等の特定のフォーマットで印刷条件が記述された印刷ジョブに基
づいて動作する構成において、ユーザに手間を要することなく適切な印刷処理を行うこと
を可能にする技術を提供することができる。
【０６１０】
　また、本実施形態に係る構成では、入力された印刷ジョブについて実行可能ではないと
判定された場合に行う処理の設定をユーザから受け付ける処理を行う。そして、印刷ジョ
ブについて実行可能ではないと判定された場合、設定された処理を実行する。従って、ユ
ーザは、適切な処理を簡易な操作で自由に設定することができる。
【０６１１】
　また、本実施形態に係る構成では、印刷する画像を記述するＰＤＬパート（記述情報）
を含むＰＤＬプリントジョブ（第２印刷ジョブ）を記憶装置から読み出し、読み出したＰ
ＤＬプリントジョブに含まれるＰＤＬパートを画像データに展開する。そして、この画像
データに基づく印刷処理を印刷装置が実行可能か否かを判定する処理（第３判定処理）を
行う。この判定において実行可能ではないと判定された場合、当該印刷ジョブに基づく印
刷処理のキャンセルと、前記画像データの記憶装置への記憶制御と、のいずれかを実行す
る。このため、本実施形態に係る構成によれば、ジョブの種類に応じて適切な処理を行う
ことができる。従って、ＪＤＦジョブや非ＪＤＦジョブ等の様々な種類のジョブに基づき
印刷処理を行う構成にて、システム全体におけるジョブ処理の生産性や、機器の利用効率
、機器の利便性、オペレータの操作性を向上させることを可能とする技術を提供が提供さ
れる。
【０６１２】
　＜＜その他の実施形態＞＞
　以上、本発明の実施形態例について詳述したが、本発明は、例えば、システム、装置、
方法、プログラムもしくは記憶媒体等としての実施態様を取ることが可能である。具体的
には、複数の機器から構成されるシステムに適用してもよいし、また、一つの機器からな
る装置に適用してもよい。
【０６１３】
　上記の処理は、以上参照した図に示す機能が外部からインストールされるプログラムに
よって、ホストコンピュータ（例えば、ＰＣ１０３やＰＣ１０４）により遂行されていて
もよい。尚、この場合に、各操作画面を含む本実施形態で述べた操作画面と同様の操作画
面を表示させる為のデータを外部からインストールし、該ホストコンピュータの表示部に
上記各種のユーザインターフェース画面を提供可能に構成する。この一例として、本例で
は、図１７のＵＩ画面による構成でもって、これを説明している。このような構成の場合
、ＣＤ－ＲＯＭやフラッシュメモリやＦＤ等の記憶媒体により、あるいはネットワークを
介して外部の記憶媒体から、プログラムを含む情報群を出力装置に供給される場合でも本
発明は適用されるものである。
【０６１４】
　尚、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するプログラムを、システムあるいは装
置に直接あるいは遠隔から供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータが該供給さ
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れたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成される場合を含む。
【０６１５】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、該コンピュータにインス
トールされるプログラムコード自体も本発明の技術的範囲に含まれる。つまり、本発明は
、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含む。
【０６１６】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【０６１７】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、次のものが含まれる。即ち、
フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ
、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ
、ＤＶＤ（ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）等が含まれる。
【０６１８】
　その他、プログラムの供給形態としては、次のようなものも考えられる。即ち、クライ
アント装置のブラウザを用いてインターネットのホームページに接続し、該ホームページ
から本発明に係るコンピュータプログラム、或いは、圧縮され自動インストール機能を含
むファイルをＨＤ等の記録媒体にダウンロードする形態も考えられる。また、本発明に係
るプログラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、それぞれのファイ
ルを異なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能である。つまり、
本発明の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを複数のユーザに
対してダウンロードさせるＷＷＷサーバも、本発明に含まれるものである。
【０６１９】
　また、次のような供給形態も考えられる。即ち、まず、本発明に係るプログラムを暗号
化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに配布する。そして、所定の条件をク
リアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページから暗号化を解く鍵情報を
ダウンロードさせ、その鍵情報の使用により暗号化されたプログラムを実行してコンピュ
ータにインストールさせて本発明に係る構成を実現する。このような供給形態も可能であ
る。
【０６２０】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される他、次のような実現形態も想定される。即ち、そのプログラムの
指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳなどが、実際の処理の一部または全部
を行ない、その処理によっても前述した実施形態の機能が実現され得る。
【０６２１】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、
そのプログラムの指示に基づいても前述した実施形態の機能が実現される。即ち、その機
能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行
い、その処理によっても前述した実施形態の機能が実現される。
【０６２２】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（
各実施形態の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から排除する
ものではない。例えば、本実施形態では、印刷装置１００内部の制御部２０５が上記各種
制御の主体となっていたが、印刷装置１００と別筐体の外付けコントローラ等によって、
上記各種制御の１部又は全部を実行可能に構成しても良い。
【０６２３】
　同様に、既述の如く個別に記載の複数の実施形態の構成の全てを具備した構成のもので
も、少なくとも１つの実施形態の構成のみを具備する構成のものでも、その構成自体は矛
盾のない限り特に問わず、全て本願発明に包含される。
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【０６２４】
　例えば、本願発明の実施形態の１例に相当する以下の構成に該当する構成を具備するも
のは、本願発明に包含される。以下の構成例の説明は、例えば、上述した実施形態の主要
部分の構成を、別の観点からより具体的に説明する為の説明や、確認の意味として補足す
る為の説明も包含する。
【０６２５】
　まず前提的な構成要件として、本システム１０００は、展開処理が行われた印刷ジョブ
の印刷処理を印刷装置１００により実行可能に構成された印刷システムである。尚、この
展開処理とは、印刷媒体に実際に印刷する画像を、入力された印刷データをもとに、生成
するための処理である。この構成を前提とし、本実施形態にて制御部２０５は、第１印刷
ジョブの展開処理の完了前に実行される当該第１印刷ジョブの条件情報の解析処理を実行
する。且つ、この解析処理の実行結果に基いて、制御部２０５は、該第１印刷ジョブの印
刷処理を印刷装置１００により開始させずに、該第１印刷ジョブの後に印刷実行要求がな
された第２印刷ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行可能にする。本実施形態で
は、このような制御をシステム１０００にて制御部２０５が実行する。この例では、以後
、該第１印刷ジョブを第１ジョブと呼び、該第２印刷ジョブを第２ジョブと呼ぶ。
【０６２６】
　又、本形態で制御部２０５は、この第１ジョブの展開処理の開始前に実行を要する上記
解析処理の実行結果に基づき、該第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させ
る事無しに該第２ジョブの印刷処理を該装置１００により実行可能にする。
【０６２７】
　この、上記第１ジョブの展開処理の開始前に実行する上記解析処理は、該第１印刷ジョ
ブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブであることを条件に、制御
部２０５が実行する処理である。この条件のもとで、当該解析処理の実行結果に基づいて
、制御部２０５は、該第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事無しに
上記第２ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行可能にする。
【０６２８】
　又、上述のように、上記第１ジョブが第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印
刷ジョブであるとする。このケースに該当する場合、制御部２０５は、上記条件情報の解
析処理の実行結果に相当する第１判定処理の判定結果とは異なる判定処理として、印刷ジ
ョブの展開処理を利用した第２判定処理を実行する。本実施形態では、この第２判定結果
に基づいて、該第１ジョブに対する処置を制御部２０５により決定可能に構成している。
但し、このケースでは、上記第１判定処理の判定結果次第で、この第２判定処理を実行す
る事無しに、該第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事無しに上記第
２ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行可能にする。このような制御も制御部２
０５がシステム１０００のために実行する。
【０６２９】
　このように、本実施形態では、印刷ジョブの条件情報の解析処理に相当する第１判定処
理の判定結果に基づいて印刷ジョブに対する処置を制御部２０５により決定可能に構成し
ている。又、印刷ジョブの展開処理の実行結果に相当する第２判定処理の判定結果に基づ
いて印刷ジョブに対する処置を決定する。この処理も制御部２０５により実行可能に構成
している。この構成を前提に、システム１０００が印刷実行要求を受付けた処理対象の印
刷ジョブが、第２タイプの印刷ジョブではなく第１タイプの印刷ジョブであるとする。こ
のケースの場合に、制御部２０５は、この第２判定処理に先立って第１判定処理を実行す
る。一方、処理対象の印刷ジョブが該第１タイプの印刷ジョブではなく該第２タイプの印
刷ジョブであるとする。このケースの場合に、制御部２０５は、この第１判定処理を実行
すること無しに当該第２判定処理を実行する。このような処理すべきジョブのタイプに応
じて複数種類の判定処理を実行する。
【０６３０】
　尚、ここで述べている「第１タイプのジョブ」に相当するジョブの代表例は、「ＸＭＬ
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言語を用いて処理条件が指定されているＪＤＦジョブ」である。一方、「第２タイプのジ
ョブ」に相当するジョブの代表例は、「ＸＭＬ言語以外の言語で処理条件が指定されてい
る非ＪＤＦジョブ（例えばＰＤＬジョブなど）」である。上述の構成は、これを前提とし
た構成である。
【０６３１】
　即ち、上記第１ジョブが、上記ＪＤＦジョブと上記非ＪＤＦジョブのうちの、ＪＤＦジ
ョブである。このケースに該当する場合に、制御部２０５は、上記第１ジョブのＪＤＦデ
ータの解析処理の実行結果を利用する判定処理を、上記第１判定処理として、実行する。
この第１判定結果に基き、該第１ジョブの印刷データの展開処理を実行する事無く、且つ
、該第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事無しに、第２ジョブの印
刷処理を印刷装置１００により実行可能にする。本実施形態では、この制御を制御部２０
５がシステム１０００に対して実行する。
【０６３２】
　このように、本実施形態では、上記第１ジョブがＪＤＦジョブである場合に、制御部２
０５が、上記第１ジョブのＪＤＦデータの解析処理に相当する上記第１判定処理を実行す
る。そして、該制御部２０５は、この第１判定処理の判定結果をもとに、印刷システム１
０００にて実行不可の処理が当該第１ジョブに含まれているか否かを判断する。そして、
この判断により、印刷システム１０００にて実行不可の処理が当該第１ジョブに含まれて
いる事を特定する判断を下したとする。このケースの場合に、該第１ジョブの印刷処理を
印刷装置１００により開始させる事を禁止して上記第２ジョブの印刷処理を印刷装置１０
０により実行できるように、制御部２０５はシステム１０００を制御する。又、該制御部
２０５が、この第１ジョブのＪＤＦデータの解析処理の実行結果に相当する上記第１判定
処理の判定結果をもとに、システム１０００にて実行不可の処理が該第１ジョブに含まれ
ている事を特定する判断を下さなかったとする。このケースの場合には、該第１ジョブの
印刷データの展開処理の実行結果に相当する上記第２判定処理の判定結果をもとに、該第
１ジョブに対する処置を制御部２０５により決定可能に構成している。
【０６３３】
　以上の各種例示の構成要件を具備する点も本実施形態における本印刷システム１０００
の特徴点の代表例の１つである。
【０６３４】
　尚、上述の如く、上記第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事無し
に上記第２ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行させる場合に、制御部２０５は
、印刷装置１００による該第１印刷ジョブの印刷処理をキャンセルさせる。このようなジ
ョブキャンセル制御をシステム１０００にて制御部２０５により実行可能に構成している
。
【０６３５】
　又、上述の如く、上記第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事無し
に上記第２ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行させる場合に、制御部２０５は
、印刷装置１００による上記第１ジョブの印刷処理を保留させる。このようなジョブホー
ルド制御もシステム１０００にて制御部２０５により実行可能に構成している。尚、この
ように、印刷装置１００による上記第１ジョブの印刷処理を保留させる場合に、制御部２
０５は、該第１ジョブの印刷処理に要する印刷データをＨＤ２０９に保持させる。又、こ
の際、制御部２０５は、当該第１ジョブの印刷処理に要する印刷データを展開処理後の状
態で、ＨＤ２０９に保持可能にする。このようなジョブホールド制御下における記憶処理
制御も制御部２０５により実行可能に構成している。
【０６３６】
　又、上記の如く、制御部２０５が、第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始
させる事を禁止して、かわりに、第２ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行させ
るとする。このケースの場合に、ユーザインタフェース部を介して入力されたユーザ指示
に従い該第１ジョブの印刷処理をキャンセルするか否かを決定可能に制御部２０５はシス
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テム１０００を制御する。
【０６３７】
　又、上記の如く、制御部２０５が、第１ジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始
させる事を禁止して、かわりに、第２ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行させ
るとする。このケースの場合に、ユーザインタフェース部を介して入力されたユーザ指示
に従い上記第１ジョブの印刷処理に要する印刷データをＨＤ２０９に保持させるか否かを
決定可能に制御部２０５がシステム１０００を制御する。
【０６３８】
　以上の各種構成により、以下に例示の各種効果が享受可能な本実施形態の印刷システム
１０００が構築可能となる。
・例えば、本システム１０００のような、ＪＤＦジョブ等の特定のフォーマットで印刷条
件が記述された印刷ジョブの印刷処理が可能な構成であっても、ユーザが望まない出力結
果を抑えつつ、システムの生産性を向上可能となるという効果。
・又例えば、本システム１０００のような、ＪＤＦジョブ等の特定のフォーマットで印刷
条件が記述された印刷ジョブに基づいて動作可能な構成であっても、ユーザに手間を要す
ることなく適切な印刷処理を行うことが可能となるという効果。
・又例えば、本システム１０００の如く、ＪＤＦジョブや非ＪＤＦジョブ等の様々な種類
のジョブの印刷処理が可能な構成であっても、システム全体における複数のジョブの生産
性、機器の利用効率、機器の利便性、オペレータの操作性の向上が可能という効果。
【０６３９】
　以上、本発明の様々な例と実施形態を示して説明したが、当業者であれば、本発明の趣
旨と範囲は、本明細書内に例示した説明に限定されるのではない。
【図面の簡単な説明】
【０６４０】
【図１】本形態で制御対象となる印刷システム１０００を含む印刷環境１００００の全体
構成例を説明する為の図である。
【図２】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成例を説明する為の図である
。
【図３】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成例を説明する為の図である
。
【図４】本形態で制御対象となるＵＩ部の１例を説明する為の図である。
【図５】本形態で制御対象となるＵＩ部の１例を説明する為の図である。
【図６】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である。
【図７】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である。
【図８Ａ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図８Ｂ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図９Ａ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図９Ｂ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図１０Ａ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図で
ある。
【図１０Ｂ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図で
ある。
【図１１】本形態で制御対象となるインラインフィニッシャの内部構成例を説明する為の
図である。
【図１２】本形態で制御対象となるインラインフィニッシャの内部構成例を説明する為の
図である。
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【図１３】本形態で制御対象となるインラインフィニッシャの内部構成例を説明する為の
図である。
【図１４】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である。
【図１５】本形態で制御対象となる印刷システム１０００により印刷物を作成させる場合
の制御例を説明する為の図である。
【図１６】本形態で制御対象となる印刷システム１０００により印刷物を作成させる場合
の制御例を説明する為の図である。
【図１７Ａ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１７Ｂ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ａ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ｂ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ｃ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ｄ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１９】「大容量スタッカ」を２台と、「中綴じ製本機」の１台を、印刷装置１００に
対して、図１９の接続順序で、カスケード接続したシステム構成を示す図である。
【図２０】図８Ａ～図１０Ｂや図１３で説明した、「大容量スタッカ」の概観の１例を示
す図である。
【図２１】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成に含まれるＲＯＭ２０７
に格納される各種データを説明するための図である。
【図２２】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成に含まれるＨＤＤ２０９
に格納される各種データを説明するための図である。
【図２３】本形態で制御対象となる印刷システム１０００が処理することの可能なＪＤＦ
プリントジョブのジョブデータの構成を説明するための図である。
【図２４】本形態で制御対象となる印刷システム１０００が処理することの可能な図２３
において示したＪＤＦプリントジョブ中のＪＤＦパートの具体例を説明するための図であ
る。
【図２５】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成に含まれるＲＯＭ２０７
に格納される各種データのうち、図２１において示した装着オプションテーブルの内部構
成を説明するための図である。
【図２６】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成に含まれるＲＡＭ２０８
内に格納される機器構成管理テーブルの構成を説明するための図である。
【図２７】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成に含まれるＨＤＤ２０９
に格納される各種データのうち、図２２において示した処理ルールテーブル３３０２の内
部構成を説明するための図である。
【図２８】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成に含まれるＲＡＭ２０８
内に格納されるＪＤＦ解析結果テーブルの構成を説明するための図である。
【図２９】本形態で制御対象となる印刷システム１０００のコントローラ２０５によって
制御される本印刷システム全体の動作を説明するためのフロー図である。
【図３０】図２９において示したステップＳ４７０２における機器構成管理プログラムの
詳細動作を説明するためのフロー図である。
【図３１】図２９において示したステップＳ４７１０におけるＪＤＦプリントジョブ実行
の詳細動作を説明するためのフロー図である。
【図３２】図３１において示したステップＳ５１０３におけるＪＤＦパート解析処理の詳
細動作を説明するためのフロー図である。
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【図３３】図２９において示したステップＳ４７０９における機器構成変更処理の詳細動
作を説明するためのフロー図である。
【図３４】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例のうち、デバイス設定画面
の表示例を示すための図である。
【図３５】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例のうち、図３４におけるＪ
ＤＦ設定ボタン押下直後に表示される設定画面の表示例を示すための図である。
【図３６】図３５において示したＪＤＦ設定画面の操作により、無視ボタン６３０２押下
された結果、コントローラ２０５により書き換えられた後の処理ルールテーブルの状態を
説明するための図である。
【図３７】図３５において示したＪＤＦ設定画面の操作により、キャンセルボタン６３０
１押下された結果、コントローラ２０５により書き換えられた後の処理ルールテーブルの
状態を説明するための図である。
【図３８】本形態で制御対象となる印刷システム１０００のコントローラ２０５によって
制御される本印刷システム全体の動作を説明するためのフロー図である。
【図３９】図３８におけるステップＳ４７１２の処理ルールテーブル変更処理の詳細を説
明するためのフロー図である。
【図４０】ＪＤＦ設定ボタンが押下された直後に表示される画面の一例を示す図である。
【図４１】詳細設定ボタンの押下に応じて表示される画面の一例を示す図である。
【図４２】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４３】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４４】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４５】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４６】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４７】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４８】プリントジョブ状況確認画面の一例を示す図である。
【図４９】ホールドキューに格納されたホールド画面の一例を示す図である。
【図５０】プリントジョブ受付処理のフローを示すフローチャートである。
【図５１】プリントジョブ実行のメインシーケンスのフローを示すフローチャートである
。
【図５２】プリントジョブ実行処理の詳細なフローを示すフローチャートである。
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